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RX ファミリ 
ボードサポートパッケージモジュール 
Firmware Integration Technology 

要旨 
Firmware Integration Technology（以下 FIT と称す）モジュールを使用するプロジェクトの基盤となるの

がルネサスボードサポートパッケージ FIT モジュール（r_bsp）です。r_bsp は設定が簡単で、リセットか

ら main()関数までに MCU と使用するボードが必要とする全てのコードを提供します。本ドキュメントで

は、r_bsp の規約を説明し、その使用方法、設定方法、ご使用のボードに対応した BSP の作成方法を紹介

します。 

 

動作確認デバイス 
• RX110 グループ 
• RX111 グループ 
• RX113 グループ 
• RX130 グループ 
• RX13T グループ 
• RX140 グループ 
• RX14T グループ 
• RX231、RX230 グループ 
• RX23T グループ 
• RX23W グループ 
• RX23E-A グループ 
• RX23E-B グループ 
• RX24T グループ 
• RX24U グループ 
• RX261、RX260 グループ 
• RX26T グループ 
• RX64M グループ 
• RX65N、RX651 グループ 
• RX660 グループ 
• RX66N グループ 
• RX66T グループ 
• RX671 グループ 
• RX71M グループ 
• RX72M グループ 
• RX72N グループ 
• RX72T グループ 
 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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対象コンパイラ 
• Renesas Electronics C/C++ Compiler Package for RX Family (V2.05.00 以上) 
• GCC for Renesas RX 
• IAR C/C++ Compiler for Renesas RX 
各コンパイラの動作確認内容については 10.1 動作確認環境を参照してください。 

一部機能には制限があります。4.4 制限事項を参照してください。 

 

関連ドキュメント 
• Firmware Integration Technology ユーザーズマニュアル(R01AN1833) 
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1. 概要 
MCU を正しく設定するためには、ユーザアプリケーションを実行する前に、一連の作業を行う必要があ

ります。必要な作業や量は使用する MCU によって異なります。一般的な例としては、スタックの設定、メ

モリの初期化、システムクロックの設定、ポートの端子の設定などがあります。これらの設定は本書で示す

手順に沿って行う必要があります。r_bsp は、これらの設定を簡単に行えるように提供されるものです。 

r_bsp は、ご使用の MCU がリセットからユーザアプリケーションの main()関数を開始するまでに必要な

要素を提供します。また、r_bsp には、多くのアプリケーションで必要となる共通の機能も備えられていま

す。それらの中には、例外処理用のコールバック関数や、割り込みの有効/無効を設定するための関数など

があります。 

すべてのアプリケーションでリセット後に必要な手順は同じですが、各設定の内容も同じというわけでは

ありません。例えば、アプリケーションごとに、スタックサイズや使用するクロックが異なります。r_bsp
の設定に関するオプションはコンフィグヘッダファイルに納められているので、簡単に設定オプションを変

更することができます。 

多くのユーザがルネサスの開発ボードを使って開発を行い、その後、独自のボード（ユーザボード）に移

行されます。ユーザボードに移行される際には、r_bsp 内にユーザ仕様の BSP（カスタム BSP）を作成し

てください。提供される BSP と同様の規格や規則に従ってカスタム BSP を作成することによって、これか

ら開発を行うボードにアプリケーションコードを簡単に移行できるので、開発をスムーズに開始できます。

カスタム BSP の作成方法も本書で説明しています。 

 

1.1 用語 
用語 説明 

プラットフォー

ム 
ユーザの開発ボード。「ボード」を使用する場合もあり。 

BSP ボードサポートパッケージの略称。各ボードがそのボードに対応したソースファイル

を持つ。 
コールバック関

数 
イベント発生時に呼び出される関数のこと。例えば、バスエラー割り込み処理が

r_bsp に組み込まれている場合、r_bsp にコールバック関数を持たせて、バスエラー

の発生をユーザに通知することができる。バスエラー発生時、r_bsp は用意された

コールバック関数にジャンプし、ユーザはエラー処理が行える。 
割り込みによってコールバック関数が呼び出されるとき、割り込みの処理内でコール

バック関数を実行しているため、待機中の他の割り込みを遅延させる。そのため、割

り込みによるコールバック関数では最低限の処理にし、かつ慎重に扱われなければな

らない。 
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1.2 ファイル構成 
r_bsp のファイル構成を図 1.1 に示します。r_bsp フォルダの下に、3 つのフォルダと 2 つのファイルがあ

ります。 

doc フォルダには r_bsp のドキュメントが含まれます。 

board フォルダには、generic フォルダ、user フォルダがあります。 

generic フォルダには、ボード依存の設定がないソースファイルが含まれ、MCU ごとにフォルダがありま

す。 

generic フォルダの構成を図 1.2 に示します。 

user フォルダは任意のフォルダで、例えばユーザボード用のフォルダとして使用できます。 

mcu フォルダには、MCU ごとに 1 フォルダが含まれます。(注 1) mcu フォルダには他に all フォルダがあ

り、このフォルダには r_bsp で全 MCU に共通のソースが含まれます。 

platform.h は、ユーザが開発プラットフォームを選択するためのファイルで、ユーザプロジェクトに必要

なすべてのヘッダファイルを board および mcu フォルダから選択します。これについては、後のセクショ

ンで詳しく説明します。 

readme.txt には r_bsp に関する情報が要約されています。 

注 1: RX651 は RX65N と共通のソースコードになっています。RX651 を使用する場合も RX65N のソー

スコードを使用できます。 

 

 

 
図 1.1 r_bsp ファイル構成 
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図 1.2 generic フォルダの構成 
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2. 機能 
ここでは、r_bsp 搭載の機能について詳しく説明していきます。 

2.1 MCU 情報 

r_bsp の強みは、システム全体の設定をプロジェクトの 1 カ所で 1 度だけ定義すれば、その設定を共通で

使用できるという点です。この情報は r_bsp で定義され、FIT モジュール、およびユーザコードで使用でき

ます。FIT モジュールはこの情報を使って、自動的にコードをユーザのシステムに応じて設定します。

r_bsp でこの情報が提供されなければ、ユーザが FIT モジュールごとに個別にシステム情報を設定する必要

があります。 

r_bsp の設定については、3 章で説明します。r_bsp はこの設定情報を使って、mcu_info.h のマクロ定義

を設定します。各 MCU の mcu_info.h には、さまざまなマクロが存在する可能性がありますが、共通したい

くつかの例を以下に示します。 

定義 説明 
BSP_MCU_SERIES_<MCU_SERIES> この MCU が属している MCU シリーズ。たとえば、MCU が

RX64M であれば、BSP_MCU_SERIES_RX600 が定義されます。 
BSP_MCU_<MCU_GROUP> この MCU が属している MCU グループ。たとえば、MCU が

RX111 であれば、BSP_MCU_RX111 が定義されます。 
BSP_PACKAGE_<PACKAGE_TYPE> MCU のパッケージ。たとえば、MCU が 100 ピン LQFP パッケー

ジの場合には、BSP_PACKAGE_LQFP100 が定義されます。 
BSP_PACKAGE_PINS この MCU のピン数 
BSP_ROM_SIZE_BYTES ユーザアプリケーション ROM 空間のサイズ（バイト） 
BSP_RAM_SIZE_BYTES ユーザが利用可能な RAM のサイズ（バイト） 

MCU によっては RAM 領域が連続していない場合があります。 
BSP_DATA_FLASH_SIZE_BYTES データフラッシュ領域のサイズ（バイト） 
BSP_<CLOCK>_HZ MCU 上の各クロックについてこれらのマクロの 1 つが対応しま

す。各マクロは、そのクロックの周波数を（ヘルツ単位で）定義

します。たとえば、BSP_LOCO_HZ は、LOCO の周波数（Hz）を

定義します。 
BSP_ICLK_HZ は、CPU クロック（Hz）を定義します。 
BSP_PCLKB_HZ は、周辺クロック B（Hz）を定義します。 

BSP_MCU_IPL_MAX MCU の最高割り込み優先レベル 
BSP_MCU_IPL_MIN MCU の最低割り込み優先レベル 
FIT_NO_FUNC  
および 
FIT_NO_PTR 

これらのマクロは、関数呼び出しの引数として使用することで、

引数として何も提供されないことを示すことができます。たとえ

ば、ある関数がコールバック関数用にオプションの引数を取る場

合で、ユーザがコールバック関数を提供するつもりがなければ、

FIT_NO_FUNC を使用することができます。これらのマクロは、

リザーブアドレス空間を示すように定義されます。これにより、

引数が誤って使用された場合に容易にこれを見つけることができ

ます。つまり、MCU がリザーブ空間へのアクセスを試みた場合に

バスエラーが生じるため、ユーザが直ちにこれを把握できるとい

うことです。代わりに NULL を使用した場合には、バスエラーは

生じません。NULL は一般的に 0 と定義されますが、この値は RX
上の有効な RAM 位置であるからです。 
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2.2 初期設定 

Renesas コンパイラと GCC を使用する場合は PowerON_Reset_PC 関数を MCU のリセットベクタとし

て設定します。IAR コンパイラを使用する場合は__iar_program_start 関数を MCU のリセットベクタとして

設定します。PowerON_Reset_PC と__iar_program_start 関数(スタートアップ関数)は、MCU がユーザアプ

リケーションを使用できる状態にするために、様々な初期化処理を行います。以下に、スタートアップ関数

とシステムクロック設定の動作をフローチャートで示します。 

 
図 2.1 スタートアップ関数のフローチャート  

スタートアップ 関数

スタックアドレスを設定

FPUの初期化 (注1) 

システムクロックを設定
mcu_clock_setup()

• クロック分周比および逓倍率の設定

• クロックソースとして使用しないクロックの停止

• クロックソースとして使用するクロックの発振安定待ち

• 選択されたクロックへの遷移

C ランタイム環境を初期化
_INITSCT()

• 未初期化データ領域のゼロ設定

• 初期化データ領域にデータをコピー

STDIOライブラリを初期化 (注2)

割り込みコールバックを初期化
bsp_interrupt_open()

ハードウェアと端子の初期化
hardware_setup()

• 周辺機能に使用する端子を許可

• 存在しないポートの初期化

PSWの初期化
• ユーザスタック使用の許可/禁止 (注2)
• CPUの割り込み受け付けを許可 (注3)

ユーザモードへ遷移 (注2)

main関数へジャンプ

注1: MCUによって、この手順はスキップされます。

注2: r_bsp_config.hの設定によって、動作は異なります。

注3: CPUの割り込み受け付けのみを許可します。周辺割り込みは、個別に許可する必要があります。

レジスタ保護の初期化
bsp_register_protect_open()

割り込みベクタテーブルの

先頭アドレスを設定

例外ベクタテーブルの

先頭アドレスを設定 (注1) 

ウォームスタート関数(PRE) (注2)
User_Warm_start_func_pre()

ウォームスタート関数(POST) (注2)
User_Warm_start_func_post()

STDIOライブラリをクローズ (注2)

• 割り込みコールバックの初期化

• 選択型割り込みの割り込み要因割り付け (注1) 

BSPの変数を初期化
bsp_ram_initialize()

倍精度浮動小数点コプロセッサの初期化 
(注1) 

三角関数演算器の初期化 (注1) 

VBATT電圧安定待ち (注1) 
vbatt_voltage_stability_wait()

バス優先度の初期化 (注2)
bsp_bus_priority_initialize()
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図 2.2 システムクロック設定のフローチャート 
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注1: MCUによって、手順が異なる場合があります。

注2: r_bsp_config.hの設定によって、動作は異なります。

レジスタライトプロテクトを解除

クロックソースの発振設定
clock_source_select()

クロックソースの発振設定 (注1)
clock_source_select()

動作周波数の設定 (注1)
operating_frequency_set()

クロックソースの分周比設定 (注2)

システムクロックの切り替え

レジスタライトプロテクトを設定

LOCOの発振停止 (注2)

return

メインクロック発振器の発振源設定 (注2)

メインクロック発振器の発振設定 (注2)

サブクロック発振器の発振設定 (注2)

PLLの発振設定 (注2)

メモリウェイト/ROMウェイトの設定

return

コールド/ウォームスタート判定

RTC関連レジスタの設定 (注2)

サブクロック発振器の発振設定 (注2)

コールドスタート

ウォームスタート

システムクロックの設定 (注1)
mcu_clock_setup()

return

動作周波数の設定
operating_frequency_set()

LPT クロックソースの発振設定
lpt_clock_source_select()

USB LPC クロックソースの発振設定
usb_lpc_clock_source_select()

動作電力制御モード設定

USB LCD クロックソースの発振設定

usb_lcd_clock_source_select()

LPT LCD クロックソースの発振設定

lpt_lcd_clock_source_select()

システムクロックをHOCOへ切替 (注2)
clock_change_hoco()

電圧監視1リセット (注2)
bsp_lvd1_resetting()

CLKOUT初期設定(注2)
bsp_clkout_initial_configure()

IWDTの発振設定 (注2)
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2.3 グローバル割り込み 

リセット解除後、割り込みは禁止になっています。スタートアップ関数は、ユーザアプリケーションが呼

び出される前に、割り込みを許可にします（2.2 参照）。 

RXv1 のデバイスには可変ベクタテーブルと固定ベクタテーブルの 2 種類があります。可変ベクタテーブ

ルはメモリのどこにでも配置することができますが、固定ベクタテーブルはメモリマップ先頭の固定のロ

ケーションに配置されます。 

RXv2、RXv3 のデバイスには割り込みベクタテーブルと例外ベクタテーブルの 2 種類があります。割り込

みベクタテーブルと例外ベクタテーブルはメモリのどこにでも配置することができます。 

可変ベクタテーブルと割り込みベクタテーブルでは、周辺機能の割り込みベクタが保持され、INTB レジ

スタによってポインタが指定されます。INTB レジスタは、スタートアップ関数にて、リセット後に初期化

されます。可変ベクタテーブルと割り込みベクタテーブルのベクタは RX ツールチェーンによって挿入され

ます。RX ツールチェーンは、ユーザコードの‘#pragma interrupt’命令を使用して、ユーザの割り込みベク

タ情報を取得します。 

固定ベクタテーブルは、フラッシュ関連のオプションレジスタや、例外ベクタ、リセットベクタを保持し

ます。例外ベクタテーブルは、例外ベクタを保持します。 

固定ベクタテーブルと例外ベクタテーブルは vecttbl.c で定義されます。vecttbl.c では、すべての例外、

NMI 割り込み、バスエラー、未定義割り込みなどを処理するデフォルトの割り込み処理も定義されます。こ

れらのベクタに対して、mcu_interrupts.c の機能を使ってコールバック関数を設定できます（2.4 参照）。

また、ユーザブートリセットベクタが使用可能な状況であれば、vecttbl.c で設定が行えます。 

固定ベクタテーブルと例外ベクタテーブルのベクタはすべて vecttbl.c で操作されます。可変ベクタテーブ

ルと割り込みベクタテーブルのベクタは、ユーザがベクタを定義すること、アプリケーションはそれぞれ異

なることから、すべてが vecttbl.c で操作されるとは言えません。そのため、各アプリケーションのベクタが

すべて埋まっているわけではないので、不用意に割り込み要求が生成されないように気を付けなければなり

ません。リンカの多くは、静的関数を使って、未使用のベクタを埋めることができます。これを行うため

に、vecttbl.c で undefined_interrupt_source_isr()関数が用意されており、この関数のアドレスを使ってリン

カを設定し、未使用のベクタを埋めることが推奨されます。 

 

2.4 割り込みコールバック 

r_bsp では、複数の API 関数が用意されており、これらは割り込み要求生成のタイミングでユーザに通知

されます（5.13、5.14 参照）。これは、ユーザが割り込みを選択し、それに対してコールバック関数を提供

することによって行われます。割り込み要求が生成されると、r_bsp は提供されたコールバック関数を呼び

出します。 

ユーザは、固定ベクタテーブルと例外ベクタテーブルにあるすべての例外割り込み、バスエラー割り込

み、未定義割り込みに対応するコールバックを登録できます。ユーザ設定のコールバック関数が実行される

と、r_bsp の割り込み処理は、必要に応じて割り込みフラグをクリアします。 

 

2.5 存在しないポート端子 

MCU グループには、ピン数の異なる様々なパッケージがあります。最大のピン数を持たないパッケージ

（例: 最大 144 ピンの MCU グループで、64 ピンパッケージ）を使用する場合、接続されない端子の消費電

力が低く抑えられるように初期化できます。r_bsp_config.h の設定をもとに、MCU の初期化処理中に、

r_bsp が自動的にこれらの端子を初期化します。この機能は mcu_init.c 関数に組み込まれており、

hardware_setup()によって呼び出されます。 
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2.6 クロックの設定 

すべてのシステムクロックは r_bsp の初期化処理で設定されます。クロックは、r_bsp_config.h ファイル

のユーザ設定に従って設定されます（3.2.6 参照）。クロックの設定は、C ランタイム環境の初期化処理の

前に行われます。RX MCU の中には、相対的に低速のクロックで起動するものがあります。このような

MCU の起動を速めるために、クロックの設定が行われます。クロック選択時、r_bsp のコードによって、

選択されたクロックが安定するのに要する遅延時間が取られます。 

 

一部の RX MCU では、フラッシュメモリや RAM にアクセスするためにウェイトサイクルの設定が必要で

す。アクセスするためのウェイトサイクルは、MEMWAIT レジスタか ROMWT レジスタによって設定され

ます。MEMWAIT レジスタか ROMWT レジスタの設定値は、システムクロックや動作電力制御モードに依

存します。MEMWAIT レジスタか ROMWT レジスタの設定はユーザーズマニュアルの制限事項を確認して

ください。 

 

2.7 STDIO とデバッグコンソール 

STDIO が許可されている場合（3.2.3 参照）、STDIO ライブラリは、MCU 初期化処理の一部として初期

化されます。STDIO の出力を、e2 studio で表示できるデバッグコンソールに送信するように、r_bsp コード

が設定されます。ソースファイル lowlvl.c によって、STDIO 関数のバイト単位での送受信が行われます。ま

た、初期化処理では、デバッグコンソールが使用されるように設定されます。必要に応じて、

r_bsp_config.h を変更し、BSP_CFG_USER_CHARGET_ENABLED や

BSP_CFG_USER_CHARPUT_ENABLED を有効にし、さらに my_sw_charget_function や

my_sw_charput_function 関数名を用意してそれぞれの関数の名前に置き換えることにより、STDIO の 
charget()や charput()関数をそれぞれの関数にリダイレクトすることができます。 

Renesas コンパイラを使用する場合は STDIO の初期化の有無を選択できます。GCC と IAR コンパイラ

を使用する場合は常に STDIO を初期化します。 

 

2.8 スタック領域とヒープ領域 

RX MCU では、ユーザスタックと割り込みスタックの 2 種類のスタックが使用できます。両スタックが使

用される場合、通常の実行フロー実行時はユーザスタックが使用され、割り込み処理実行時には割り込みス

タックが使用されます。これら 2 種類のスタックがあれば、割り込みが発生した場合に備えて余分なスペー

スをユーザスタックに確保する必要がなくなるので、スタックスペースの割り当てが簡単になります。しか

し、アプリケーションによってはこのような考慮は必要がなく、RAM を浪費することにもなるので（ス

タック間の未使用スペース）、スタックを 2 種類持つことが好ましくない場合もあるでしょう。スタックを

1 種類のみ使用する場合は、必ず割り込みスタックを使用します。 

ユーザスタック、割り込みスタック、ヒープはリセット後にスタートアップ関数内で設定、および初期化

されます。スタックやヒープのサイズ、また使用するスタック数などの設定は、r_bsp_config.h で行われま

す（3.2.2 参照）。また、ユーザはヒープを無効にすることもできます。 

IAR コンパイラを使用する場合は r_bsp_config.h だけでなく GUI でもスタックとヒープサイズを設定して

ください。 
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2.9 CPU モード 

リセット解除後、RX MCU はスーパバイザ CPU モードで動作します。スーパバイザモードでは、CPU の

リソースおよび命令がすべて使用できます。また、r_bsp のコードが main()にジャンプする前にユーザモー

ドに遷移するオプションがあります（3.2.4 参照）。ユーザモードでは、以下に示す項目への書き込み命令

に制限があります。 

• プロセッサステータスワード（PSW）の次のビット：IPL[3:0]、PM、U、I 
• 割り込みスタックポインタ（ISP） 
• 割り込みテーブルレジスタ（INTB） 
• バックアップ PSW（BPSW） 
• バックアップ PC（BPC） 
• 高速割り込みベクタレジスタ（FINTV） 
 
ユーザモードで、MCU が上記のいずれかに対して書き込みを実行した場合、例外処理が発生します。

コールバックが設定されている場合は、例外コールバック関数となります（2.4 参照）。 

 

2.10 ID コード 

RX MCU には ROM にある 16 バイトの ID コードを使って、デバッガを介しての MCU メモリの読み出

し、シリアルブートモードでの MCU メモリの読み出し、あるいはデバイスからのファームウェアの取り出

しが行われないように保護します。ID コードは、固定ベクタテーブルまたはオプション設定メモリに配置

され、r_bsp_config.h で簡単に設定できます（3.2.7 参照）。ID コードのオプションに関する詳細は、ユー

ザーズマニュアル ハードウェア編の「フラッシュメモリ」章や「ROM」章を参照ください。 

 

2.11 パラレルライタのアクセス保護 

RX MCU には、MCU のメモリをパラレルライタのアクセスから保護するために、ROM に 4 バイトの

コードがあります。読み出し、および書き込みを許可、書き込みのみを許可、あるいはすべてのアクセスを

禁止するなどのオプションがあります。本機能の詳細は、3.2.7 をご覧ください。 

 

2.12 エンディアン 

RX MCU では、ビッグエンディアン、リトルエンディアンのいずれで動作するかを選択できます。r_bsp
は、ツールチェーンで選択されたエンディアンを検出し、それによって MDE レジスタを正しく設定しま

す。本バージョンの r_bsp では、以下のツールチェーンからエンディアンを検出します。 
• Renesas CCRX Toolchain 
• IAR Toolchain for RX 
• GCC for Renesas RX 
 

2.13 オプション機能選択レジスタ 

RX MCU は ROM にオプション機能選択レジスタが配置されています。これらのレジスタを使って、ユー

ザコードを使用せずに、リセット時に特定の MCU 機能を許可に設定できます。これらの機能には、低電圧

検出の許可、HOCO 発振の開始、IWDT の設定および開始などがあります。これらのレジスタに使用される

値は r_bsp_config.h で設定できます（3.2.7 参照）。 
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2.14 Trusted Memory 
Trusted Memory 機能は、TM 対象領域に対する不正リードを防止する機能です。初期設定では無効に設定

されています。Trusted Memory 機能を有効にする場合は、r_bsp_config.h に定義されている

BSP_CFG_TRUSTED_MODE_FUNCTION を設定してください。 

デュアルバンク機能を搭載しているデバイスでは、バンクモードにより有効になる TM 対象領域が異なり

ます。バンクモード切り替える場合は、r_bsp_config.h に定義されている

BSP_CFG_CODE_FLASH_BANK_MODE を設定してください。 

 

2.15 バンクモード 

バンクモード切り替え機能は、ユーザ領域を 1 つの領域として扱うリニアモードとして使用するか、2 つ

のバンク領域として扱うデュアルモードとして使用するかを選択する機能です。リニアモードとデュアル

モードでは、メモリマッピングが切り替わります。また、デュアルモード時はプログラムを起動するバンク

領域を選択できます。 

バンクモードを切り替える場合は、r_bsp_config.h に定義されている

BSP_CFG_CODE_FLASH_BANK_MODE を設定してください。 

起動バンクを選択する場合は、r_bsp_config.h に定義されている

BSP_CFG_CODE_FLASH_START_BANK を設定してください。 

 

2.16 システム全般のパラメータチェック 

デフォルトでは、FIT モジュールの入力パラメータチェックが有効になっています。この機能は開発時に

役立ちますが、製品時には、実行時間の短縮のため、あるいはコードを配置する領域を確保するために、無

効にできます。r_bsp_config.h には、システム全般に対してパラメータチェックの有効/無効を設定できるオ

プションがあります。各モジュールではデフォルトでこの設定を使用しますが、必要であれば、モジュール

ごとに無効にすることができます。本オプション設定の詳細は 3.2.9 をご覧ください。 
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2.17 ロック機能 

r_bsp では、ロック機能を組み込む API 関数が用意されています。これらは、RTOS セマフォやミュー

テックスなどと同様に、重要なコードを保護するために使用されます。これらのロックには、RTOS が持つ

ような拡張機能がないため、使用する際には注意が必要です。ロックを正しく使用しなければ、ユーザシス

テムがデッドロックされてしまう場合があります。 

mcu フォルダにある mcu_locks.h には、mcu_lock_t という enum があり、MCU の周辺機能と周辺機能の

チャネルごとにロックを持ちます。これらのロックを使って、予約された周辺機能を示すことができます。

これは、FIT モジュールで周辺機能 3 チャネルを制御し、ユーザコードで 1 チャネルを制御したい場合など

に使用できます。必要なチャネルにロックを予約することで、FIT モジュールの使用対象チャネルからその

チャネルを除外できます。また、これらのロックは、同一の周辺機能に対して複数の FIT モジュールを使用

したい場合にも使用できます。例えば、調歩同期式の SCI を使用する FIT モジュールと I2C モードの SCI を
使用する FIT モジュールを使用する場合、ロック機能を使って、両 FIT モジュールによる同一の SCI チャネ

ルの使用を防ぐことができます。ロック機能を組み込む API 関数は 4 つあり、5 章で説明されています。

ハードウェアロック関数とソフトウェアロック関数の違いは、ハードウェアロック関数は mcu_locks.h で定

義したロックのみを使用するという点です。ソフトウェアロック関数は、ロックを好きなところに配置で

き、ユーザ定義のロックを作成できます。ロックが必要で、MCU の周辺機能を使用しない FIT モジュール

の場合、それに対応したロックを作成し、ソフトウェアロックを使用します。 

デフォルトの r_bsp ロック機能に替えてユーザ定義のロック機能を使用できます。詳細は 3.2.8 をご覧く

ださい。 

 

2.18 レジスタの保護 

RX MCU にはプロテクトレジスタがあり、MCU のレジスタを不用意な書き込みから保護します。保護対

象のレジスタには、クロック生成、消費電力低減機能、ソフトウェアリセット、低電圧検出関連のレジスタ

があります。r_bsp には、これらのレジスタへの書き込みアクセスの許可/禁止が簡単に操作できる API 関数

が用意されています。詳細は 5.7、5.8 をご覧ください。 

 

2.19 CPU 機能 

割り込みの許可/禁止や、CPU 割り込み優先レベルの設定など、CPU 機能に関する設定を行う API 関数が

用意されています。詳細は 5 章をご覧ください。 
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2.20 グループ割り込み 

グループ割り込みは、複数の周辺モジュールの割り込み要求(最大 32 本)をグループ化し、1 つの割り込み

要求とした割り込みです。周辺モジュールの動作クロック(PCLKB または PCLKA)と、割り込み検出方法

(エッジ検出またはレベル検出) によって、それぞれ異なるグループにグループ化されています。 

グループ割り込み要求が生成されるとき、それぞれの(A または B、エッジまたはレベル)グループ割り込

み要求レジスタを調べることで割り込みのソースが識別されます。 

 

図 2.3 に FIT のグループ割り込みの概要図を示します 

BSP のグループ割り込み関数は、割り込みが発生するとあらかじめ登録されていた関数を呼び出します。

この登録は各周辺 FIT モジュールが R_BSP_InterruptWrite 関数を使用して行っています。 

① 各周辺 FIT モジュールが R_BSP_InterruptWrite 関数を呼び出すことで、割り込み用コールバック関数

を登録します。 

② 割り込みが発生すると①で登録されていた関数を呼び出します。 

 

 
図 2.3 FIT のグループ割り込みの概要図 

 

2.21 選択型割り込み 

選択型割り込みは、周辺割り込みソースを 128～255 のベクタ番号に動的に割り当てることができます。

これらは、周辺動作クロックに基づいて選択型割り込み A と選択型割り込み B に分類されます。選択型割

り込み B は、PCLKB と同期して動作する周辺機能で使用でき、割り込み番号 128～207 に割り当てること

ができます。選択型割り込み A は、PCLKA と同期して動作する周辺機能で使用でき、割り込み番号 208～
255 に割り当てることができます。 
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sci0_tei0_callback()

group_bl0_handler_isr ()

GRPBL0.IS0 == 1 ?

return

peripheral_init ()

グループ割り込みの

コールバック登録
R_BSP_InterruptWrite()

return

return

割り込み処理

No

Yes (割り込み要求あり)
周辺モジュールの初期設定

① 引数
vector       : BSP_INT_SRC_BL0_SCI0_TEI0
callback    : sci0_tei0_callback

コールバック関数呼び出し
sci0_tei0_callback()

②
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2.22 スタートアップ無効化 

スタートアップ無効化機能は、新たにプロジェクトを作成せずに、既存のユーザ作成のプロジェクトに各

周辺の FIT モジュールを追加したい方のための機能です。 

スタートアップ無効化機能を有効にすると、BSP で行うすべてのスタートアップ処理(スタートアップ関

数の処理)が無効になり、ユーザ作成のスタートアップ処理との競合を防ぐことができます。 

この機能は Renesas コンパイラ使用時のみ利用できます。 

図 2.4 にスタートアップ無効化機能の概要、図 2.5 に無効になるスタートアップ処理、図 2.6 にスタート

アップ無効化機能の対象ファイルを示します。 

 

 
図 2.4 スタートアップ無効化機能の概要 

  

ユーザ プロジェクト

ユーザ API

ユーザ
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BSP スタートアップ無効化

FIT
周辺モジュール

FIT周辺モジュール
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図 2.5 無効になるスタートアップ処理 

  

注1: MCUによって、この手順はスキップされます。

注2: r_bsp_config.hの設定によって、動作は異なります。

※スタートアップ無効化機能により、

PowerOn_Reset_PC関数の処理は

すべて無効になります。

スタートアップ 関数

スタックアドレスを設定

FPUの初期化 (注1) 

システムクロックを設定
mcu_clock_setup()

C ランタイム環境を初期化
_INITSCT()

STDIOライブラリを初期化 (注2)

割り込みコールバックを初期化
bsp_interrupt_open()

バス優先度の初期化 (注2)
bsp_bus_priority_initialize()

PSWの初期化

ユーザモードへ遷移 (注2)

main関数へジャンプ

レジスタ保護の初期化
bsp_register_protect_open()

割り込みベクタテーブルの

先頭アドレスを設定

例外ベクタテーブルの

先頭アドレスを設定 (注1) 

ウォームスタート関数(PRE) (注2)
User_Warm_start_func_pre()

ウォームスタート関数(POST) (注2)
User_Warm_start_func_post()

STDIOライブラリをクローズ (注2)

BSPの変数を初期化
bsp_ram_initialize()

倍精度浮動小数点コプロセッサの初期化 
(注1) 

三角関数演算器の初期化 (注1) 

VBATT電圧安定待ち (注1) 
vbatt_voltage_stability_wait()

ハードウェアと端子の初期化
hardware_setup()



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 18 of 216 
Sep.12.25  

 

 
図 2.6 スタートアップ無効化機能の対象ファイル 

  

board mcu

※スタートアップ無効化機能により、すべてのコードが無効になるファイル

※スタートアップ無効化機能により、一部のコードが無効になるファイル
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mcu_mapped_interrupts.h

mcu_mapped_interrupts_private.h

r_bsp_mcu_startup.c

r_bsp_mcu_startup.h

all

r_bsp_interrupts.c

r_bsp_interrupts.h

linker_script_rvectors.inc mcu_clocks.h

mcu_init.h

r_bsp_common.c

r_bsp_common.h

r_rx_compiler.h

r_typedefs.h

register_access

iodefine.h

ccrx

gnuc

iccrx

iodefine.h

iodefine.h

r_bsp_rx_generic_rx65n_extend.mdf

r_rtos.h

r_rx_intrinsic_functions.h

r_rx_intrinsic_functions.c

sbrk.c

reset_program.s

resetprg.c

lowlvl.h

sbrk.h

r_bsp_software_interrupt.c

r_bsp_software_interrupt.h
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2.22.1 スタートアップ無効化の設定方法 
BSP のスタートアップ処理を無効化する場合は、以下の設定をしてください。組み込み方法については、

「9 ユーザプロジェクトに FIT モジュールを組み込む方法」を参照してください。 

 

(1)コンフィグレーションファイルの設定 

BSP の r_bsp_config.h の BSP_CFG_STARTUP_DISABLE に“1”を設定し、BSP のスタートアップ

処理を無効にしてください。 

ユーザが作成したスタートアップ処理の内容を r_bsp_config.h に設定してください。BSP の API 関
数や周辺の FIT モジュールは r_bsp_config.h の内容を参照しています。ユーザが作成したスタートアッ

プ処理の内容と r_bsp_config.h の内容に差異がある場合、FIT モジュールは正常に動作しません。 

 

例えば、BSP の mcu_info.h には周辺モジュールクロック B の周波数(BSP_PCLKB_HZ)が定義され

ています。周辺モジュールクロック B の周波数は r_bsp_config.h で設定された情報(発振子の周波数、

分周比、逓倍率等)から算出されます。算出された周辺モジュールクロック B の周波数は各周辺 FIT モ

ジュールが参照します。 

各周辺 FIT モジュールから参照される BSP の情報は、r_bsp_config.h から生成されるため、ユーザ

が作成したスタートアップ処理の内容と r_bsp_config.h に設定された内容を同じにする必要がありま

す。 

図 2.7 にコンフィグレーションファイルの設定を示します。 

 

 
図 2.7 コンフィグレーションファイルの設定 

 

(2)競合するグループ割り込み関数の設定 

BSP はグループ割り込み関数を用意しています。グループ割り込み関数は周辺の FIT モジュールが

使用するため、無効にできません。 

競合を避けるため、ユーザのグループ割り込み関数は使用せず、BSP のグループ割り込み関数を使

用してください。 

FIT モジュールのグループ割り込みについては、「2.20 グループ割り込み」を参照してください。 

  

周辺モジュール

SCI

周辺モジュール

Flash API

BSP

r_bsp_config.h
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(3)R_BSP_StartupOpen 関数の呼び出し 

R_BSP_StartupOpen 関数では、BSP の変数の初期化、割り込みコールバックの初期化、レジスタ

保護の初期化、ハードウェアと端子の初期化を行います。 

これらの処理は BSP および周辺の FIT モジュールを使用するために必要な処理です。そのため、

ユーザの main 関数の先頭で、R_BSP_StartupOpen 関数を呼び出してください。 

R_BSP_StartupOpen 関数については、「5.18 R_BSP_StartupOpen()」を参照してください。 

 

(4)R_BSP_VbattInitialSetting 関数の呼び出し 

R_BSP_VbattInitialSetting 関数では、バッテリバックアップ機能(VBATT)の初期設定を行います。 

この処理は BSP および周辺 FIT モジュールを使用するために必要な処理です。 

この関数は、以下の条件をすべて満たす場合のみ呼び出してください。 

・バッテリバックアップ機能(VBATT)を使用しない(3.2.19 参照) 

・RTC 関連のレジスタにアクセスする 

この関数は RTC 関連のレジスタにアクセスする前に呼び出してください。 

R_BSP_VbattInitialSetting 関数については、「5.24 R_BSP_VbattInitialSetting()」を参照してくださ

い。 
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2.23 ソフトウェア割り込み 

BSP はソフトウェア割り込み用にタスクバッファを用意することで複数のソフトウェア割り込み要求をタ

スクとして実行することができます。 

タスクは R_BSP_SoftwareInterruptSetTask 関数でセットできます。タスクバッファはリングバッファに

なっています。タスクバッファに空きがない場合、タスクはセットされずエラーを返します。 

タスクバッファは複数の関数からアクセスされるため、排他制御されます。アクセス制御権を取得できな

い場合、R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数の各コマンドやセットされているタスクは実行されません。 

ソフトウェア割り込み関数内ではタスクバッファの先頭から順番にタスクを実行します。ソフトウェア割

り込み関数は多重割り込みが許可されています。多重割り込みは R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数で

禁止にすることができます。 

ソフトウェア割り込みはコンフィギュレーションマクロ(BSP_CFG_SWINT_UNITn_ENABLE)で使用する

/使用しないをユニット毎に設定できます。ソフトウェア割り込みを使用する場合は、スタートアップで自

動的に R_BSP_SoftwareInterruptOpen 関数が呼ばれ、初期化されます。 

ソフトウェア割り込みの割り込み優先レベル(IPR)はコンフィギュレーションマクロの値

(BSP_CFG_SWINT_IPR_INITIAL_VALUE)で初期化されます。R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数で動的

に変更することもできます。 

ソフトウェア割り込みのタスクバッファ数はコンフィギュレーションマクロ

(BSP_CFG_SWINT_TASK_BUFFER_NUMBER)で設定します。 

 

ソフトウェア割り込みのコンフィギュレーションマクロについては 3.2.19 ソフトウェア割り込み、API
関数については 5.25 R_BSP_SoftwareInterruptOpen() ～5.28 R_BSP_SoftwareInterruptControl()を参照く

ださい。 

 

 
図 2.8 ソフトウェア割り込みシーケンス 

  

周辺モジュール割り込み

(高優先度の割り込み)

ソフトウェア割り込み

(低優先度の割り込み)

アプリケーション
(main)

T1 T2ソフトウェア割り込み

要求セットタイミング
T3 T4

T1       : 周辺モジュール割り込みでソフトウェア割り込み要求をセット

T2, T3 : アプリケーションでソフトウェア割り込み要求をセット

T4       : 多重割り込み中にソフトウェア割り込み要求をセット

*1 *2

*1 多重割り込みが許可されているため、ソフトウェア割り込み中に優先レベルの高い

周辺モジュール割り込みを受け付けます。

*2 タスクバッファがあるため、ソフトウェア割り込み処理中にも新しいタスクを受け

付けます。
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2.24 拡張 RAM 

RX23T および RX600、RX700 シリーズの一部の製品には複数の RAM 領域があります。 

 

RX23T RX65N RX66N、RX72M、RX72N 

RAM0 

0000 0000h～0000 27FFh 

RAM 

0000 0000h ～ 0003 FFFFh 

RAM 

0000 0000h ～ 0007 FFFFh 

RAM0 (拡張 RAM) (注 2)  

0000 4000h～0000 4A7Fh 

拡張 RAM (注 1) 

0080 0000h ～ 0085 FFFFh 

拡張 RAM 

0080 0000h ～ 0087 FFFFh 

注1. ROM サイズが 1.5MB 以上の製品のみ。 

注2. BSP では便宜上拡張 RAM と呼称します。 

 

BSP は上記の拡張 RAM 領域を使用するためのセクション定義と領域の初期化機能を提供します。本機能

はスマート・コンフィグレータまたはスマート・コンフィグレータプラグイン(e2 studio 2023-01)の V2.16.0
以降との連携機能により有効になります。V2.16.0 以降のスマート・コンフィグレータを使用してプロジェ

クトに BSP を追加することによって、3.2.23 拡張 RAM の BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE がデ

フォルトで有効になり、プロジェクトのセクション情報に拡張 RAM 領域を使用するためのセクション定義

が追加されます。セクション定義を使用して拡張 RAM 領域に配置した変数は 2.2 初期設定の_INITSCT()に
よって初期化されます。 

拡張 RAM 領域に変数を配置する場合はその変数に対して下記のセクション定義を使用してください。 

 

なお、本機能は CCRX コンパイラのみ対応しています。GCC コンパイラ、IAR コンパイラには対応して

いません。 

 

(1)CCRX の場合 

拡張 RAM に割り当てられるセクション名は「EXRAM」になります。 

セクションを使用し拡張 RAM に変数を配置する例を以下に示します。 

 

Example 
#pragma section EXRAM 
/* Variable with initial value */ 
uint32_t test_val[4] = 
{ 
  0x11223344, 
  0x55667788, 
  0x99AABBCC, 
  0xDDEEFF00 
}; 
 
/* Variable without initial value */ 
uint32_t test_val2; 
 
#pragma section 
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(2)GCC の場合 

拡張 RAM に割り当てられるセクション名は「.data_exram」（初期値あり変数のセクション）また

は「.bss_exram」（初期値なし変数のセクション）になります。（注 1） 

セクションを使用し拡張 RAM に変数を配置する例を以下に示します。 

注 1. プロジェクトで生成された linker_script.ld に「.data_exram」と「.bss_exram」のセクション 

が定義されていることが前提です。 

 

Example 
#pragma section EXRAM 
/* Variable with initial value */ 
uint32_t test_val[4] __attribute__((section (".data_exram"))) = 
{ 
  0x11223344, 
  0x55667788, 
  0x99AABBCC, 
  0xDDEEFF00 
}; 
 
/* Variable without initial value */ 
uint32_t test_val2 __attribute__((section (".bss_exram"))); 

 

セクションを複数使用したい場合は、10.5 拡張 RAM 領域において複数のセクションを使用する方法を参

照ください。 
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3. コンフィギュレーション 
r_bsp では、2 つのヘッダファイルを使って設定を行います。1 つはプラットフォームの選択を、他方は

選択したプラットフォームの設定を行います。 

3.1 プラットフォームを選択する 

r_bsp は様々なボードに対応するボードサポートパッケージを提供します。r_bsp フォルダの直下にある

platform.h を変更して、使用するプラットフォームを選択します。 

プラットフォームを選択するには、使用するボードの ‘#include’ のコメントを解除します。

GENERIC_RX65N ボードを使用する場合、‘./board/generic_rx65n/r_bsp.h’の‘#include’ のコメントを解除

します。その他のボードの ‘#include’ はコメント化しておいてください。 

 
 

3.2 プラットフォームの設定 

プラットフォームを選択したら、次にそのプラットフォームの設定を行わなければなりません。プラット

フォームの設定は r_bsp_config.h を使って行います。RX600、RX700 シリーズでは選択型割り込みの設定

を r_bsp_interrupt_config.h で行います。プラットフォームごとに、r_bsp_config_reference.h および

r_bsp_interrupt_config_reference.h というコンフィギュレーションファイルがあります。

r_bsp_interrupt_config_reference.h は RX600、RX700 シリーズのためのファイルです。各プラットフォー

ムの board フォルダに格納されています。r_bsp_config.h を作成するには、board フォルダから

r_bsp_config_reference.h をコピーし、ファイル名を r_bsp_config.h に変更し、プロジェクトの適切な場所

に置きます。r_bsp_interrupt_config.h を作成するには、board フォルダから

r_bsp_interrupt_config_reference.h をコピーし、ファイル名を r_bsp_interrupt_config.h に変更し、プロジェ

クトの適切な場所に置きます。r_bsp_config_reference.h は、ユーザが必要に応じて使用できる基本的なコ

ンフィギュレーションファイルとして提供されます。r_bsp_interrupt_config_reference.h は選択型割り込み

のコンフィギュレーションファイルとして提供されます。r_bsp_config.h、r_bsp_interrupt_config.h は

r_config フォルダに格納することを推奨します。これは必須ではありませんが、全 FIT モジュールにそれぞ

れコンフィギュレーションファイルがありますので、1 カ所に集約することで、ファイルの検索やバック

アップが容易になります。 

r_bsp_config.h、r_bsp_interrupt_config.h の内容はそれぞれのボードによって異なりますが、同じオプ

ションも多数あります。以降のセクションでは、それらの設定オプションについて詳しく説明します。

r_bsp_config.h の各マクロは共通で ‘BSP_CFG_’から始まっており、検索や識別が簡単に行えます。 

r_bsp_interrupt_config.h の設定オプションについては 3.2.22 選択型割り込みを参照してください。 

スマート・コンフィグレータを使用する場合は、ソフトウェアコンポーネント設定画面でコンフィグレー

ションオプションを設定できます。設定値はモジュールを追加する際に、自動的に r_bsp_config.h に反映

されます。 
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3.2.1 MCU 製品型名情報 
MCU の製品型名情報によって、MCU の様々な情報とともに r_bsp を提供できます。コンフィギュレー

ションファイルの先頭には、MCU の製品型名に関する情報が定義されます。これらのマクロ名はすべて

‘BSP_CFG_MCU_PART’から始まります。MCU によって製品型名に関する情報量は異なりますが、以下に

標準的な定義を示します。 

表 3.1 製品型名の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE r_bsp_config.h にて、

#define の上にあるコメン

トを参照。 

使用するパッケージを定義します。パッ

ケージサイズによって、MCU で使用できる

ピン数や周辺機能は異なります。 
BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE ROM、RAM、データフラッシュのサイズを

定義します。 
BSP_CFG_MCU_PART_GROUP MCU グループを定義します 

（例：RX64M, RX65N） 
BSP_CFG_MCU_PART_SERIES MCU シリーズを定義します 

（例：RX600、RX200、RX100） 
 
3.2.2 スタックサイズとヒープサイズ 

表 3.2 スタックサイズとヒープサイズの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_USER_STACK_ 
ENABLE 

0 = 割り込みスタックのみを使

用 
1 = 割り込みスタックとユーザ

スタックを使用 

スタックを 1 つ（割り込みスタック）使うか、2
つ（割り込みスタックとユーザスタック）使うか

を選択します。詳細は 2.8 参照。 
RTOS（RI600V4 または RI600PX）を使用する

場合、この定義は無効になります。 
BSP_CFG_USTACK_BYTES  ユーザスタックサイズ 

（単位：バイト） 
ユーザスタックのサイズを定義します。IAR コン

パイラを使用する場合、スタックサイズは GUI 設
定で決まります。GUI で設定した値と同じ値を設

定してください。RTOS（RI600V4 または

RI600PX）を使用する場合、この定義は無効にな

ります。 
BSP_CFG_ISTACK_BYTES 割り込みスタックサイズ 

（単位：バイト） 
割り込みスタックのサイズを定義します。IAR コ

ンパイラを使用する場合、スタックサイズは GUI
設定で決まります。GUI で設定した値と同じ値を

設定してください。RTOS（RI600V4 または

RI600PX）を使用する場合、この定義は無効にな

ります。 
BSP_CFG_HEAP_BYTES ヒープサイズ（単位：バイト） ヒープサイズを定義します。ヒープを禁止にする

には、この定義の ‘#define’ の上にあるコメント

を参照ください。IAR コンパイラを使用する場

合、ヒープサイズは GUI 設定で決まります。GUI
で設定した値と同じ値を設定してください。 
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3.2.3 STDIO とデバッグコンソール 
STDIO ライブラリを使用するには、余分にコードスペース、RAM スペース、およびヒープの使用が必要

になります。このため、STDIO を使用する必要がない場合、これを禁止にしてメモリを確保することを推

奨します。 

表 3.3 STDIO とデバッグコンソールの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_IO_LIB_ENABLE 0 = STDIO の使用を禁止 

1 = STDIO の使用を許可 
起動時、STDIO の初期化関数を呼び出すか

どうかを決定します。この初期化関数で、

STDIO ライブラリが設定されます。 
BSP_CFG_USER_CHARGET_ENABLED 0 = charget 関数でユーザ関

数を呼び出さない 
1 = charget 関数で指定され

たユーザ関数を呼び出

す 

charget 関数をリダイレクトするかしない

かを定義します。 

BSP_CFG_USER_CHARGET_FUNCTION charget 関数でリダイレク

トされる関数 
charget 関数をリダイレクトする際に呼び

出される関数を定義します。 
BSP_CFG_USER_CHARPUT_ENABLED 0 = charput 関数でユーザ関

数を呼び出さない 
1 = charput 関数で指定され

たユーザ関数を呼び出

す 

charput 関数をリダイレクトするかしない

かを定義します。 

BSP_CFG_USER_CHARPUT_FUNCTION charput 関数でリダイレク

トされる関数 
charput 関数をリダイレクトする際に呼び

出される関数を定義します。 
 
3.2.4 CPU モードとブートモード 
 RX MCU には、シリアルブートモード、ユーザブートモード、シングルチップモードなど、複数のブート

モードがあります。ブートモードの選択方法は MCU ごとに異なります。起動時の該当端子のレベルによっ

て選択する MCU や、端子を設定するとともに ROM に値（UB コード）を設定して選択する MCU がありま

す。 

表 3.4 CPU モードとブートモードの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_RUN_IN_USER_MODE 
 

0 = スーパバイザモードに留ま

る 
1 = ユーザモードに遷移 

リセット後、RX MCU はスーパバイザモード

で動作します。このオプションでユーザモー

ドへの遷移を選択できます（ユーザモードで

は、特定のレジスタへの書き込みアクセスが

制限されます）。 
できる限り、スーパバイザモードでの使用が

推奨されます。 
RTOS（RI600V4 または RI600PX）を使用す

る場合、この定義は無効になります。 
BSP_CFG_USER_BOOT_ 
ENABLE 

0 = ユーザブートモード禁止 
1 = ユーザブートモード許可 

ユーザブートモードに遷移するために、ROM
に値（UB コード）を設定する必要がありま

す。本マクロでユーザブートモードを許可に

定義した場合、r_bsp でそれに対応した UB
コードが設定されます。 
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3.2.5 RTOS 
表 3.5 RTOS の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_RTOS_USED (注 1) 0 = RTOS を使用しない 

1 = FreeRTOS を使用する 
2 = embOS を使用する 
3 = MicroC OS を使用する 
4 = RI600V4 または RI600PX

を使用する 
5 = Azure RTOS を使用する 

使用するアプリケーションで RTOS を使用

するかどうかを定義します。FIT モジュール

によっては、この情報をその FIT モジュール

自身の設定に使用することがあります。 

BSP_CFG_RTOS_SYSTEM_TIMER 0 = CMT の ch0 を使用する 
1 = CMT の ch1 を使用する 
2 = CMT の ch2 を使用する 
3 = CMT の ch3 を使用する 

RTOSのシステムタイマに使用するCMTの

チャネルを定義します。RTOS を使用しない

場合、この定義は無効になります。 
RTOS（RI600V4 または RI600PX）を使用

する場合、システムタイマに使用する CMT
の指定はRTOS（RI600V4 またはRI600PX）
で行われるため、この定義は無効になりま

す。 
BSP_CFG_RENESAS_RTOS_USED 0 = RI600V4 を使用する 

1 = RI600PX を使用する 
使用するアプリケーションで RI600V4 また

は RI600PX を使用するかどうかを定義しま

す。RTOS（RI600V4 または RI600PX）を

使用する場合のみこの定義は有効になりま

す。 
注 1. embOS、MicroC OS は対応していません。 
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3.2.6 クロックの設定 
RX MCU が使用できるクロックは MCU によって異なりますが、基本的な概念はすべてに共通です。リ

セット後、r_bsp は、r_bsp_config.h のクロック設定マクロを使って、MCU クロックを初期化します。 

表 3.6 クロック設定の定義 (1/4) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_MAIN_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 0 = メインクロック発振器

の発振を停止する 
1 = メインクロック発振器

の発振を許可する 

メインクロックの発振器を発振さ

せるかどうかを定義します。 

BSP_CFG_SUB_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 0 = サブクロック発振器の

発振を停止する 
1 = サブクロック発振器の

発振を許可する 

サブクロックの発振器を発振させ

るかどうかを定義します。 

BSP_CFG_HOCO_OSCILLATE_ENABLE 0 = 高速オンチップオシ

レータ (HOCO)の発振

を停止する 
1 = 高速オンチップオシ

レータ (HOCO)の発振

を許可する 

高速オンチップオシレータ

（HOCO）を発振させるかどうか

を定義します。 

BSP_CFG_LOCO_OSCILLATE_ENABLE 0 = 低速オンチップオシ

レータ (LOCO)の発振

を停止する 
1 = 低速オンチップオシ

レータ (LOCO)の発振

を許可する 

低速オンチップオシレータ

（LOCO）を発振させるかどうか

を定義します。 

BSP_CFG_IWDT_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 0 = IWDT 専用オンチップオ

シレータの発振を停止

する 
1 = IWDT 専用オンチップオ

シレータの発振を許可

する 

IWDT 専用オンチップオシレータ

を発振させるかどうかを定義しま

す。 

BSP_CFG_CLOCK_SOURCE 0 = 低速オンチップオシ

レータ(LOCO) 
1 = 高速オンチップオシ

レータ (HOCO) 
2 = メインクロック発振器 
3 = サブクロック発振器 
4 = PLL 回路 

r_bsp コードが main()にジャンプ

する際に使用されるクロックソー

スを定義します。 

BSP_CFG_MAIN_CLOCK_SOURCE 0 = 発振子 
1 = 外部発振入力 

メインクロックの発振器の発振源

を定義します。 
BSP_CFG_RTC_ENABLE 0 = RTC を使用しない 

1 = RTC を使用する 
RTC を使用する/使用しないを定

義します。 
BSP_CFG_SOSC_DRV_CAP r_bsp_config.h にて、#define

の上にあるコメントを参照 
サブクロック発振器のドライブ能

力を定義します。 
BSP_CFG_PLL_SCR 0 = メインクロック 

1 = HOCO 
PLL 回路に使用されるクロック

ソースを定義します。 
BSP_CFG_USB_CLOCK_SOURCE r_bsp_config.h にて、#define

の上にあるコメントを参照 
USB 有効時に使用されるクロック

ソースを定義します。 
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表 3.6 クロック設定の定義 (2/4) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_LCD_CLOCK_SOURCE 0 = 低速オンチップオシレータ

(LOCO) 
1 = 高速オンチップオシレータ

(HOCO) 
2 = メインクロック発振器 
3 = サブクロック発振器 
4 = IWDT 専用クロック 

 (IWDTCLK) 

LCD 有効時に使用されるクロックソースを

定義します。 

BSP_CFG_LCD_CLOCK_ENABLE 0 = LCD クロックソース無効 
1 = LCD クロックソース有効 

LCD のクロックソースの有効／無効を定義

します。 
BSP_CFG_HOCO_FREQUENCY r_bsp_config.h にて、#define の

上にあるコメントを参照 
HOCO の周波数を定義します。 

BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE 0 = サブクロック 
1 = IWDT 専用オンチップオシ

レータ 
2 = LPT を使用しない 

ローパワータイマ有効時に使用するクロッ

クソースを定義します。デフォルト値は 2 で

す(LPT を使用しない)。 

BSP_CFG_XTAL_HZ 入力クロック周波数 (単位: Hz) 入力クロック(発振子または外部クロック)
の周波数を定義します。クロックの周波数の

計算に使用されます。 
BSP_CFG_PLL_DIV PLL 入力周波数分周比 PLL 入力分周比を定義します。PLL を使用し

ない場合、この定義は使用されないので無視

して構いません。 
BSP_CFG_PLL_MUL PLL 周波数逓倍率 PLL 逓倍率を定義します。PLL を使用しない

場合、この定義は使用されないので無視して

構いません。 
BSP_CFG_UPLL_DIV USB PLL 入力周波数分周比 USB PLL 入力分周比を定義します。USB 

PLL を使用しない場合、この定義は使用され

ないので無視して構いません。 
BSP_CFG_UPLL_MUL USB PLL 周波数逓倍率 USB PLL 逓倍率を定義します。USB PLL を

使用しない場合、この定義は使用されないの

で無視して構いません。 
BSP_CFG_<ClockAcronym>_DIV 
例: 
BSP_CFG_ICK_DIV 
BSP_CFG_PCKA_DIV 
BSP_CFG_PCKB_DIV 
BSP_CFG_PCKC_DIV 
BSP_CFG_PCKD_DIV 
BSP_CFG_FCK_DIV 

設定するクロックの分周比とし

て使用する除数 
RX MCU には様々なクロックドメインが内

蔵されています。各クロックの消費電力を抑

える一方で、パフォーマンスを最大限に引き

出すために、個別に分周比を設定できます。 
<ClockAcronym>には、設定対象のクロック

名が入ります。 
例えば、CPU クロック (ICLK)の分周比を設

定するには、BSP_CFG_ICK_DIV マクロを

設定します。 
BSP_CFG_HOCO_WAIT_TIME HOSCWTCR レジスタの設定値 高速オンチップオシレータウェイト時間を

定義します。 
BSP_CFG_MOSC_WAIT_TIME MOSCWTCR レジスタの設定値 メインクロック発振器ウェイト時間を定義

します。 
BSP_CFG_SOSC_WAIT_TIME SOSCWTCR レジスタの設定値 サブクロック発振器ウェイト時間を定義し

ます。 
BSP_CFG_BCLK_OUTPUT 0 = BCLK を出力しない 

1 = BCK 周波数を出力する 
2 = BCK/2 周波数を出力する 

BCLK を出力するかどうかを定義します。出

力する場合、出力する周波数を定義します。 

BSP_CFG_SDCLK_OUTPUT 0 = SDCLK を出力しない 
1 = SDCLK を出力する 

SDCLK を出力するかどうかを定義します。 
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表 3.6 クロック設定の定義 (3/4) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_PPLL_DIV PPLL 入力周波数分周比 PPLL 入力分周比を定義します。PPLL を

使用しない場合、この定義は使用されな

いので無視して構いません。 
BSP_CFG_PPLL_MUL PPLL 周波数逓倍率 PPLL 逓倍率を定義します。PPLL を使用

しない場合、この定義は使用されないの

で無視して構いません。 
BSP_CFG_PHY_CLOCK_SOURCE 0 = PLL 回路 

1 = PPLL 回路 
2 = Ethernet-PHY を使用

しない 

Ethernet-PHY 向け外部クロックに使用

されるクロックソースを定義します。 

BSP_CFG_ESC_CLOCK_SOURCE 0 = 周辺モジュールク

ロック A(PCLKA) 
1 = PPLL 分周クロック 

(PPLLDIVCLK) 

ESC クロックに使用されるクロック

ソースを定義します。 

BSP_CFG_CLKOUT_SOURCE 0 = LOCO 
1 = HOCO 
2 = メインクロック発振

器 
3 = サブクロック発振器 
4 = PLL 回路 
6 = PPLL 回路 
8 = CTSU 内部クロック 

CLKOUT 端子から出力するクロック

ソースを定義します。CLKOUT 端子から

クロックを出力しない場合、この定義は

使用されないので無視して構いません。 

BSP_CFG_CLKOUT_DIV 0 = 1 分周 
1 = 2 分周 
2 = 4 分周 
3 = 8 分周 
4 = 16 分周 

CLKOUT 端子から出力するクロックの

分周比を定義します。CLKOUT 端子から

クロックを出力しない場合、この定義は

使用されないので無視して構いません。 

BSP_CFG_CLKOUT_OUTPUT 0 = CLKOUT端子出力停止

(Low 固定) 
1 = CLKOUT端子出力許可 

CLKOUT 端子からクロックを出力する

かどうかを定義します。 

BSP_CFG_CLKOUT_RF_MAIN 0 = 発振子、または外部入

力 
1 = CLKOUT_RF 

EXTAL 端子に入力するクロックを定義

します。Bluetooth 専用クロック端子から

の出力をEXTAL端子に入力する場合は、

1 を設定します。 
BSP_CFG_HOCO_FLL_ENABLE 0 = HOCO の FLL 機能を

無効にする 
1 = HOCO の FLL 機能を

有効にする 

HOCO の FLL 機能を有効にするかどう

かを定義します。FLL 機能を有効にする

ときはサブクロックを発振させてくださ

い。 
BSP_CFG_HOCO_TRIMMING_ENABLE 0 = HOCOのトリミングレ

ジスタの初期設定を無

効にする 
1 = HOCOのトリミングレ

ジスタの初期設定を有

効にする 

HOCO トリミングレジスタを初期化す

るかどうかを定義します。 

BSP_CFG_HOCO_TRIMMING_REG_VALUE HOCO の周波数トリミン

グ設定値 
HOCO の周波数トリミング設定値を定

義します。指定可能な値は 0～511 です。 
HOCO トリミングレジスタの初期化が

有効なとき、初期設定で指定された値を

HOCO トリミングレジスタに設定しま

す。 
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表 3.6 クロック設定の定義 (4/4) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_BACKUP_DOMAIN_SUB_CLOCK_SOURCE 0 = 内蔵サブクロッ

ク発振器 
1 = 外部サブクロッ

ク発振器 

バックアップ領域内の各モジュー

ルとリモコン信号受信機能に供給

されるサブクロックのクロック

ソースを定義します。 
BSP_CFG_SUB_CLOCK_SOURCE 0 = 発振子 

1 = 外部発振入力 
サブクロックの発振器の発振源を

定義します。 
BSP_CFG_CANFD_CLOCK_SOURCE 2 = LOCO 

5 = PLL 回路 
6 = PLL2 回路 

CANFD クロックに使用されるク

ロックソースを定義します。 

BSP_CFG_USB_CLOCK_ENABLE 0 = USB へのクロッ

ク供給を停止する 
1 = USB へのクロッ

クを供給する 

USB へクロックを供給するかどう

かを定義します。 

BSP_CFG_CANFD_CLOCK_ENABLE 0 = CANFD へのク

ロック供給を停止

する 
1 = CANFD へのク

ロックを供給する 

CANFD へクロックを供給するか

どうかを定義します。 

BSP_CFG_PLL2_DIV PLL2入力周波数分周

比 
PLL2 入力分周比を定義します。

PLL2 を使用しない場合、この定義

は使用されないので無視して構い

ません。 
BSP_CFG_PLL2_MUL PLL2 周波数逓倍率 PLL2 逓倍率を定義します。PLL2

を使用しない場合、この定義は使

用されないので無視して構いませ

ん。 
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3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護 
メモリ保護関連のレジスタやオプション機能選択レジスタなど、レジスタの中には ROM に配置されてい

るものがあり、それらはコンパイル時に設定する必要があります。 

RX MCU には製品化後に、MCU メモリが不用意に読み出されないように保護する 2 種類の方法がありま

す。1 つめは ID コードを使用する方法です。RX ID コードは 16 バイトの数値で、デバッガから、またはシ

リアルブートモードから接続されないように MCU を保護します。ID コードの設定については、MCU ごと

に異なる場合がありますので、ご使用の MCU のユーザーズマニュアル ハードウェア編をご覧ください。2
つめの方法は、ROM コードプロテクトという 4 バイトの数値を使用します。この数値によって、パラレル

ライタで行える MCU への書き込み/読み込み動作を決定します。 

オプション機能選択レジスタ (OFS0、OFS1)を設定して、リセット時の動作を選択できます。例えば、

IWDT の設定および許可、電圧検出の許可、HOCO の発振許可などが行えます。オプション機能選択レジス

タが設定されている場合、MCU のリセットベクタが取得され、実行される前に、レジスタに設定された動

作を完了します。 

表 3.7 ROM 上のレジスタ定義 (1/2) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_ID_CODE_LONG_1 
BSP_CFG_ID_CODE_LONG_2 
BSP_CFG_ID_CODE_LONG_3 
BSP_CFG_ID_CODE_LONG_4 

IDコードの設定 (4バイト単

位) 
MCU の ID コードを定義します。初期値

は全て 0xFF で、保護は解除されていま

す。 
注：ID コードを設定した場合はコードを

記録しておいてください。デバッガやシ

リアルブートモードで接続が必要なとき

にコードを使用します。 
BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE 0 = ID コード無効 

1 = ID コード有効 
一部の MCU において ID コードの有効／

無効を定義します。(RX64M、RX660、
RX66T、RX71M、RX72T) 
ID コードを有効にする場合は、ID コード

の設定後、本定義を有効にしてください。 
BSP_CFG_ROM_CODE_ 
PROTECT_VALUE 

0 = 読み出し/書き換えアク

セスを禁止 
1 = 読み出しアクセスを禁

止 
Else = 読み出し/書き換えア

クセスを許可 

パラレルライタに許可される読み出し/
書き換えアクセスを定義します。 

BSP_CFG_OFS0_REG_VALUE(注 1) OFS0レジスタに書き込む値 ROM の OFS0 番地に書き込む 4 バイト

の値を定義します。 
BSP_CFG_OFS1_REG_VALUE OFS1レジスタに書き込む値 ROM の OFS1 番地に書き込む 4 バイト

の値を定義します。 
HOCO の発振許可を設定する場合

は、 ”BSP_CFG_HOCO_FREQUENCY”
を、デフォルト値に設定してください。

また、”BSP_CFG_HOCO_FLL_ENABLE”
を 0 に設定してください。 

BSP_CFG_TRUSTED_MODE_FUNCTION TMEF レジスタに書き込む

値 
Trusted Memory の有効／無効を定義し

ます。 
BSP_CFG_FAW_REG_VALUE FAW レジスタに書き込む値 ROM の FAW 番地に書き込む 4 バイトの

値を定義します。 
BSP_CFG_ROMCODE_REG_VALUE ROMCODE レジスタに書き

込む値 
ROM の ROMCODE 番地に書き込む 4 バ

イトの値を定義します。 
BSP_CFG_CODE_FLASH_BANK_MODE 0 = デュアルモード 

1 = リニアモード 
デュアルバンク機能を搭載したデバイス

にて、バンクモードを定義します。 
注 1. IWDT オートスタートモード使用時の注意事項があります。(10.3 参照) 
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表 3.7  ROM 上のレジスタ定義 (2/2) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_CODE_FLASH_START_BANK 0 = デュアルモー

ド時、バンク 0
から起動 

1 = デュアルモー

ド時、バンク 1
から起動 

デュアルバンク機能を搭載したデ

バイスにて、デュアルモード時の

プログラムの起動バンクを定義し

ます。リニアモード時は無効です。 

BSP_CFG_BLOCK_ERASE_CMD_PROTECT_ENABLE 0 = リセット後の

ブ ロ ッ ク イ

レーズコマン

ドの実行を許

可 
1 = リセット後の

ブ ロ ッ ク イ

レーズコマン

ドの実行を禁

止 

シリアルプログラマの接続機能を

搭載したデバイスにて、リセット

後のシリアルプログラマによるブ

ロックイレーズコマンドの実行の

許可／禁止を定義します。 
ID コードが有効 
(BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE 
 = 1)の場合は、この定義は無効

になります。 

BSP_CFG_PROGRAM_CMD_PROTECT_ENABLE 0 = リセット後の

プログラムコ

マンドの実行

を許可 
1 = リセット後の

プログラムコ

マンドの実行

を禁止 

シリアルプログラマの接続機能を

搭載したデバイスにて、リセット

後のシリアルプログラマによるプ

ログラムコマンドの実行の許可／

禁止を定義します。 
ID コードが有効 
(BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE 
 = 1)の場合は、この定義は無効

になります。 
BSP_CFG_READ_CMD_PROTECT_ENABLE 0 = リセット後の

リードコマン

ドの実行を許

可 
1 = リセット後の

リードコマン

ドの実行を禁

止 

シリアルプログラマの接続機能を

搭載したデバイスにて、リセット

後のシリアルプログラマによる

リードコマンドの実行の許可／禁

止を定義します。 
ID コードが有効 
(BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE 
 = 1)の場合は、この定義は無効

になります。 
BSP_CFG_SERIAL_PROGRAMMER_CONECT_ENABLE 0 = リセット後の

シリアルプロ

グラマの接続

を禁止 
1 = リセット後の

シリアルプロ

グラマの接続

を許可 

シリアルプログラマの接続機能を

搭載したデバイスにて、リセット

後のシリアルプログラマの接続の

許可／禁止を定義します。 

BSP_CFG_ONCHIP_DEBUGGER_CONECT_ENABLE 0 = リセット後の

オンチップデ

バッガの接続

を禁止 
1 = リセット後の

オンチップデ

バッガの接続

を許可 

オンチップデバッガの接続機能を

搭載したデバイスにて、リセット

後のオンチップデバッガの接続の

許可／禁止を定義します。 
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3.2.8 ロック機能 
r_bsp のロック機能については、2.17 で紹介しています。ここで紹介するマクロを使って、デフォルトの

ロック機能を無効にして、ユーザ定義のロック機能を使用することができます。ユーザは、シンプルな

r_bsp デフォルトのロック機能に替えて、RTOS のセマフォやミューテックスなど、より機能強化したオブ

ジェクトを使用することができます。そのためにはまず、ユーザ定義のロック機能を使用するように r_bsp
を設定します（以下の BSP_CFG_USER_LOCKING_ENABLED 参照）。次に、

BSP_CFG_USER_LOCKING_TYPE を、ユーザ定義のロック機能に対応した型に定義します。RTOS のセ

マフォを使用する場合、ここでセマフォに対応した型を定義します。その後、4 種類のロック関数を定義す

る必要があります（表 3.8 の下から 4 つの関数）。これらのユーザ定義関数への引数は、デフォルトのロッ

ク関数に渡される引数と一致する必要があります。関数定義が変更されると、ユーザプロジェクトのすべて

のロック機能が、ユーザ定義のロック機能に変換されます。ユーザコード、または FIT モジュールによって

r_bsp ロック関数が呼び出される場合、ユーザ定義のロック関数が呼び出されます。ユーザ定義のロック機

能を使用する場合は、ユーザご自身の責任において行ってください。ユーザ定義のロック関数では、RTOS
のより強化された拡張機能を使用することもできます。 

表 3.8 ロック機能の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_USER_LOCKING_ENABLED 0 = デ フ ォ ル ト の

ロック機能を使

用 
1 = ユ ー ザ 定 義 の

ロック機能を使

用 

r_bsp で提供されるデフォルト

のロック機能は RTOS を使用し

ないため、RTOS のセマフォや

ミューテックスなどの拡張機能

は提供されません。 

BSP_CFG_USER_LOCKING_TYPE ロックに使用される

データ型 
(デフォルトは 
bsp_lock_t) 

ユーザ定義のロック機能を使用

する場合、ここでデータ型を定義

します。デフォルトのロックに替

えて RTOS のセマフォやミュー

テックスを使用する場合、その

データ型を指定します。 
BSP_CFG_USER_LOCKING_HW_LOCK_FUNCTION ユーザ定義のロック

機能を使用する場合、

呼び出したいユーザ

定義のハードウェア

ロック関数を設定し

てください。 

ユーザ定義のロック機能を使用

する場合、

R_BSP_HardwareLock()が呼び

出されると、本マクロで定義さ

れる関数が呼び出されます。 

BSP_CFG_USER_LOCKING_HW_UNLOCK_FUNCTION ユーザ定義のロック

機能を使用する場合、

呼び出したいユーザ

定義のハードウェア

アンロック関数を設

定してください。 

ユーザ定義のロック機能を使用

する場合、

R_BSP_HardwareLock()が呼び

出されると、本マクロで定義さ

れる関数が呼び出されます。 

BSP_CFG_USER_LOCKING_SW_LOCK_FUNCTION ユーザ定義のロック

機能を使用する場合、

呼び出したいユーザ

定義のソフトウェア

ロック関数を設定し

てください。 

ユーザ定義のロック機能を使用

する場合、

R_BSP_SoftwareLock()が呼び出

されると、本マクロで定義され

る関数が呼び出されます。 

BSP_CFG_USER_LOCKING_SW_UNLOCK_FUNCTION ユーザ定義のロック

機能を使用する場合、

呼び出したいユーザ

定義のソフトウェア

アンロック関数を設

定してください。 

ユーザ定義のロック機能を使用

する場合、

R_BSP_SoftwareUnlock()が呼び

出されると、本マクロで定義さ

れる関数が呼び出されます。 

  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 35 of 216 
Sep.12.25  

3.2.9 パラメータチェック 
本マクロはシステム全般のパラメータチェックの有効／無効を設定します。また、各 FIT モジュールに

は、同様の機能を果たすローカルマクロがあります。デフォルトで、ローカルマクロはグローバル設定され

た数値を取得しますが、グローバル設定された値は無効にできます。ローカル設定は、本マクロのグルーバ

ル設定より優先されます。パラメータチェックは、入力値が正しいと判断できるとき、処理速度を上げたい

とき、コードの容量を小さくしたいときにのみ、無効にするようにしてください。 

表 3.9 パラメータチェックの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_PARAM_CHECKING_ENABLE 0 = パラメータチェック無効 

1 = パラメータチェック有効 
システム全般のパラメータチェックの

有効/無効を定義します。ローカルのモ

ジュールはデフォルトでこの定義の設

定値を取りますが、その値は無効にで

きます。 
 
3.2.10 拡張バスマスタ優先度設定 

表 3.10 拡張バスマスタ優先度設定の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_EBMAPCR_1ST_PRIORITY 0 = GLCDC graphics 1 data read 

1 = DRW2D texture data read 
2 = DRW2D frame buffer data read 

write and display list data read 
3 = GLCDC graphics 2 data read 
4 = EDMAC 
上記以外は設定しないでくださ

い。 
また、複数の優先度に同じ値を設

定することはできません。 

拡張バスマスタの最優先調停対象を

指定します。 
BSP_CFG_EBMAPCR_2ND_PRIORITY 拡張バスマスタの第2優先調停対象を

指定します。 
BSP_CFG_EBMAPCR_3RD_PRIORITY 拡張バスマスタの第3優先調停対象を

指定します。 
BSP_CFG_EBMAPCR_4TH_PRIORITY 拡張バスマスタの第4優先調停対象を

指定します。 
BSP_CFG_EBMAPCR_5TH_PRIORITY 拡張バスマスタの第5優先調停対象を

指定します。 
 
3.2.11 MCU 電圧 
本マクロはシステムとして MCU に供給される電圧(Vcc)とアナログ電圧(AVcc)を設定します。各 FIT モ

ジュールはこのマクロを参照することで MCU に供給される電圧とアナログ電圧を取得します。使用するシ

ステムに応じて適切な値を設定してください。 

表 3.11 MCU 電圧の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_MCU_VCC_MV MCU に提供される電圧 (Vcc) 

(単位：mV) 
FIT モジュールには、LVD など、MCU に提供

される電圧情報が必要なものがあります。この

定義から電圧情報を取得できます。 
BSP_CFG_MCU_AVCC_MV MCU に提供されるアナログ電

圧 (AVcc) 
(単位：mV) 

FIT モジュールには、AD など、MCU に供給さ

れるアナログ電圧情報が必要なものがありま

す。この定義からアナログ電圧情報を取得でき

ます。 
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3.2.12 スタートアップ無効化 
表 3.12 スタートアップ無効化の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_STARTUP_DISABLE 0 = BSP スタートアップ有効 

1 = BSP スタートアップ無効 
BSP のスタートアップ処理の有効／無効を定

義します。無効を選択し場合、BSP で行うすべ

てのスタートアップ処理が無効になります。こ

の機能は Renesas コンパイラ使用時のみ利用

できます。 
 
3.2.13 スマート・コンフィグレータの定義 

表 3.13 スマート・コンフィグレータの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_CONFIGURATOR_SELECT 0 = スマート・コン

フィグレータを

使用しない 
1 = スマート・コン

フィグレータを

使用する 

スマート・コンフィグレータを現在のプ

ロジェクトで使用するかどうかを定義

します。 
BSP_CFG_CONFIGURATOR_SELECT 
= 1 の場合は、スマート・コンフィグレー

タ初期化関数が呼び出されます。 
BSP_CFG_CONFIGURATOR_VERSION スマート・コンフィグ

レータのバージョン 
スマート・コンフィグレータのバージョ

ンを定義します。 
 
FIT モジュールの更新内容によってはス

マート・コンフィグレータのバージョン

アップが必要な場合があります。スマー

ト・コンフィグレータをバージョンアッ

プしない場合、ビルドエラーが発生する

ことがあります。 
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3.2.14 AD の端子への負電圧入力設定 
本マクロは AD の AN000、AN001、AN002、AN100、AN101、AN102、PGAVSS0、PGAVSS1 端子への

負電圧入力を設定します。FIT モジュールには、AD など、PGA 疑似差動入力を使用する時に PGA の入力

端子に負電圧を入力するかしないかの情報が必要なものがあります。各 FIT モジュールはこのマクロを参照

することで AD の端子への負電圧入力設定を取得します。使用するシステムに応じて適切な値を設定してく

ださい。PGA 差動入力なし品のパッケージではこれらのマクロは無効です。 

表 3.14 AD の端子への負電圧入力設定の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_AN000 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の AN000 端子に負電圧を入

力するかしないかを定義しま

す。 

BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_AN001 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の AN001 端子に負電圧を入

力するかしないかを定義しま

す。 

BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_AN002 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の AN002 端子に負電圧を入

力するかしないかを定義しま

す。 

BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_PGAVSS0 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の PGAVSS0 端子に負電圧

を入力するかしないかを定義し

ます。 

BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_AN100 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の AN100 端子に負電圧を入

力するかしないかを定義しま

す。 

BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_AN101 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の AN101 端子に負電圧を入

力するかしないかを定義しま

す。 

BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_AN102 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の AN102 端子に負電圧を入

力するかしないかを定義しま

す。 

BSP_CFG_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT_PGAVSS1 0 = 端子に負電圧を

入力しない 
1 = 端子に負電圧を

入力する 

AD の PGAVSS1 端子に負電圧

を入力するかしないかを定義し

ます。 
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3.2.15 ROM キャッシュ機能 
一部の RX MCU では ROM キャッシュ機能を搭載しています。リセット後、r_bsp は、r_bsp_config.h の

ROM キャッシュ設定マクロを使って、MCU の ROM キャッシュ設定を初期化します。 

表 3.15 ROM キャッシュ設定の定義 (1/2) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_ROM_CACHE_ENABLE 0 = ROM キャッシュ動作禁止 

1 = ROM キャッシュ動作許可 
ROM キャッシュ動作を定義し

ます。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA0_ENABLE 0 = ノンキャッシャブル領域 0

の設定無効 
1 = ノンキャッシャブル領域 0

の設定有効 

ROM キャッシュ動作有効時の

ノンキャッシャブル領域 0 の

有効／無効を定義します。 

BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA0_ADDR NCRG0 レジスタの設定値 ノンキャッシャブル領域 0 の

先頭アドレスを定義します。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA0_SIZE r_bsp_config.h にて、#define の

上にあるコメントを参照。 
ノンキャッシャブル領域 0 の

サイズを定義します。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA0 
_IF_ENABLE 

0 = IF キャッシュのノンキャッ

シャブル領域 0 の設定無効 
1 = IF キャッシュのノンキャッ

シャブル領域 0 の設定有効 

ROM キャッシュ動作が有効、

かつノンキャッシャブル領域 0
が有効時の IF キャッシュに対

するノンキャッシャブル領域

の有効／無効を定義します。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA0 
_OA_ENABLE 

0 = OAキャッシュのノンキャッ

シャブル領域 0 の設定無効 
1 = OAキャッシュのノンキャッ

シャブル領域設定 0 の有効 

ROM キャッシュ動作が有効、

かつノンキャッシャブル領域 0
が有効時のOAキャッシュに対

するノンキャッシャブル領域

の有効／無効を定義します。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA0 
_DM_ENABLE 

0 = DM キャッシュのノン

キャッシャブル領域 0 の設

定無効 
1 = DM キャッシュのノン

キャッシャブル領域 0 の設

定有効 

ROM キャッシュ動作が有効、

かつノンキャッシャブル領域 0
が有効時の DM キャッシュに

対するノンキャッシャブル領

域の有効／無効を定義します。 

BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA1_ENABLE 0 = ノンキャッシャブル領域 1
の設定無効 

1 = ノンキャッシャブル領域 1
の設定有効 

ROM キャッシュ動作有効時の

ノンキャッシャブル領域 1 の

有効／無効を定義します。 

BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA1_ADDR NCRG1 レジスタの設定値 ノンキャッシャブル領域 1 の

先頭アドレスを定義します。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA1_SIZE r_bsp_config.h にて、#define の

上にあるコメントを参照。 
ノンキャッシャブル領域 1 の

サイズを定義します。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA1 
_IF_ENABLE 

0 = IF キャッシュのノンキャッ

シャブル領域 1 の設定無効 
1 = IF キャッシュのノンキャッ

シャブル領域 1 の設定有効 

ROM キャッシュ動作が有効、

かつノンキャッシャブル領域 1
が有効時の IF キャッシュに対

するノンキャッシャブル領域

の有効／無効を定義します。 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA1 
_OA_ENABLE 

0 = OAキャッシュのノンキャッ

シャブル領域 1 の設定無効 
1 = OAキャッシュのノンキャッ

シャブル領域 1 の設定有効 

ROM キャッシュ動作が有効、

かつノンキャッシャブル領域 1
が有効時のOAキャッシュに対

するノンキャッシャブル領域

の有効／無効を定義します。 
 

  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 39 of 216 
Sep.12.25  

表 3.15 ROM キャッシュ設定の定義 (2/2) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_NONCACHEABLE_AREA1 
_DM_ENABLE 

0 = DM キャッシュのノンキャッシャ

ブル領域 1 の設定無効 
1 = DM キャッシュのノンキャッシャ

ブル領域 1 の設定有効 

ROM キャッシュ動作が有効、

かつノンキャッシャブル領域 1
が有効時のDMキャッシュに対

するノンキャッシャブル領域

の有効／無効を定義します。 
 
3.2.16 ウォームスタート時のコールバック機能 

表 3.16 ウォームスタート時のコールバック機能の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_USER_WARM_START_CALLBACK 
_PRE_INITC_ENABLED 

0 = C ランタイム環境を初期化す

る前にユーザ関数を呼び出さ

ない 
1 = C ランタイム環境を初期化す

る前にユーザ関数を呼び出す 

C ランタイム環境を初期化す

る前にユーザ関数を呼び出す

かどうかを定義します。 

BSP_CFG_USER_WARM_START 
_PRE_C_FUNCTION 

Cランタイム環境が初期化される

前に呼び出される関数 
C ランタイム環境を初期化す

る前にユーザ関数を呼び出す

際に呼び出される関数を定義

します。 
BSP_CFG_USER_WARM_START_CALLBACK 
_POST_INITC_ENABLED 

0 = C ランタイム環境を初期化し

た後にユーザ関数を呼び出

さない 
1 = C ランタイム環境を初期化し

た後にユーザ関数を呼び出

す 

C ランタイム環境を初期化し

た後にユーザ関数を呼び出す

かどうかを定義します。 

BSP_CFG_USER_WARM_START 
_POST_C_FUNCTION 

Cランタイム環境が初期化された

後に呼び出される関数 
C ランタイム環境を初期化し

た後にユーザ関数を呼び出す

際に呼び出される関数を定義

します。 
 
3.2.17 FIT モジュールの割り込み禁止時の割り込み優先レベル 

BSP の一部の関数は実行中に他の FIT モジュールの割り込みが発生しないようにする必要があります。 

その関数では、IPL を制御することによって設定した割り込み優先レベル以下の割り込みを禁止にしてい

ます。 

表 3.17 FIT モジュールの割り込み禁止時の割り込み優先レベルの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_FIT_IPL_MAX r_bsp_config.h にて、#define の

上にあるコメントを参照。 
FIT モジュールの割り込み禁止時の

割り込み優先レベルを定義します。 
 
3.2.18 バッテリバックアップ機能 

表 3.18 バッテリバックアップ機能の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_VBATT_ENABLE 0 = バッテリバックアップ機能

を無効にする 
1 = バッテリバックアップ機能

を有効にする 

使用するアプリケーションでバッテ

リバックアップ機能を有効にするか

どうかを定義します。バッテリバック

アップ機能を使わないときは値を”0”
にしてください。 
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3.2.19 ソフトウェア割り込み 
表 3.19 ソフトウェア割り込みの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_SWINT_UNITn_ENABLE 
(n はユニット番号) 

0＝ソフトウェア割り込みを使

用しない 
1＝ソフトウェア割り込みを使

用する 

ソフトウェア割り込みを使用す

るかどうかを定義します。 
使用する場合、スタートアップで

R_BSP_SoftwareInterruptOpen
関数が呼ばれ、ソフトウェア割り

込みを初期化します。 
BSP_CFG_SWINT_TASK_BUFFER_NUMBER ソフトウェア割り込みのタスク

バッファ数 
ソフトウェア割り込みのタスク

バッファ数を定義します。最大値

は 254 です。 
この定義はユニット共通です。 

BSP_CFG_SWINT_IPR_INITIAL_VALUE ソフトウェア割り込みの割り込

み優先レベル(IPR)の初期値 
ソフトウェア割り込みの割り込

み優先レベル(IPR)の初期値を定

義します。 
この定義はユニット共通です。 

 
3.2.20 ボード設定用の定義 
本章では、スマート・コンフィグレータ上で選択されたボード用の定義を示します。 

 

表 3.20 ボードのシリアル通信機能の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_ENABLE 0＝シリアル通

信機能を使用し

ない 
1＝シリアル通

信機能を使用す

る 

ボード上のシリアル通信機能を使用するかど

うかを定義します。 

BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_CHANNEL シリアル通信で

使用する SCI の
チャネル番号 

シリアル通信で使用する SCI のチャネル番号

を定義します。 
BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_ENABLE
＝0 の場合、この定義は無効になります。 

BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_BITRATE シリアル通信の

ビ ッ ト レ ー ト

(bps) 

シリアル通信のビットレートを定義します。 
BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_ENABLE
＝0 の場合、この定義は無効になります。 

BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_INTERRUPT_ 
PRIORITY 

シリアル通信で

使用する SCI の
割り込み優先レ

ベル(IPR) 

シリアル通信で使用する SCI の割り込み優先

レベル(IPR)を定義します。 
BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_ENABLE
＝0 の場合、この定義は無効になります。 

 

3.2.21 C++プロジェクト 
表 3.21 C++プロジェクトの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_CPLUSPLUS 0 = C プロジェクト（C++

プロジェクトではな

い） 
1 = C++プロジェクト 

プロジェクトが C プロジェクトか C++
プロジェクトかどうかを定義します。 
BSP_CFG_CPLUSPLUS = 1 の場合は、ス

タートアップ関数で_CALL_INIT が呼び

出されます。 
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3.2.22 選択型割り込み 
本章では、選択されたデバイスの選択型割り込みの定義を示します。RX26T、RX600、RX700 シリーズ

のみサポートしています。 

表 3.22 選択型割り込みの定義 

定義 値 説明 
BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 
例 
BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2 
BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TPU0_TGI0A 

128 - 207 選択型割り込み B の割り込み要因

を割り当てるベクタ番号を指定し

ます。スタートアップ関数で指定さ

れたベクタ番号に各割り込み要因

を割り当てる初期設定を行います。 

BSP_MAPPED_INT_CFG_A_VECT_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 
例 
BSP_MAPPED_INT_CFG_A_VECT_MTU0_TGIA0 
BSP_MAPPED_INT_CFG_A_VECT_GPT0_GTCIA0 

208 - 255 選択型割り込み A の割り込み要因

を割り当てるベクタ番号を指定し

ます。スタートアップ関数で指定さ

れたベクタ番号に各割り込み要因

を割り当てる初期設定を行います。 

 

3.2.23 拡張 RAM 
本章では、拡張 RAM の定義を示します。RX23T および拡張 RAM を搭載する RX600、RX700 シリーズ

の一部の製品のみサポートしています。 

表 3.23 拡張 RAM の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE 0 = 拡張 RAM のセクショ

ンを無効にする 
1 = 拡張 RAM のセクショ

ンを有効にする 

拡張RAMのセクションの有効／

無効を定義します。IAR コンパイ

ラを使用する場合、この定義は無効

になります。 
 
3.2.24 三角関数演算器 
本章では、三角関数演算器の定義を示します。RX26T のみサポートしています。 

表 3.24 三角関数演算器の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_TFU_INITIALIZE_ENABLE 0 = 三角関数演算器の初期

化機能を無効にする 
1 = 三角関数演算器の初期

化機能を有効にする 

三角関数演算器（固定小数点）

の初期化機能を有効にするか

どうかを定義します。 

BSP_CFG_TFU_SINCOS_INPUT_UNIT_FORMAT 0 = 単位[trun]、フォーマッ

ト Q1.31 
1 = 単位[radian]、フォー

マット Q3.29 

固定小数 sincos演算における

入力値の単位とフォーマット

を定義します。 

BSP_CFG_TFU_SINCOS_OUTPUT_FORMAT 0 = Q1.31 
1 = Q2.30 
2 = Q3.29 

固定小数 sincos演算における

出力値のフォーマットを定義

します。 
BSP_CFG_TFU_ATAN_OUTPUT_UNIT_FORMAT 0 = 単位[trun]、フォーマッ

ト Q1.31 
1 = 単位[radian]、フォー

マット Q3.29 

固定小数 atanhypot_k 演算に

おける出力値の単位とフォー

マットを定義します。 
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3.2.25 バス優先度 
本章では、バス優先度の定義を示します。 

表 3.25 バス優先度の定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_BUS_PRIORITY_INITIALIZE_ENABLE 0 = バス優先度の

初期化機能を

無効にする 
1 = バス優先度の

初期化機能を

有効にする 

バス優先度の初期化機能を有

効にするかどうかを定義しま

す。 

BSP_CFG_MEMORY_BUS1_PRIORITY 0 = 優先順位固定 
1 = 優先順位トグ

ル 

メモリバス 1 の優先順位を定

義します。 
BSP_CFG_MEMORY_BUS1_3_PRIORITY メモリバス 1、3 の優先順位を

定義します。 
BSP_CFG_MEMORY_BUS2_PRIORITY メモリバス 2 の優先順位を定

義します。 
BSP_CFG_INTERNAL_PERIPHERAL_BUS1_PRIORITY 内部周辺バス 1 の優先順位を

定義します。 
BSP_CFG_INTERNAL_PERIPHERAL_BUS2_PRIORITY 内部周辺バス 2 の優先順位を

定義します。 
BSP_CFG_INTERNAL_PERIPHERAL_BUS2_3_PRIORITY 内部周辺バス 2、3 の優先順位

を定義します。 
BSP_CFG_INTERNAL_PERIPHERAL_BUS4_PRIORITY 内部周辺バス 4 の優先順位を

定義します。 
BSP_CFG_INTERNAL_PERIPHERAL_BUS4_5_PRIORITY 内部周辺バス 4、5 の優先順位

を定義します。 
BSP_CFG_INTERNAL_PERIPHERAL_BUS6_PRIORITY 内部周辺バス 6 の優先順位を

定義します。 
BSP_CFG_EXTERNAL_BUS_PRIORITY 外部バスの優先順位を定義し

ます。 
BSP_CFG_INTERNAL_EXPANSION_BUS_PRIORITY 内部拡張バスの優先順位を定

義します。 
 
3.2.26 ブートローダプロジェクト 

表 3.26 ブートローダプロジェクトの定義 

定義 値 説明 
BSP_CFG_BOOTLOADER_PROJECT 0 = ブートローダプロ

ジェクトではない 
1 = ブートローダプロ

ジェクト 

プロジェクトがブートローダプロジェ

クトかどうかを定義します。 
通常は使用しません。 
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3.2.27 低水準インタフェースとリエントラントライブラリの排他制御 
本章では、低水準インタフェースとリエントラントライブラリの排他制御の定義を示します。 

表 3.27 低水準インタフェースとリエントラントライブラリの排他制御の定義 (1/2) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_LOW_LEVEL_INTERFACE_STDIO_ENABLE(注 1) 0 = BSP 内の標準入出

力の低水準インタ

フェース関数を無

効にする。 
1 = BSP 内の標準入出

力の低水準インタ

フェース関数を有

効にする。 

BSP 内の以下の標準入

出力の低水準インタ

フェース関数を有効に

するかどうかを定義し

ます。 
CCRX: open, close, 
write, read, lseek 
GCC: write, read, 
close, lseek, fstat, 
isatty 

BSP_CFG_LOW_LEVEL_INTERFACE_SBRK_ENABLE(注 1) 0 = BSP 内のメモリ管

理の低水準インタ

フ ェ ー ス 関 数

(sbrk)を無効にす

る。 
1 = BSP 内のメモリ管

理の低水準インタ

フ ェ ー ス 関 数

(sbrk)を有効にす

る。 

BSP 内のメモリ管理の

低水準インタフェース

関数(sbrk)を有効にす

るかどうかを定義しま

す。 

BSP_CFG_LOW_LEVEL_INTERFACE_REENTRANT_LIB_ENABLE 
(注 1) 

0 = BSP 内のリエン

トラントライブラ

リ用の低水準イン

タフェース関数

(errno_addr, 
wait_sem, 
signal_sem)を無効

にする。 
1 = BSP 内のリエン

トラントライブラ

リ用の低水準イン

タフェース関数

(errno_addr, 
wait_sem, 
signal_sem)を有効

にする。 

BSP 内のリエントラン

トライブラリ用の低水

準インタフェース関数

(errno_addr, wait_sem, 
signal_sem)を有効に

するかどうかを定義し

ます。 

BSP_CFG_USER_EXCLUSIVE_CONTROL_ENABLE(注 2) 0 = wait_sem および

signal_sem でデ

フォルトの排他制

御を使用する。 
1 = wait_sem および

signal_sem の排他

制御のためのユー

ザ関数を使用す

る。 

BSP 内のリエントラン

トライブラリ用の低水

準インタフェース関数

(wait_sem, 
signal_sem)の排他制

御のためのユーザ関数

を使用するかどうかを

定義します。 

注1. 本設定を無効かつ対象の低水準インタフェース関数を使用する場合、お客様自身でこれらの低水準イン

タフェース関数を実装してください。 

注2. 本設定を有効かつ対象の低水準インタフェース関数を使用する場合、お客様自身で排他制御のための

ユーザ関数を実装してください。 

  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 44 of 216 
Sep.12.25  

表 3.27 低水準インタフェースとリエントラントライブラリの排他制御の定義 (2/2) 

定義 値 説明 
BSP_CFG_USER_ENTER_CRITICAL_FUNCTION wait_sem および

signal_sem の排他制御の

ためのユーザ関数を使用

する場合、排他制御を開

始するために呼び出した

いユーザ関数の定義を設

定してください。 

wait_sem および signal_sem
の排他制御のためのユーザ関

数を使用する場合、wait_sem
および signal_sem が呼び出さ

れると本マクロで定義される

関数が呼び出されます。 

BSP_CFG_USER_EXIT_CRITICAL_FUNCTION wait_sem および

signal_sem の排他制御の

ためのユーザ関数を使用

する場合、排他制御を終

了するために呼び出した

いユーザ関数の定義を設

定してください。 

wait_sem および signal_sem
の排他制御のためのユーザ関

数を使用する場合、wait_sem
および signal_sem が呼び出さ

れると本マクロで定義される

関数が呼び出されます。 
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4. API 情報 
本ドライバ API はルネサスの API ネーミング規則に準じています。 

4.1 ハードウェアの必要条件 

適用外 

4.2 ハードウェアリソースの必要条件 

適用外 

4.3 ソフトウェアの必要条件 

なし 

4.4 制限事項 

4.4.1 IAR コンパイラに関する制限事項 
IAR コンパイラでは以下の機能をサポートしていません。 

・倍精度浮動小数点(R_BSP_SET_DPSW ()、R_BSP_GET_DPSW()、R_BSP_SET_DECNT()、
R_BSP_GET_DECNT()、R_BSP_GET_DEPC()) 

・拡張 RAM 

 

4.4.2 RAM の配置に関する制限事項 
FIT では、API 関数のポインタ引数に NULL と同じ値を設定すると、パラメータチェックにより戻り値が

エラーとなる場合があります。そのため、API 関数に渡すポインタ引数の値は NULL と同じ値にしないでく

ださい。 

ライブラリ関数の仕様で NULL の値は 0 と定義されています。そのため、API 関数のポインタ引数に渡す

変数や関数が RAM の先頭番地(0x0 番地)に配置されていると上記現象が発生します。この場合、セクショ

ンの設定変更をするか、API 関数のポインタ引数に渡す変数や関数が 0x0 番地に配置されないように RAM
の先頭にダミーの変数を用意してください。 

なお、CCRX プロジェクト(e2 studio V7.5.0)の場合、変数が 0x0 番地に配置されることを防ぐために

RAM の先頭番地が 0x4 になっています。GCC プロジェクト(e2 studio V7.5.0)、IAR プロジェクト(EWRX 
V4.12.1)の場合は RAM の先頭番地が 0x0 になっていますので、上記対策が必要となります。 

IDE のバージョンアップによりセクションのデフォルト設定が変更されることがあります。最新の IDE を

使用される際は、セクション設定をご確認の上、ご対応ください。 

 

4.4.3 CCRX コンパイラに関する制限事項 
GCC コンパイラ、IAR コンパイラに対応するために追加したマクロの一部は V2.04.01 以下のバージョン

の CCRX コンパイラでは使用できません。そのため、Rev.5.00 以降の BSP をご使用する場合は、V2.05.00
以上のバージョンにアップデートしてください。 

 

4.4.4 GCC コンパイラに関する制限事項 
GCC コンパイラでは以下の機能をサポートしていません。 

・拡張 RAM 

・OPTLIB ライブラリ (サポート終了。GCC コンパイラ(8.3.0.202004 以前のバージョン)にて OPTLIB ラ

イブラリを使用する標準入出力等の機能を使用した場合は正常動作しません。) 
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4.5 サポートされているツールチェーン 

本 FIT モジュールは「10.1 動作確認環境」に示すツールチェーンで動作確認を行っています。 

 

4.6 使用する割り込みベクタ 

表 4.1 に本 FIT モジュールが使用する割り込みベクタを示します。 

表 4.1 使用する割り込みベクタ一覧 

割り込みベクタ デバイス 
BUSERR 割り込み(ベクタ番号: 16) 
SWINT 割り込み(ベクタ番号: 27) (注 1) 

全デバイス 

SWINT2 割り込み(ベクタ番号: 26) (注 1) RX26T、RX64M、RX65N、RX660、RX66N、RX66T、RX671、
RX71M、RX72M、RX72N、RX72T 

GROUPIE0 割り込み(ベクタ番号: 17) RX66N、RX671、RX72M、RX72N 
GROUPBE0 割り込み(ベクタ番号: 106) RX64M、RX65N、RX66N、RX66T、RX671、RX71M、RX72M、

RX72N、RX72T 
GROUPBL0 割り込み(ベクタ番号: 110) RX26T、RX64M、RX65N、RX660、RX66N、RX66T、RX671、

RX71M、RX72M、RX72N、RX72T 
GROUPBL1 割り込み(ベクタ番号: 111) RX26T、RX64M、RX65N、RX660、RX66N、RX66T、RX671、

RX71M、RX72M、RX72N、RX72T 
GROUPBL2 割り込み(ベクタ番号: 107) RX26T、RX65N、RX660、RX66N、RX72M、RX72N 
GROUPAL0 割り込み(ベクタ番号: 112) RX26T、RX64M、RX65N、RX660、RX66N、RX66T、RX671、

RX71M、RX72M、RX72N、RX72T 
GROUPAL1 割り込み(ベクタ番号: 113) RX26T、RX64M、RX65N、RX66N、RX71M、RX72M、RX72N 
注 1. コンフィギュレーションマクロで使用／未使用を選択できます。(3.2.20 ソフトウェア割り込み参照) 

 

4.7 ヘッダファイル 

platform.h を組み込むことによって、すべての API 呼び出しがインクルードされます。platform.h は本ド

ライバのプロジェクトコードと一緒に提供されます。 

4.8 整数型 

本プロジェクトは、コードをわかりやすく、移植可能なものとするために、ANSI C99 “Exact width 
integer types” を使用しています。これらの型は stdint.h に定義されます。 
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4.9 API データ構造体 

4.9.1 ソフトウェアロック 
このデータ構造体は、RX MCU にロック機能を組み込むために使用されます。lock メンバは、RX の

XCHG 命令を使用するために、4 バイトである必要があります。この構造体は、

BSP_CFG_USER_LOCKING_TYPE マクロにて、デフォルトで定義されている型です。 

typedef struct 
{ 
    /* The actual lock. int32_t is used because this is what the xchg()  
       instruction takes as parameters. */ 
    int32_t     lock;     
} bsp_lock_t; 
 

4.9.2 割り込みコールバックのパラメータ 
このデータ構造体は、割り込みコールバック関数を呼び出すときに使用されます。割り込み処理で、この

構造体に‘ (void *)’として埋め込まれ、コールバック関数に引数として渡されます。 

typedef struct 
{ 
    bsp_int_src_t vector;         //Which vector caused this interrupt 
} bsp_int_cb_args_t;  

 
4.9.3 割り込み制御のパラメータ 
このデータ構造体は、R_BSP_InterruptControl 関数を呼び出すときに使用されます。割り込み制御コマン

ドに応じて、パラメータの値を設定してください。 

/* Type to be used for pdata argument in Control function. */ 
typedef union 
{ 
    uint32_t ipl;                  /* Used when enabling an interrupt to set that interrupt's priority level */ 
} bsp_int_ctrl_t;  
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4.10 API Typedef 

4.10.1 レジスタの保護 
この typedef はレジスタのタイプごとに保護オプションを定義し、オプションの設定対象は切り替えが可

能です。それぞれのオプションでは、レジスタをグループで扱います。例えば、LPC、CGC、およびソフト

ウェアリセット関連のレジスタは同じビットによって保護されます。レジスタの分類や数は、使用する

MCU によって異なります。MCU で利用できるオプションについては、ご使用の MCU の r_bsp_cpu.h をご

確認ください。以下に RX111 を使用した場合の typedef を示します。 

/* The different types of registers that can be protected. */ 
typedef enum 
{ 
    /* Enables writing to the registers related to the clock generation circuit:  
       SCKCR, SCKCR3, PLLCR, PLLCR2, MOSCCR, SOSCCR, LOCOCR, ILOCOCR, HOCOCR,  
       OSTDCR, OSTDSR, CKOCR. */ 
    BSP_REG_PROTECT_CGC = 0,     
    /* Enables writing to the registers related to operating modes, low power consumption,  

the clock generation circuit, and software reset: SYSCR1, SBYCR, MSTPCRA,  
MSTPCRB, MSTPCRC, OPCCR, RSTCKCR, SOPCCR, MOFCR, MOSCWTCR, SWRR. */ 

    BSP_REG_PROTECT_LPC_CGC_SWR, 
    /* Enables writing to the HOCOWTCR register. */ 
    BSP_REG_PROTECT_HOCOWTCR,  
    /* Enables writing to the registers related to the LVD: LVCMPCR, LVDLVLR,  
       LVD1CR0, LVD1CR1, LVD1SR, LVD2CR0, LVD2CR1, LVD2SR. */ 
    BSP_REG_PROTECT_LVD, 
    /* Enables writing to MPC's PFS registers. */ 
    BSP_REG_PROTECT_MPC, 
    /* This entry is used for getting the number of enum items. This must be the  
       last entry. DO NOT REMOVE THIS ENTRY! */ 
    BSP_REG_PROTECT_TOTAL_ITEMS 
} bsp_reg_protect_t; 
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4.10.2 ハードウェアリソースロック 
この typedef はハードウェアリソースロックを定義します。ハードウェアロック配列には、enum のエン

トリごとにソフトウェアロックが 1 つ割り当てられます。ロックの項目や数は選択された MCU により異な

ります。以下に RX111 を使用した場合の typedef を示します。 

typedef enum  
{ 
    BSP_LOCK_BSC = 0, 
    BSP_LOCK_CAC, 
    BSP_LOCK_CMT, 
    BSP_LOCK_CMT0, 
    BSP_LOCK_CMT1, 
    BSP_LOCK_CRC, 
    BSP_LOCK_DA, 
    BSP_LOCK_DOC, 
    BSP_LOCK_DTC, 
    BSP_LOCK_ELC, 
    BSP_LOCK_FLASH, 
    BSP_LOCK_ICU, 
    BSP_LOCK_IRQ0, 
    BSP_LOCK_IRQ1, 
    BSP_LOCK_IRQ2, 
    BSP_LOCK_IRQ3, 
    BSP_LOCK_IRQ4, 
    BSP_LOCK_IRQ5, 
    BSP_LOCK_IRQ6, 
    BSP_LOCK_IRQ7, 
    BSP_LOCK_IWDT, 
    BSP_LOCK_MPC, 
    BSP_LOCK_MTU, 
    BSP_LOCK_MTU0, 
    BSP_LOCK_MTU1, 
    BSP_LOCK_MTU2, 
    BSP_LOCK_MTU3, 
    BSP_LOCK_MTU4, 
    BSP_LOCK_MTU5, 
    BSP_LOCK_POE, 
    BSP_LOCK_RIIC0, 
    BSP_LOCK_RSPI0, 
    BSP_LOCK_RTC, 
    BSP_LOCK_RTCB, 
    BSP_LOCK_S12AD, 
    BSP_LOCK_SCI1, 
    BSP_LOCK_SCI5, 
    BSP_LOCK_SCI12, 
    BSP_LOCK_SYSTEM, 
    BSP_LOCK_USB0, 
    BSP_NUM_LOCKS   /* This entry is not a valid lock. It is used for sizing  
                       g_bsp_Locks[] array below. Do not touch! */ 
} mcu_lock_t; 
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4.10.3 割り込み制御コマンド 
この typedef は、R_BSP_InterruptControl()関数で使用できるコマンドを定義します。 

以下に RX65N を使用した場合の typedef を示します。 

グループ割り込み機能が実装されていない MCU には、BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_ENABLE
と BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_DISABLE は定義されていません。 

MCU により、その他の割り込み制御コマンドがサポートされている場合があります。 

typedef enum 
{ 
    BSP_INT_CMD_CALL_CALLBACK = 0,    /* Calls registered callback function if one exists */ 
    BSP_INT_CMD_INTERRUPT_ENABLE,    /* Enables a given interrupt (Available for NMI pin, FPU, 

 and Bus Error) */ 
    BSP_INT_CMD_INTERRUPT_DISABLE,   /* Disables a given interrupt (Available for FPU, and  

Bus Error) */ 
    BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_ENABLE,   /* Enables a group interrupt when a group  

 interrupt source is given. The pdata argument 
 should give the IPL to be used using the  
 bsp_int_ctrl_t type. If a group interrupt is  
 enabled multiple times with different IPL levels 
 it will use the highest given IPL. */ 

    BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_DISABLE,  /* Disables a group interrupt when a group  
interrupt source is given.This will only disable  
a group interrupt when all interrupt sources  
for that group are already disabled. */ 

    BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE,     /* Enables interrupt by control of IPL. */ 
    BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE     /* Disables interrupt by control of IPL. */ 
} bsp_int_cmd_t; 

 
4.10.4 割り込みコールバック関数 
この typedef は、コールバック関数の型を定義します。コールバック関数は戻り値の型が ‘void’ 、引数の

型が‘void *’ でなければなりません。 

typedef void (*bsp_int_cb_t)(void *);     
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4.10.5 割り込み要因 
この typedef は、割り込みベクタを定義します。各割り込みベクタには、コールバックが登録されます。

typedef で選択可能なオプションは、使用する MCU により異なります。以下に RX72N を使用した場合の

typedef を示します。他の RX MCU では、その他の割り込みソースがサポートされている場合があります。 

typedef enum 
{ 
    BSP_INT_SRC_EXC_SUPERVISOR_INSTR = 0, /* Occurs when privileged instruction is executed in 

 User Mode */ 
    BSP_INT_SRC_EXC_UNDEFINED_INSTR,      /* Occurs when MCU encounters an unknown 

 instruction */ 
    BSP_INT_SRC_EXC_NMI_PIN,              /* NMI Pin interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_EXC_FPU,                  /* FPU exception */ 
    BSP_INT_SRC_EXC_ACCESS,               /* Access exception */ 
    BSP_INT_SRC_OSC_STOP_DETECT,          /* Oscillation stop is detected */ 
    BSP_INT_SRC_WDT_ERROR,                /* WDT underflow/refresh error has occurred */ 
    BSP_INT_SRC_IWDT_ERROR,               /* IWDT underflow/refresh error has occurred */ 
    BSP_INT_SRC_LVD1,                     /* Voltage monitoring 1 interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_LVD2,                     /* Voltage monitoring 2 interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_EXC_ADDRESS,              /* Address exception */ 
    BSP_INT_SRC_UNDEFINED_INTERRUPT,      /* Interrupt has triggered for a vector that user did 

 not write a handler. */ 
    BSP_INT_SRC_BUS_ERROR,                /* Bus error: illegal address access or timeout */ 
    BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_ILLEGAL_ACCESS, /* Bus error: illegal address access. Use this when 

you want to set only Illegal address access 
detection. */ 

    BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_TIMEOUT, /* Bus error: timeout. Use this when you want to set only  
Bus timeout detection. */ 

    BSP_INT_SRC_RAM,                      /* RAM error interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_EXRAM,                    /* EXRAM error interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_ECCRAM_1BIT,              /* ECCRAM 1-bit error interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_ECCRAM_2BIT,              /* ECCRAM 2-bit error interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_DPFPUEX,                  /* Double-Precision Floating-Point Exception interrupt */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_TOP, 
 
    /* IE0 Group Interrupts */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_IE0_TOP, 
    BSP_INT_SRC_IE0_DPFPU_DPFPUEX, 
 
    /* BE0 Group Interrupts */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_BE0_TOP, 
    BSP_INT_SRC_BE0_CAN0_ERS0, 
    BSP_INT_SRC_BE0_CAN1_ERS1, 
    BSP_INT_SRC_BE0_CAN2_ERS2, 
 
    /* BL0 Group Interrupts. */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_BL0_TOP, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI0_TEI0, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI0_ERI0, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI1_TEI1, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI1_ERI1, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI2_TEI2, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI2_ERI2, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI3_TEI3, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI3_ERI3, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI4_TEI4, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI4_ERI4, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI5_TEI5, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI5_ERI5, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI6_TEI6, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI6_ERI6, 
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    BSP_INT_SRC_BL0_SCI12_TEI12, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI12_ERI12, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI12_SCIX0, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI12_SCIX1, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI12_SCIX2, 
    BSP_INT_SRC_BL0_SCI12_SCIX3, 
    BSP_INT_SRC_BL0_QSPI_QSPSSLI, 
    BSP_INT_SRC_BL0_CAC_FERRI, 
    BSP_INT_SRC_BL0_CAC_MENDI, 
    BSP_INT_SRC_BL0_CAC_OVFI, 
    BSP_INT_SRC_BL0_DOC_DOPCI, 
    BSP_INT_SRC_BL0_PDC_PCFEI, 
    BSP_INT_SRC_BL0_PDC_PCERI, 
 
    /* BL1 Group Interrupts. */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_BL1_TOP, 
    BSP_INT_SRC_BL1_SDHI_CDETI, 
    BSP_INT_SRC_BL1_SDHI_CACI, 
    BSP_INT_SRC_BL1_SDHI_SDACI, 
    BSP_INT_SRC_BL1_MMCIF_CDETIO, 
    BSP_INT_SRC_BL1_MMCIF_ERRIO, 
    BSP_INT_SRC_BL1_MMCIF_ACCIO, 
    BSP_INT_SRC_BL1_POE3_OEI1, 
    BSP_INT_SRC_BL1_POE3_OEI2, 
    BSP_INT_SRC_BL1_POE3_OEI3, 
    BSP_INT_SRC_BL1_POE3_OEI4, 
    BSP_INT_SRC_BL1_RIIC0_TEI0, 
    BSP_INT_SRC_BL1_RIIC0_EEI0, 
    BSP_INT_SRC_BL1_RIIC2_TEI2, 
    BSP_INT_SRC_BL1_RIIC2_EEI2, 
    BSP_INT_SRC_BL1_SSIE0_SSIF0, 
    BSP_INT_SRC_BL1_SSIE1_SSIF1, 
    BSP_INT_SRC_BL1_S12AD0_S12CMPAI, 
    BSP_INT_SRC_BL1_S12AD0_S12CMPBI, 
    BSP_INT_SRC_BL1_S12AD1_S12CMPAI1, 
    BSP_INT_SRC_BL1_S12AD1_S12CMPBI1, 
    BSP_INT_SRC_BL1_RIIC1_TEI1, 
    BSP_INT_SRC_BL1_RIIC1_EEI1, 
 
    /* BL2 Group Interrupts. */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_BL2_TOP, 
    BSP_INT_SRC_BL2_POEG_POEGGAI, 
    BSP_INT_SRC_BL2_POEG_POEGGBI, 
    BSP_INT_SRC_BL2_POEG_POEGGCI, 
    BSP_INT_SRC_BL2_POEG_POEGGDI, 
 
    /* AL0 Group Interrupts. */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_AL0_TOP, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI8_TEI8, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI8_ERI8, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI9_TEI9, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI9_ERI9, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI10_TEI10, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI10_ERI10, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI11_TEI11, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI11_ERI11, 
    BSP_INT_SRC_AL0_RSPI0_SPII0, 
    BSP_INT_SRC_AL0_RSPI0_SPEI0, 
    BSP_INT_SRC_AL0_RSPI1_SPII1, 
    BSP_INT_SRC_AL0_RSPI1_SPEI1, 
    BSP_INT_SRC_AL0_RSPI2_SPII2, 



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 53 of 216 
Sep.12.25  

    BSP_INT_SRC_AL0_RSPI2_SPEI2, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI7_TEI7, 
    BSP_INT_SRC_AL0_SCI7_ERI7, 
 
    /* AL1 Group Interrupts. */ 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_AL1_TOP, 
    BSP_INT_SRC_AL1_EPTPC_MINT, 
    BSP_INT_SRC_AL1_PTPEDMAC_PINT, 
    BSP_INT_SRC_AL1_EDMAC0_EINT0, 
    BSP_INT_SRC_AL1_EDMAC1_EINT1, 
    BSP_INT_SRC_AL1_GLCDC_VPOS, 
    BSP_INT_SRC_AL1_GLCDC_GR1UF, 
    BSP_INT_SRC_AL1_GLCDC_GR2UF, 
    BSP_INT_SRC_AL1_DRW2D_DRW_IRQ, 
 
    BSP_INT_SRC_GR_INT_END, 
    BSP_INT_SRC_EMPTY, 
    BSP_INT_SRC_TOTAL_ITEMS               /* DO NOT MODIFY! This is used for sizing the 

 interrupt callback array. */ 
} bsp_int_src_t; 

 

4.10.6 ソフトウェアディレイ単位 
この typedef は、R_BSP_SoftwareDelay 関数で使用できる単位を定義します。 

/* Available delay units. */ 
typedef enum 
{ 
    BSP_DELAY_MICROSECS = 1000000,  // Requested delay amount is in microseconds 
    BSP_DELAY_MILLISECS = 1000,     // Requested delay amount is in milliseconds 
    BSP_DELAY_SECS = 1                // Requested delay amount is in seconds 
} bsp_delay_units_t; 

 

4.10.7 ソフトウェア割り込みユニット 
この typedef は、R_BSP_SoftwareInterruptOpen、R_BSP_SoftwareInterruptClose、

R_BSP_SoftwareInterruptSetTask、R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数で使用できるユニットを定義しま

す。 

typedef enum e_bsp_swint_unit 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} e_bsp_swint_unit_t; 
メンバ 説明 
BSP_SWINT_UNITn 
(n はユニット番号) 

ソフトウェア割り込みのユニット番号 

BSP_SWINT_UNIT_MAX ソフトウェア割り込みのユニット総数 
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4.10.8 ソフトウェア割り込み制御コマンド 
この typedef は、R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数で使用できるコマンドを定義します。 

typedef enum e_bsp_swint_cmd 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} e_bsp_swint_cmd_t; 
メンバ 説明 
BSP_SWINT_CMD_GET_INTERRUPT_INFORMATION 割り込み優先レベル(IPR)、割り込み許可

(IEN)、割り込み要求(IR)、多重割り込みス

テータスを取得します。 
BSP_SWINT_CMD_ENABLE_INTERRUPT 割り込み(IEN)を許可します。 
BSP_SWINT_CMD_DISABLE_INTERRUPT 割り込み(IEN)を禁止します。 
BSP_SWINT_CMD_SET_INTERRUPT_PRIORITY 指定した割り込み優先レベル(IPR)を設定し

ます。 
BSP_SWINT_CMD_SET_INTERRUPT_REQUEST 割り込み要求(IR)をセットします。 
BSP_SWINT_CMD_CLEAR_INTERRUPT_REQUEST 割り込み要求(IR)をクリアします。 
BSP_SWINT_CMD_ENABLE_NESTED_INTERRUPT 多重割り込みステータスを許可にします。 
BSP_SWINT_CMD_DISABLE_NESTED_INTERRUPT 多重割り込みステータスを禁止にします。 
BSP_SWINT_CMD_CLEAR_TASK 指定したタスクバッファをクリアします。た

だし、ソフトウェア割り込みが発生するまで

使用しているタスクバッファ数は減少しませ

ん。 タスクがクリアされた場合、ソフト

ウェア割り込みは発生しますが、タスクは実

行されません。 
タスク実行中はクリアされません。 

BSP_SWINT_CMD_CLEAR_ALL_TASK 全タスクバッファをクリアします。タスク実

行中はクリアされません。 
BSP_SWINT_CMD_GET_ALL_TASK_STATUS 全タスクバッファの状態を取得します。 
BSP_SWINT_CMD_GET_USED_BUFFER 使用しているタスクバッファ数を取得しま

す。 
BSP_SWINT_CMD_GET_UNUSED_BUFFER 使用していないタスクバッファ数を取得しま

す。 
 

4.10.9 ソフトウェア割り込み情報 
この typedef は、BSP_SWINT_CMD_GET_INTERRUPT_INFORMATION コマンド選択時に、

R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数の引数として使用されます。 

typedef struct st_bsp_swint_int_info 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} st_bsp_swint_int_info_t; 
メンバ 説明 
uint8_t ipr 割り込み優先レベル(IPR)を格納します。 
uint8_t ien 割り込み状態(IEN)を格納します。 
uint8_t ir 割り込み要求(IR)を格納します。 
uint8_t nested_int 多重割り込みステータスを格納します。 
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4.10.10 ソフトウェア割り込みタスクステータス 
この typedef は、ソフトウェア割り込みタスクのステータスを定義します。 

typedef enum e_bsp_swint_task_status 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} e_bsp_swint_task_status_t; 
メンバ 説明 
BSP_SWINT_TASK_STATUS_NO_REQUEST バッファにタスクがセットされていません。 
BSP_SWINT_TASK_STATUS_REQUESTED バッファにタスクがセットされています。 
BSP_SWINT_TASK_STATUS_EXECUTING タスクは実行中です。 
BSP_SWINT_TASK_STATUS_COMPLETED タスクの実行は完了しました。 
 

4.10.11 ソフトウェア割り込みタスク 
この typedef は、R_BSP_SoftwareInterruptSetTask 関数と

BSP_SWINT_CMD_GET_ALL_TASK_STATUS コマンドを選択した R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数

の引数として使用されます。 

typedef struct st_bsp_swint_task 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} st_bsp_swint_task_t; 
メンバ 説明 
e_bsp_swint_task_status_t status ソフトウェア割り込みタスクのステータスを格納します。 
void (*p_taskAddr)(void *p_task_args) ソフトウェア割り込みタスクのポインタを格納します。 
void *p_context ソフトウェア割り込みタスクの引数ポインタを格納します。 
 

4.10.12 ソフトウェア割り込みタスクバッファ番号 
この typedef は、BSP_SWINT_CMD_CLEAR_TASK コマンド選択時に、

R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数の引数として使用されます。 

typedef struct st_bsp_swint_task_buffer 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} st_bsp_swint_task_buffer_t; 
メンバ 説明 
uint8_t number ソフトウェア割り込みのタスクバッファ番号を格納します。 
 

4.10.13 ソフトウェア割り込みアクセス制御ステータス 
この typedef は、ソフトウェア割り込みのアクセス制御に使用されます。 

typedef struct st_bsp_swint_access_control 
{ 
    int32_t status; 
} st_bsp_swint_access_control_t; 
メンバ 説明 
int32_t status ソフトウェア割り込みのアクセス制御ステータスを格納します。 
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4.11 戻り値 

4.11.1 割り込みエラーコード 
この typedef は、R_BSP_InterruptWrite()、 R_BSP_InterruptRead()、R_BSP_InterruptControl()関数から

返すエラーコードを定義します。 

以下に RX65N を使用した場合の typedef を示します。 

グループ割り込み機能が実装されていない MCU には、BSP_INT_ERR_GROUP_STILL_ENABLED は定

義されていません。 

MCU により、その他の割り込みエラーコードがサポートされている場合があります。 

typedef enum 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} bsp_int_err_t; 
メンバ 説明 
BSP_INT_SUCCESS 成功 
BSP_INT_ERR_NO_REGISTERED_CALLBACK 割り込み要因のためのコールバック関数が登録さ

れていません。 
BSP_INT_ERR_INVALID_ARG 無効な引数が入力されました。 
BSP_INT_ERR_UNSUPPORTED この API ではサポートしていない操作が指定され

ました。 
BSP_INT_ERR_GROUP_STILL_ENABLED すべてのグループ割り込みが禁止になっていない

ため、グループ割り込みを禁止することができま

せんでした。 
BSP_INT_ERR_INVALID_IPL 無効な割り込み優先レベルが入力されました。 

 
4.11.2 ソフトウェア割り込みエラーコード 
この typedef は、R_BSP_SoftwareInterruptOpen、R_BSP_SoftwareInterruptClose、

R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数から返すエラーコードを定義します。 

typedef enum e_bsp_swint_err 
{ 
    /* メンバは下表を参照ください。 */ 
} e_bsp_swint_err_t; 
メンバ 説明 
BSP_SWINT_SUCCESS 成功 
BSP_SWINT_ERR_ALREADY_OPEN ハードウェアロックに失敗しました。 
BSP_SWINT_ERR_NOT_CLOSED ハードウェアアンロックに失敗しました。 
BSP_SWINT_ERR_INVALID_UNIT 無効なユニットが指定されました。 
BSP_SWINT_ERR_INVALID_IPR 無効な割り込み優先レベルが指定されました。 
BSP_SWINT_ERR_INVALID_CMD 無効なコマンドが指定されました。 
BSP_SWINT_ERR_INVALID_TASK 無効なタスクのポインタが指定されました。 
BSP_SWINT_ERR_INVALID_BUFFER_NUMBER 無効なタスクバッファ番号が指定されました。 
BSP_SWINT_ERR_TASK_EXECUTING 実行中のタスクが指定されました。 
BSP_SWINT_ERR_FULL_BUFFER タスクバッファフル 
BSP_SWINT_ERR_ACCESS_REJECTION アクセス制御権の取得に失敗しました。 
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4.12 コードサイズ 

下表の値は下記条件で確認しています。本モジュールの ROM サイズ、RAM サイズ、最大使用スタック

サイズを下表に示します。RX100 シリーズ、RX200 シリーズ、RX600 シリーズから代表して 1 デバイス

ずつ掲載しています。  

 

ROM (コードおよび定数) と RAM (グローバルデータ) のサイズは、ビルド時の「3 コンフィギュレー

ション」のコンフィギュレーションオプションによって決まります。 

下表の値は下記条件で確認しています。 

モジュールリビジョン: r_bsp rev.7.70 

コンパイラバージョン: Renesas Electronics C/C++ Compiler Package for RX Family V3.07.00 

(コンパイルオプションはスマート・コンフィグレータを使用した際のデフォ

ルト設定) 

GCC for Renesas RX 14.2.0.202505 

(コンパイルオプションはスマート・コンフィグレータを使用した際のデフォ

ルト設定) 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.20.1 

(コンパイルオプションは統合開発環境のデフォルト設定) 

コンフィグレーションオプション: デフォルト設定 

 

ROM、RAM およびスタックのコードサイズ 

デバイス 分類 使用メモリ 

Renesas compiler GCC IAR compiler 
パラメータ

チェックあり 
パラメータ

チェックなし 
パラメータ

チェックあり 
パラメータ

チェックなし 
パラメータ

チェックあり 
パラメータ

チェックなし 
RX130 ROM 5,422 バイト 6,200 バイト 4,946 バイト 

RAM 
(注 1) 

3,046 バイト 2,940 バイト 4,388 バイト 

スタック 
(注 2) 

192 バイト 136 バイト (注 3) 112 バイト 

RX231 ROM 5,744 バイト 6,656 バイト 5,434 バイト 

RAM 
(注 1) 

6,986 バイト 6,908 バイト 4,488 バイト 

スタック 
(注 2) 

196 バイト 136 バイト(注 3) 116 バイト 

RX65N ROM 8,268 バイト 8,254 バイト 11,364 バイト 11,340 バイト 9,686 バイト 9,667 バイト 

RAM 
(注 1) 

7,460 バイト 7,292 バイト 4,960 バイト 

スタック 
(注 2) 

208 バイト 152 バイト (注 3) 128 バイト 

注 1. コンパイラ毎に RAM サイズが違うのはスタックとヒープサイズのデフォルト値が異なるためで

す。 

注 2. 割り込み関数の最大使用スタックサイズを含みます。 

注 3. GCC のスタック計測時のみオプション” -fstack-usage -fdump-rtl-pro_and_epilogue”が有効。  
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4.13 for 文、while 文、do while 文について 

本モジュールでは、レジスタの反映待ち処理等で for 文、while 文、do while 文（ループ処理）を使用して

います。これらループ処理には、「WAIT_LOOP」をキーワードとしたコメントを記述しています。そのた

め、ループ処理にユーザがフェイルセーフの処理を組み込む場合は、「WAIT_LOOP」で該当の処理を検索

できます。 

 

以下に記述例を示します。 

 

while 文の例： 
/* WAIT_LOOP */ 
while(0 == SYSTEM.OSCOVFSR.BIT.PLOVF) 
{ 
    /* The delay period needed is to make sure that the PLL has stabilized. */ 
} 
 
for 文の例： 
/* Initialize reference counters to 0. */ 
/* WAIT_LOOP */ 
for (i = 0; i < BSP_REG_PROTECT_TOTAL_ITEMS; i++) 
{ 
    g_protect_counters[i] = 0; 
} 
 
do while 文の例： 
/* Reset completion waiting */ 
do 
{ 
    reg = phy_read(ether_channel, PHY_REG_CONTROL); 
    count++; 
} while ((reg & PHY_CONTROL_RESET) && (count < ETHER_CFG_PHY_DELAY_RESET)); /* WAIT_LOOP */ 
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5. API 関数 

5.1 概要 

本モジュールでは、以下の関数を使用します。 

関数 説明 
R_BSP_GetVersion r_bsp のバージョンを返す。 
R_BSP_InterruptsDisable(注 6) 割り込みを全般的に禁止する。 
R_BSP_InterruptsEnable(注 6) 割り込みを全般的に許可する。 
R_BSP_CpuInterruptLevelRead CPU の割り込み優先レベルを読み出す。 
R_BSP_CpuInterruptLevelWrite(注 6) CPU の割り込み優先レベルを書き込む。 
R_BSP_RegisterProtectEnable(注 6) 選択したレジスタの書き込み保護を有効にする。 
R_BSP_RegisterProtectDisable(注 6) 選択したレジスタの書き込み保護を無効にする。 
R_BSP_SoftwareLock ロックを予約する。 
R_BSP_SoftwareUnlock ロックを解除する。 
R_BSP_HardwareLock ハードウェアロックを予約する。 
R_BSP_HardwareUnlock ハードウェアロックを解除する。 
R_BSP_InterruptWrite 割り込みに使用するコールバック関数を登録する。 
R_BSP_InterruptRead コールバックの登録がある場合、対象の割り込みに使用するコー

ルバックを取得する。 
R_BSP_InterruptControl(注 6) 様々な割り込み動作を制御する。 
R_BSP_SoftwareDelay 指定した時間だけ遅延させる。 
R_BSP_GetIClkFreqHz r_bsp が設定するシステムクロックの周波数を返す。 
R_BSP_StartupOpen(注 1) BSP を使用するために必要なスタートアップを行う。 
R_BSP_VoltageLevelSetting(注 2) USB、AD、RIIC 等の周辺モジュールを使用するために設定が必

要な電圧レベル設定レジスタ(VOLSR)を設定する。 
R_BSP_InterruptRequestEnable 指定された割り込みを許可する。 
R_BSP_InterruptRequestDisable 指定された割り込みを禁止する。 
R_BSP_ConfigClockSetting(注 3) Bluetooth® Low Energy プロトコル スタック ベーシック パッ

ケージ(R01UW0205)で使用される。 
R_BSP_SoftwareReset(注 6) ソフトウェアリセットを行う。 
R_BSP_VbattInitialSetting(注 4) バッテリバックアップ機能(VBATT)の初期設定を行う。 
R_BSP_SoftwareInterruptOpen(注 5) ソフトウェア割り込みを初期化する。 
R_BSP_SoftwareInterruptClose(注 5) ソフトウェア割り込みを終了させる。 
R_BSP_SoftwareInterruptSetTask(注 5) ソフトウェア割り込みタスクバッファにタスクをセットする。 
R_BSP_SoftwareInterruptControl(注 5) ソフトウェア割り込みを制御する。 

注 1. BSP のスタートアップを無効化した場合のみ使用できる関数です。 
注 2. RX26T、RX660、RX66T、RX72T でのみ使用できる関数です。 
注 3.  RX23W でのみ使用できる関数です。 
注 4.  RX230、RX231、RX23W でのみ使用できる関数です。 
注 5.  ソフトウェア割り込みを使用する場合のみ使用できる関数です。(3.2.19 ソフトウェア割り込み参照) 
注 6.  CPU のプロセッサモードの設定によって API の動作が変わります。RTOS と組み合わせて使用され

る場合などプロセッサモードがユーザモードとなる環境があります。ユーザモード中に API を使用さ

れる場合はご注意ください。(詳細は後述の各 API の章を参照) 
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5.2 R_BSP_GetVersion() 
この関数は、r_bsp のバージョンを返します。 

Format 
uint32_t R_BSP_GetVersion(void); 

 

Parameters 
なし 

Return Values 
r_bsp のバージョン 

Properties 
r_bsp_common.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、現在インストールされている r_bsp のバージョンを返します。バージョン番号はコード化され

ています。最初の 2 バイトがメジャーバージョン番号で、後の 2 バイトがマイナーバージョン番号です。例

えば、バージョンが 4.25 の場合、戻り値は ‘0x00040019’ となります。 

Example 
uint32_t cur_version; 
 
/* Get version of installed r_bsp. */ 
cur_version = R_BSP_GetVersion(); 
 
/* Check to make sure version is new enough for this application’s use. */ 
if (MIN_VERSION > cur_version) 
{ 
    /* This r_bsp version is not new enough and does not have XXX feature 
       that is needed by this application. Alert user. */ 
    .... 
}         

 

Special Note: 
なし 

  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 61 of 216 
Sep.12.25  

5.3 R_BSP_InterruptsDisable() 
この関数は、割り込みを全般的に禁止します。 

Format 
void R_BSP_InterruptsDisable(void); 

 

Parameters 
なし 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、割り込みを全般的に禁止します。この関数では、CPU のプロセッサステータスワード

（PSW）レジスタの I ビットをクリアします。 

Example 
/* Disable interrupts so that accessing this critical area will be guaranteed 
   to be atomic. */         
R_BSP_InterruptsDisable(); 
 
/* Access critical resource while interrupts are disabled */ 
.... 
 
/* End of critical area. Enable interrupts. */ 
R_BSP_InterruptsEnable();         
 

Special Note: 
CPU のプロセッサモードの設定によって本 API の動作は変わります。スーパバイザモードのときは PSW

の I ビットをクリアします。ユーザモードのときはこの関数はなにもしません。 

 
  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 62 of 216 
Sep.12.25  

5.4 R_BSP_InterruptsEnable() 
この関数は、割り込みを全般的に許可します。 

Format 
void R_BSP_InterruptsEnable(void); 

 

Parameters 
なし 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、割り込みを全般的に許可します。この関数は、CPU のプロセッサステータスワード（PSW）

レジスタの I ビットを設定します。 

Example 
/* Disable interrupts so that accessing this critical area will be guaranteed 
   to be atomic. */         
R_BSP_InterruptsDisable(); 
 
/* Access critical resource while interrupts are disabled */ 
.... 
 
/* End of critical area. Enable interrupts. */ 
R_BSP_InterruptsEnable(); 
 

Special Note: 
CPU のプロセッサモードの設定によって本 API の動作は変わります。スーパバイザモードのときは PSW

の I ビットをセットします。ユーザモードのときはこの関数はなにもしません。 
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5.5 R_BSP_CpuInterruptLevelRead() 
この関数は、CPU の割り込み優先レベルを読み出します。 

Format 
uint32_t R_BSP_CpuInterruptLevelRead(void); 

 

Parameters 
なし 

Return Values 
CPU の割り込み優先レベル 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、CPU の割り込み優先レベルを読み出します。割り込み優先レベルは、CPU のプロセッサス

テータスワード（PSW）レジスタの IPL ビットに格納されています。 

Example 
uint32_t cpu_ipl; 
 
/* Read the CPU’s Interrupt Priority Level. */ 
cpu_ipl = R_BSP_CpuInterruptLevelRead(); 
 

Special Note: 
なし 
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5.6 R_BSP_CpuInterruptLevelWrite() 
この関数は、CPU の割り込み優先レベルを書き込みます。 

Format 
bool R_BSP_CpuInterruptLevelWrite(uint32_t level); 

 
Parameters 

level 

CPU の IPL の書き込みレベル 

Return Values 
true  /* CPU の IPL の書き込み成功 */ 

false  /* level で渡された IPL は無効な値またはユーザモードで実行された */ 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、CPU の割り込み優先レベルを書き込みます。割り込み優先レベルは、CPU のプロセッサス

テータスワード（PSW）レジスタの IPL ビットに格納されています。また、本関数は、IPL に書き込まれた

値が有効であるか確認します。IPL ビットの設定として有効な最大値および最小値は、

BSP_MCU_IPL_MAX マクロ、BSP_MCU_IPL_MIN マクロを使って、mcu_info.h に定義されます。 

Example 
/* Response time is critical during this portion of the application. Set the  
   CPU’s Interrupt Priority Level so that interrupts below the set 
   threshold are disabled. Interrupt vectors with IPLs higher than this  
   threshold will still be accepted and will not have to contend with the 
   lower priority interrupts. */ 
if (false == R_BSP_CpuInterruptLevelWrite(HIGH_PRIORITY_THRESHOLD)) 
{ 
    /* Error in setting CPU’s IPL. Invalid IPL was provided. */ 
    .... 
} 
 
/* Only high priority interrupts (as defined by user) will be accepted during 
   this period. */ 
.... 
 
/* Time sensitive period is over. Set CPU’s IPL back to lower value so that  
   lower priority interrupts can now be serviced again. */ 
if (false == R_BSP_CpuInterruptLevelWrite(LOW_PRIORITY_THRESHOLD)) 
{ 
    /* Error in setting CPU’s IPL. Invalid IPL was provided. */ 
    .... 
} 
 

Special Note: 
CPU のプロセッサモードの設定によって本 API の動作は変わります。スーパバイザモードのときは IPL

ビットをセットします。ユーザモードのときは IPL を操作せず、false を返します。 
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5.7 R_BSP_RegisterProtectEnable() 
この関数は、選択されたレジスタの書き込み保護を有効にします。 

Format 
void R_BSP_RegisterProtectEnable(bsp_reg_protect_t regs_to_protect); 

 
Parameters 

regs_to_protect 

書き込み保護を有効にするレジスタを指定(4.10.1 参照) 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、指定した入力レジスタの書き込み保護を有効にします。限られた MCU レジスタに対しての

み、書き込み保護を設定できます。本関数を適用できるレジスタについては、ご使用の MCU の

r_bsp_cpu.h で、bsp_reg_protect_t enum をご確認ください。 

本関数、および R_BSP_RegisterProtectDisable()は、エントリごとに、bsp_reg_protect_t enum のカウン

タを使用します。これによって、これらの関数を複数回呼び出すことが可能になります。カウンタ制御はク

リティカルセクションになるため、本関数では R_BSP_InterruptControl 関数のプロセッサ割り込み優先レ

ベルの制御による割り込み許可/禁止機能を用いています。プロセッサモードがスーパバイザモードのとき

に関数を実行した場合、IPL（割り込み優先レベル）を制御することによって、設定した割り込み優先レベ

ル以下の割り込みを禁止にします。プロセッサモードがユーザモードのときに関数を実行した場合は、IPL
（割り込み優先レベル）の制御は行いません。カウンタの使用については、本セクションの参考情報で説明

します。 

Example 
/* Write access must be enabled before writing to MPC registers. */ 
R_BSP_RegisterProtectDisable(BSP_REG_PROTECT_MPC); 
 
/* MPC registers are now writable. */ 
/* Setup Port 2 Pin 6 as TXD1 for SCI1. */ 
MPC.P26PFS.BYTE = 0x0A; 
 
/* Setup Port 4 Pin 2 as AD input for potentiometer. */ 
MPC.P42PFS.BYTE = 0x80; 
 
/* More pin setup. */ 
.... 
 
/* Enable write protection for MPC registers to protect against accidental  
   writes. */ 
R_BSP_RegisterProtectEnable(BSP_REG_PROTECT_MPC); 
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Special Note: 
(1) カウンタを使用する理由について 

レジスタ保護にカウンタを使用する理由を以下の例で説明します。 

1. ユーザアプリケーションで、r_module1 の open 関数を呼び出します。 
2. 本モジュールの初期化処理中に書き込みが必要なレジスタについて、r_module1 は

R_BSP_RegisterProtectDisable()を使って、書き込み保護を無効にします。この時点で、対象のレジス

タのカウンタがインクリメントされて 1 になります。 
3. r_module1 は、上記の手順で書き込みが許可されたレジスタに書き込みます。 
4. r_module1 は r_module2 を使う必要がある場合、r_module2 の open 関数である R_MODULE2_Open()

を呼び出します。 
5. r_module2 の関数では、r_module1 で書き込み許可したのと同じレジスタに書き込みが必要です。

r_module2 は、r_module 1 でそれらのレジスタの書き込み保護を無効にしていることが認識されてい

ないので、R_BSP_RegisterProtectDisable()を呼び出します。ここで、対象のレジスタのカウンタがイ

ンクリメントされ、カウンタ値が 2 になります。 
6. r_module2 は、上記の手順で書き込みが許可されたレジスタに書き込みます。 
7. r_module2 は書き込みが完了すると、書き込みを許可したレジスタの書き込み保護を有効にするために

R_BSP_RegisterProtectEnable()を呼び出します。ここで書き込み保護が有効になったレジスタのカウ

ンタがデクリメントされ 1 になります。コードは、カウンタが 0 ではないことから、実際に書き込み

保護を有効にしてはならないと判断します。 
8. プログラムはレジスタの書き込みを続行している R_MODULE1_Open()に戻ります。このとき、カウン

タが使用されていなければ、r_module2 が R_BSP_RegisterProtectEnable()を呼び出したことによって

（手順 7）、r_module1 のレジスタへの書き込み動作ができなくなり、問題となります。 
9. r_module1 では、書き込み許可したレジスタへの書き込みが完了すると、

R_BSP_RegisterProtectEnable()を呼び出し、それらのレジスタの書き込み保護を有効にします。カウ

ンタはデクリメントされ、カウンタ値は 0 になります。カウンタ値が 0 になることで、API コードはレ

ジスタの書き込み保護を有効にしてもよいと判断します。 

#3 書き込み許可されたレジスタへの書き込み

ユーザアプリケーション

ユーザアプリケーション

#1  R_MODULE1_Open()

#2  R_BSP_RegisterProtectDisable()

#4  R_MODULE2_Open()

#8 書き込み許可されたレジスタへの書き込み

#9  R_BSP_RegisterProtectEnable()

#1  R_MODULE2_Open()

#5  R_BSP_RegisterProtectDisable()

#6 書き込み許可されたレジスタへの書き込み

#7  R_BSP_RegisterProtectEnable()

 
図 5.1 レジスタの書き込み保護設定例 

 

(2) ユーザモードでの注意事項 

CPU がユーザモードの場合に本関数が呼び出されると、“特権命令例外”が発生します。(Rev.5.20、
Rev.5.21 のみ) 

本関数でカウンタ制御のクリティカルセクションにおけるアトミック性を確保するために使用している

R_BSP_InterruptControl 関数はスーパバイザモードでのみ有効です。本関数をユーザモードで実行した場

合、R_BSP_InterruptControl 関数は実行されますが、アトミック性は確保されません。  
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5.8 R_BSP_RegisterProtectDisable() 
この関数は、選択されたレジスタの書き込み保護を無効にします。 

Format 
void R_BSP_RegisterProtectDisable(bsp_reg_protect_t regs_to_unprotect); 

 
Parameters 

regs_to_unprotect 

書き込み保護を無効にするレジスタを指定(4.10.1 参照) 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、入力レジスタの書き込み保護を無効にします。限られた MCU レジスタのみが、書き込み保護

を設定できます。本関数を適用できるレジスタについては、ご使用の MCU の r_bsp_cpu.h で、

bsp_reg_protect_t enum をご確認ください。 

本関数、および R_BSP_RegisterProtectEnable()は、エントリごとに、bsp_reg_protect_t enum のカウン

タを使用します。これによって、これらの関数を複数回呼び出すことが可能になります。カウンタ制御はク

リティカルセクションになるため、本関数では R_BSP_InterruptControl 関数のプロセッサ割り込み優先レ

ベルの制御による割り込み許可/禁止機能を用いています。プロセッサモードがスーパバイザモードのとき

に関数を実行した場合、IPL（割り込み優先レベル）を制御することによって、設定した割り込み優先レベ

ル以下の割り込みを禁止にします。プロセッサモードがユーザモードのときに関数を実行した場合は、IPL
（割り込み優先レベル）の制御は行いません。カウンタの使用については、5.7 の参考情報をご覧ください。 

Example 
/* Write access must be enabled before writing to CGC registers. */ 
R_BSP_RegisterProtectDisable(BSP_REG_PROTECT_CGC); 
/* CGC registers are spread amongst two protection bits. */ 
R_BSP_RegisterProtectDisable(BSP_REG_PROTECT_LPC_CGC_SWR); 
 
/* CGC registers are now writable. */ 
/* Select PLL as clock source. */ 
SYSTEM.SCKCR3.WORD = 0x0400; 
 
/* More clock setup. */ 
.... 
 
/* Enable write protection for CGC registers to protect against accidental  
   writes. */ 
R_BSP_RegisterProtectEnable(BSP_REG_PROTECT_CGC); 
R_BSP_RegisterProtectEnable(BSP_REG_PROTECT_LPC_CGC_SWR); 

 

Special Note: 
CPU がユーザモードの場合に本関数が呼び出されると、“特権命令例外”が発生します。(Rev.5.20、

Rev.5.21 のみ) 

本関数でカウンタ制御のクリティカルセクションにおけるアトミック性を確保するために使用している

R_BSP_InterruptControl 関数はスーパバイザモードでのみ有効です。本関数をユーザモードで実行した場

合、R_BSP_InterruptControl 関数は実行されますが、アトミック性は確保されません。 
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5.9 R_BSP_SoftwareLock() 
この関数は、ロックを予約します。 

Format 
bool R_BSP_SoftwareLock(BSP_CFG_USER_LOCKING_TYPE * const plock); 

 
Parameters 

plock 

ロックを予約、設定するためのロック構造体へのポインタ 

Return Values 
true  /* ロックの使用が可能で設定に成功 */ 

false  /* ロックは既に設定されていて、使用不可 */ 

Properties 
r_bsp_locking.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、ロック機能を組み込みます。ロックは様々な方法で使用できます。一般的には、重要なコード

の保護、リソースの割り当ての重複を防ぐことを目的によく使用されます。重要なコードを保護するには、

プログラムの実行前に重要箇所をロックする必要があります。リソースの割り当ての重複回避は、2 つの

FIT モジュールで、同じ周辺機能を使用する場合などに必要になります。例えば、一方の FIT モジュールが

UART モードで SCI を使用し、他方が I2C モードで SCI を使用する場合がこれに当たります。両方の FIT モ

ジュールが同じ SCI チャネルを使用できないようにするために、ロックを使用できます。 

ロックを使用する場合、RTOS のセマフォやミューテックスなどにある拡張機能はご使用になれません。

ロックが正しく行われなければ、システムのデッドロックに繋がりますのでご注意ください。 

デフォルトのロック機能は無効にできます。詳細は 3.2.8 をご覧ください。 

Example 
ここでは、Virtual EEPROM コードの例を使って、ロックの使用例を示します。この FIT モジュールは周

辺機能に直接アクセスはしませんが、リエントラントを防ぐためにロックされる必要があります。 

/* Used for locking state of VEE */ 
static BSP_CFG_USER_LOCKING_TYPE g_vee_lock; 

 
/*******************************************************************************  
* Function Name: vee_lock_state 
* Description  : Tries to lock the VEE state 
* Arguments    : state -  
*                    Which state to try to transfer to 
* Return value : VEE_SUCCESS -      
*                    Successful, state taken 
*                VEE_BUSY - 
*                    Data flash is busy, state not taken 
*******************************************************************************/ 
static uint8_t vee_lock_state (vee_states_t state) 
{ 
    /* Local return variable */ 
    uint8_t ret = VEE_SUCCESS; 
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    /* Try to lock VEE to change state. */ 
    /* Check to see if lock was successfully taken. */ 
    if(false == R_BSP_SoftwareLock(&g_vee_lock)) 
    { 
        /* Another operation is on-going */ 
        return VEE_BUSY; 
    } 
   
 
    /* Check VEE status to make sure we are not interfering with another  
       thread */ 
    if( state == VEE_READING ) 
    { 
        /* If another read comes in while the state is reading then we are OK */ 
        if( ( g_vee_state != VEE_READY ) && ( g_vee_state != VEE_READING) )  
        { 
            /* VEE is busy */ 
            ret = VEE_BUSY; 
        }         
    } 
    else 
    { 
        /* If we are doing something other than reading then we must be in the  
           VEE_READY state */ 
        if( g_vee_state != VEE_READY )  
        { 
            /* VEE is busy */ 
            ret = VEE_BUSY; 
        } 
    } 
     
    if( ret == VEE_SUCCESS ) 
    {                     
        /* Lock state */ 
        g_vee_state = state; 
    } 
     
    /* Release lock. */ 
    R_BSP_SoftwareUnlock(&g_vee_lock); 
         
    return ret;     
} 
 

Special Note: 
なし 
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5.10 R_BSP_SoftwareUnlock() 
この関数は、ロックを解除します。 

Format 
bool R_BSP_SoftwareUnlock(BSP_CFG_USER_LOCKING_TYPE * const plock); 

 
Parameters 

plock 

解除するロックの構造体へのポインタ 

Return Values 
true  /* ロックの解除に成功。または、既にロックは解除されている */ 

false  /* ロックの解除に失敗 */ 

Properties 
r_bsp_locking.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、R_BSP_SoftwareLock()関数を使って設定されたロックを解除します。ロックに関する詳細は

5.9 をご覧ください。 

Example 
以下に、重要なコードに対し、ロックを使用する例を示します。 

/* Used for locking critical section of code. */ 
static BSP_CFG_USER_LOCKING_TYPE g_critical_lock; 

 
static bool critical_area_example (void) 
{         
    /* Try to acquire lock for executing critical section below. */ 
    if(false == R_BSP_SoftwareLock(&g_critical_lock)) 
    { 
        /* Lock has already been acquired. */ 
        return false; 
    } 
 
    /* BEGIN CRITICAL SECTION. */ 
 
    /* Execute critical section. */ 
    .... 
 
    /* END CRITICAL SECTION. */ 
 
    /* Release lock. */ 
    R_BSP_SoftwareUnlock(&g_critical_lock);   
 
    return true;   
} 

 
Special Note: 
なし 
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5.11 R_BSP_HardwareLock() 
この関数は、ハードウェアロックを予約します。 

Format 
bool R_BSP_HardwareLock(mcu_lock_t const hw_index); 

 
Parameters 

hw_index 

ハードウェアロック配列から設定するロックへのポインタ 

Return Values 
true  /* ロックの使用が可能で設定に成功 */ 

false  /* ロックは既に設定されていて、使用不可 */ 

Properties 
r_bsp_locking.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、MCU のハードウェアリソースのロックを予約します。ロックへのポインタを送信する

R_BSP_SoftwareLock()関数とは違って、MCU のハードウェアリソースごとに 1 つのロックを持つ配列への

インデックスを送信します。この配列はすべての FIT モジュールおよびユーザコード間で共有されますの

で、複数の FIT モジュール（およびユーザコード）で同じロックを使用することができます。使用可能な

ハードウェアリソースは、mcu_locks.h の mcu_lock_t enum で確認できます。これらの enum の数値も、

ハードウェアロック配列へのインデックスです。本関数と R_BSP_SoftwareLock()関数では、同じメカニズ

ムのロック機能が使用されます。 

Example 
ここでは、RSPI チャネルへのアクセスを制御するために使用されたハードウェアロックの設定例を示し

ます。 

/****************************************************************************** 
* Function Name: R_RSPI_Send 
* Description  : Send data over RSPI channel. 
* Arguments    : channel - 
*                    Which channel to use. 
*                pdata - 
*                    Pointer to data to transmit 
*                bytes -  
*                    Number of bytes to transmit 
* Return Value : true - 
*                    Data sent successfully. 
*                false -  
*                    Could not obtain lock. 
******************************************************************************/ 
bool R_RSPI_Send(uint8_t channel, uint8_t * pdata, uint32_t bytes) 
{ 
    mcu_lock_t rspi_channel_lock; 
 
    /* Check and make sure channel is valid. */ 
    ... 
 
    /* Use appropriate RSPI channel lock. */ 
    if (0 == channel) 
    { 
        rspi_channel_lock = BSP_LOCK_RSPI0; 
    } 
    else 
    { 
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        rspi_channel_lock = BSP_LOCK_RSPI1; 
    } 
 
    /* Attempt to obtain lock so we know we have exclusive access to RSPI  
       channel. */ 
    if (false == R_BSP_HardwareLock(rspi_channel_lock)) 
    { 
        /* Lock has already been acquired by another task. Need to try again  
           later. */ 
        return false; 
    }     
 
    /* Else, lock was acquired. Continue on with send operation. */ 
    ... 
 
    /* Now that send operation is completed, release hold on lock so that other  
       tasks may use this RSPI channel. */ 
    R_BSP_HardwareUnlock(rspi_channel_lock); 
 
    return true; 
} 
 

Special Note: 
mcu_locks.h の mcu_lock_t enum の各エントリにはロックが割り当てられます。RX MCU では、各ロッ

クに 4 バイトを必要とします。RAM の容量に問題がある場合、mcu_lock_t enum から不要なエントリを削

除できます。例えば、CRC を使用しない場合、BSP_LOCK_CRC エントリを削除できます。1 つエントリ

を削除するごとに 4 バイトの容量を確保できます。 
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5.12 R_BSP_HardwareUnlock() 
この関数は、ハードウェアロックを解除します。 

Format 
bool R_BSP_HardwareUnlock(mcu_lock_t const hw_index); 

 
Parameters 

hw_index 

ハードウェアロック配列から解除するロックへのポインタ 

Return Values 
true  /* ロックの解除に成功 */ 

false  /* ロックの解除に失敗 */ 

Properties 
r_bsp_locking.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
本関数は、R_BSP_HardwareLock()関数を使って設定されたハードウェアリソースのロックを解除しま

す。ハードウェアロックに関する詳細は 5.11 をご覧ください。 

Example 
以下の例は、ハードウェアリソースの配置の重複を防ぐために使用されたハードウェアロックを示してい

ます。R_SCI_Open()では、全モジュールが SCI チャネルが使用されていることを確認できるようにロック

を設定しています。R_SCI_Close()では、モジュールの使用を可能にするために、ロックを解除していま

す。 

bool R_SCI_Open(uint8_t channel, ...) 
{ 
    mcu_lock_t sci_channel_lock; 
 
    /* Check and make sure channel is valid. */ 
    ... 
 
    /* Use appropriate RSPI channel lock. */ 
    if (0 == channel) 
    { 
        sci_channel_lock = BSP_LOCK_SCI0; 
    } 
    else if (1 == channel) 
    { 
        sci_channel_lock = BSP_LOCK_SCI1; 
    } 
    ... continue for other channels ... 
 
    /* Attempt to obtain lock so we know we have exclusive access to SCI  
       channel. */ 
    if (false == R_BSP_HardwareLock(sci_channel_lock)) 
    { 
        /* Lock has already been acquired by another task or another FIT module.  
           Need to try again later. */ 
        return false; 
    }     
 
    /* Else, lock was acquired. Continue on initialization. */ 
    ...     
} 
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bool R_SCI_Close(uint8_t channel, ...) 
{ 
    mcu_lock_t sci_channel_lock; 
 
    /* Check and make sure channel is valid. */ 
    ... 
 
    /* Use appropriate RSPI channel lock. */ 
    if (0 == channel) 
    { 
        sci_channel_lock = BSP_LOCK_SCI0; 
    } 
    else if (1 == channel) 
    { 
        sci_channel_lock = BSP_LOCK_SCI1; 
    } 
    ... continue for other channels ... 
 
    /* Clean up and turn off this SCI channel. */ 
    .... 
 
    /* Release hardware lock for this channel. */ 
    R_BSP_HardwareUnlock(sci_channel_lock); 
} 
 

Special Note: 
mcu_locks.h の mcu_lock_t enum の各エントリにはロックが割り当てられます。RX MCU では、各ロッ

クに 4 バイトを必要とします。RAM の容量に問題がある場合、mcu_lock_t enum から不要なエントリを削

除できます。例えば、CRC を使用しない場合、BSP_LOCK_CRC エントリを削除できます。1 つエントリ

を削除するごとに 4 バイトの容量を確保できます。 
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5.13 R_BSP_InterruptWrite() 
この関数は、割り込み用のコールバック関数を登録します。 

Format 
bsp_int_err_t R_BSP_InterruptWrite(bsp_int_src_t vector,  

bsp_int_cb_t callback); 

 
Parameters 

vector 

コールバックを登録する割り込みを指定(4.10.5 参照) 

callback 

割り込み発生時にコールされる関数へのポインタ(4.10.4 参照) 

Return Values 
BSP_INT_SUCCESS  /* コールバックの登録に成功 */ 

BSP_INT_ERR_INVALID_ARG /* 無効な割り込み要因を指定 */ 

Properties 
mcu_interrupts.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
割り込み用にコールバック関数を登録します。FIT_NO_FUNC、NULL や、無効な関数のアドレスがコー

ルバックの引数として渡された場合、それ以前に登録されたコールバックは全て登録が解除されます。 

本関数で処理される割り込み要求が発生した場合、割り込み処理は、有効なコールバック関数が登録され

ているかどうかを確認します。有効であることが確認されると、コールバック関数が呼び出されます。有効

であることが確認されなかった場合は、該当のフラグをクリアし、処理を終了します。 

割り込み処理に必要のなくなった登録済みのコールバック関数がある場合、ベクタのパラメータに

FIT_NO_FUNC を指定して、本関数を再度呼び出します。 
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Example 
/* Prototype for callback function. */ 
void bus_error_callback(void * pdata); 
 
void main (void) 
{ 
    bsp_int_err_t err; 
 
    /* Register bus_error_callback() to be called whenever a bus error occurs */ 
    err = R_BSP_InterruptWrite(BSP_INT_SRC_BUS_ERROR, bus_error_callback); 
 
    if (BSP_INT_SUCCESS != err) 
    { 
        /* Error in registering callback. Alert user. */ 
        ... 
    } 
} 
 
void bus_error_callback (void * pdata) 
{ 
    /* Bus error has occurred. Handle accordingly. */ 
    ... 
} 
 

Special Note: 
FIT_NO_FUNC で定義されたアドレスへのアクセスはバスエラーを発生させ、ユーザが認識しやすいの

で、NULL よりも FIT_NO_FUNC を使用する方が適しています。NULL は多くの場合 0 と解釈されますが、

0 は RX MCU では有効なアドレスです。 
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5.14 R_BSP_InterruptRead() 
この関数は、割り込み用のコールバック関数が登録されている場合、それを読み出します。 

Format 
bsp_int_err_t R_BSP_InterruptRead(bsp_int_src_t vector, 

bsp_int_cb_t * callback); 

 
Parameters 

vector 

コールバックを読み出す割り込みを指定(4.10.5 参照) 

callback 

コールバックのアドレスの格納先へのポインタ(4.10.4 参照) 

Return Values 
BSP_INT_SUCCESS                           /* コールバックのアドレスが正しく戻された */ 

BSP_INT_ERR_NO_REGISTERED_CALLBACK    /* 割り込み要因に対して、有効なコールバック関数

が登録されていない */ 

Properties 
mcu_interrupts.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
該当の割り込みに対してコールバック関数が登録済みの場合、そのコールバック関数のアドレスを戻しま

す。コールバック関数が登録されていない場合、エラーが戻され、callback のアドレスには何も格納されま

せん。 

Example 
void main (void) 
{ 
    bsp_int_err_t  err; 
    bsp_int_cb_t  user_callback; 
 
    /* Check if a callback function is registered */ 
    err = R_BSP_InterruptRead(BSP_INT_SRC_BUS_ERROR, &user_callback); 
 
    if (BSP_INT_SUCCESS == err) 
    { 
        /* Callback function registered. */ 
        ... 
    } 
    else 
    { 
        /* Callback function not registered. */ 
        ... 
    } 
 
    ... 
} 
 

Special Note: 
なし 
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5.15 R_BSP_InterruptControl() 
この関数は、様々な割り込み動作を制御します。 

Format 
bsp_int_err_t R_BSP_InterruptControl(bsp_int_src_t vector, 

bsp_int_cmd_t cmd, 
void *pdata) 

 
Parameters 

vector 

制御する割り込み(4.10.5 参照) 

割り込み制御コマンドが BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE コマンド、

BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE コマンドの場合はこの引数を使用しませんので 

“vector”には BSP_INT_SRC_EMPTY を設定してください。 

cmd 

割り込み制御コマンド(4.10.3 参照) 

pdata 

割り込み制御コマンドごとの引数へのポインタ。void*に型変換されます(4.9.3 参照)  

ほとんどの割り込み制御コマンドはこの引数を必要とせず、”pdata”には FIT_NO_PTR を取ります。 

割り込み制御コマンドが BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_ENABLE コマンドの場合はこの引

数にグループ割り込みの割り込み優先レベルを設定してください。 

割り込み制御コマンドが BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE コマンドの場合はこの引数に

現在のプロセッサ割り込み優先レベルを退避するための変数のアドレスを設定してください。 

割り込み制御コマンドが BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE コマンドの場合は

BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE コマンドで使用した変数のアドレスを設定してくださ

い。 

Return Values 
BSP_INT_SUCCESS                           /* 成功 */ 

BSP_INT_ERR_NO_REGISTERED_CALLBACK   /* 割り込み要因に対して、有効なコールバック

関数が登録されていません */ 

BSP_INT_ERR_INVALID_ARG                  /* 無効なコマンドです */ 

BSP_INT_ERR_UNSUPPORTED                /* サポートされていない処理です */ 

BSP_INT_ERR_GROUP_STILL_ENABLED       /* グループ割り込みの割り込み要求は許可されたまま

です */ 

BSP_INT_ERR_INVALID_IPL                   /* 割り込み優先レベルの値が不正です */ 

Properties 
mcu_interrupt.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数では、割り込み用コールバック関数の呼び出しやバスエラー割り込み、浮動小数点例外、NMI 端

子割り込み、グループ割り込み(IER)などの割り込み許可/禁止の制御、プロセッサ割り込み優先レベルの制

御による割り込み許可/禁止を行います。 
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割り込み制御コマンドを BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_ENABLE にした場合、グループ割り込

みの割り込み要求(IER)を許可するほかに割り込み優先レベルを設定します。現在よりも低い割り込み優先

レベルには設定できません。 

割り込み制御コマンドを BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_DISABLE にした場合、グループ割り込

みの割り込み要求(IER)を禁止します。なお、グループ化された割り込み要因の割り込み要求(GEN)をすべて

禁止にしないと、グループ割り込みの割り込み要求(IER)は禁止になりません。 

 

割り込み制御コマンドを BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE にした場合、現在のプロセッサ割

り込み優先レベルを引数の pdata で指定されたアドレスに退避し、プロセッサ割り込み優先レベルの制御に

より割り込みを禁止にします。設定されるプロセッサ割り込み優先レベルの値は BSP_CFG_FIT_IPL_MAX
の値になります。 

割り込み制御コマンドを BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE にした場合、pdata で指定されたア

ドレスに格納されている値をプロセッサ割り込み優先レベルに設定することで割り込みを許可にします。 
 

これらの２つのコマンドはスーパバイザモードでのみ有効です。ユーザモードで

BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE コマンド、BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE コマ

ンドを実行した場合、プロセッサ割り込み優先レベルの制御は行わず、エラーコード

BSP_INT_ERR_UNSUPPORTED を返します。 
 
Example 
 Case 1:グループ割り込み要求を許可する 

bsp_int_err_t err; 
bsp_int_ctrl_t int_ctrl; 

 
err = BSP_INT_SUCCESS; 
int_ctrl.ipl = 0x0A; 

 
err = R_BSP_InterruptControl(BSP_INT_SRC_BL0_SCI0_TEI0, 

BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_ENABLE,  
&int_ctrl); 

 
if (BSP_INT_SUCCESS != err) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 

Case 2:グループ割り込み要求を禁止する 

bsp_int_err_t err; 
 

err = BSP_INT_SUCCESS; 
 

err = R_BSP_InterruptControl(BSP_INT_SRC_BL0_SCI0_TEI0, 
BSP_INT_CMD_GROUP_INTERRUPT_DISABLE,  
FIT_NO_PTR); 

 
if (BSP_INT_SUCCESS != err) 
{ 

/* NG processing */ 
} 
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Case 3: プロセッサ割り込み優先レベルの制御による割り込みを禁止/許可する 

bsp_int_err_t err; 
bsp_int_ctrl_t int_ctrl; 

 
err = BSP_INT_SUCCESS; 

 
err = R_BSP_InterruptControl(BSP_INT_SRC_EMPTY, 

BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE,  
&int_ctrl); 

 
if (BSP_INT_SUCCESS != err) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 
    /* BEGIN CRITICAL SECTION. */ 
 
    /* Execute critical section. */ 
    .... 
 
    /* END CRITICAL SECTION. */ 
 

err = R_BSP_InterruptControl(BSP_INT_SRC_EMPTY, 
BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE,  
&int_ctrl); 

 
if (BSP_INT_SUCCESS != err) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 

Special Note: 
BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE コマンド、BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE コ

マンドはクリティカルセクションにおけるアトミック性を確保するために使用できます。 

ただし、これらのコマンドはスーパバイザモードでのみ有効です。ユーザモードで実行した場合、プロ

セッサ割り込み優先レベルの制御は行わず、エラーコード BSP_INT_ERR_UNSUPPORTED を返します。 

 

使用例を紹介します。 

ケース 1:モジュールストップコントロールレジスタ X (X = A～D)アクセスによるモジュールストップ遷移

やモジュールストップ解除処理。 

複数の周辺機能に関する設定ビットが１つのレジスタに集約されているレジスタになっているため、複数

の周辺機能の FIT モジュールから同時にアクセスされる可能性があります。 

アクセス中に他の周辺機能の処理に割り込まれ同じレジスタが操作されてしまうと割り込みから復帰した

後、割り込み前のアクセス処理を再開した時に割り込み前のレジスタ値を元に書き換えるため、割り込み処

理で変更された内容が消えてしまいます。 

 

ケース 2:グループ XXX 割り込み要求レジスタ(XXX = BE0, BL0, BL1, AL0 等)アクセスによる割り込み要

因の許可、禁止 

このレジスタも複数の周辺機能に関する設定ビットが１つのレジスタに集約されているレジスタになって

いるため、複数の周辺機能の FIT モジュールから同時にアクセスされる可能性があります。 
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ケース 3:共有資源のアクセス処理(カウンタ等読み出しと書き換えを行う処理) 

共有資源も複数の処理や複数の周辺機能の FIT モジュールから同時にアクセスされる可能性があります。 

アクセス中に他の処理に割り込まれると割り込み発生時の共有資源の情報がスタックに退避され、割り込

み処理が実行されます。割り込み処理の中で同じ共有資源が操作されると、共有資源の情報が更新され割り

込み処理が終了します。アクセス処理を再開した時、共有資源はスタックから復帰した情報を元に書き換え

られます。そのため、割り込み処理で変更された内容が消えてしまいます。 

 

これらのケースはすべてクリティカルセクションになるため、アトミック性を確保する必要があります。 
 

BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE コマンド、BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE コ

マンドでポインタ引数に NULL と同じ値を設定すると、パラメータチェックにより戻り値がエラーとなりま

す。詳細は 4.4.2 RAM の配置に関する制限事項を参照してください。 
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5.16 R_BSP_SoftwareDelay() 
この関数は、指定した単位の時間だけ遅延させてから戻ります。 

Format 
bool R_BSP_SoftwareDelay(uint32_t delay, bsp_delay_units_t units) 

 
Parameters 

delay 

遅延させる単位の数値 

units 

指定した単位のベース(4.10.6 参照) 

Return Values 
true  /* 遅延が実行された場合 */ 

false  /* delay/units の組み合わせがオーバフロー／アンダフローになる場合 */ 

Properties 
r_bsp_common.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
これは、特定の待ち時間を実装するためにすべての MCU ターゲットに対して呼ぶことのできる関数で

す。 

実際の遅延時間は指定した時間にオーバヘッドを加えたものになります。オーバヘッドはコンパイラ、動

作周波数、ROM キャッシュなどの影響で変化します。動作周波数が低い、または指定した単位時間がμ秒

レベルの場合は誤差が大きくなるので、ご注意ください。 
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Example 
bool ret; 

 
/* Delay 5 seconds before returning */ 
ret = R_BSP_SoftwareDelay(5, BSP_DELAY_SECS); 

 
if (true != ret) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 
/* Delay 5 milliseconds before returning */ 
ret = R_BSP_SoftwareDelay(5, BSP_DELAY_MILLISECS); 

 
if (true != ret) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 
/* Delay 50 microseconds before returning */ 
ret = R_BSP_SoftwareDelay(50, BSP_DELAY_MICROSECS); 

 
if (true != ret) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 

Special Note: 
なし 
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5.17 R_BSP_GetIClkFreqHz() 
この関数は、システムクロックの周波数を返します。 

Format 
uint32_t R_BSP_GetIClkFreqHz(void) 

 
Parameters 
なし 

Return Values 
r_bsp が設定するシステムクロックの周波数 

Properties 
r_bsp_common.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数は、システムクロックの周波数を返します。例えば、システムクロックが 120MHz になるように 

r_bsp_config_h を設定します。このとき、r_bsp によるクロック設定終了後、ユーザがシステムクロックを

60MHz に変更した場合、関数の戻り値は‘60000000’となります。 

Example 
uint32_t iclk; 
 
iclk = R_BSP_GetIClkFreqHz(); 

 

Special Note: 
なし 
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5.18 R_BSP_StartupOpen() 
この関数は、BSP および周辺 FIT モジュールを使用するために必要な設定をします。BSP のスタート

アップを無効化する場合のみ呼び出してください。 

Format 
void R_BSP_StartupOpen(void) 

 
Parameters 
なし 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_mcu_startup.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数では、BSP の変数の初期化、割り込みコールバックの初期化、レジスタ保護の初期化、ハード

ウェアと端子の初期化を行います。これらの処理は BSP および周辺 FIT モジュールを使用するために必要

な処理です。そのため、main 関数の先頭でこの関数を呼び出してください。 

この関数は、BSP のスタートアップを無効にする場合のみ呼び出してください。 

Example 
void main (void) 
{ 
    R_BSP_StartupOpen(); 
 
    ... 
} 
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Special Note: 
R_BSP_StartupOpen 関数ではスタートアップ関数の処理の一部を行っています。以下にその内容を示し

ます。 

  
図 5.2 R_BSP_StartupOpen 関数の処理 

  

注1: MCUによって、この手順はスキップされます。

注2: r_bsp_config.hの設定によって、動作は異なります。

R_BSP_StartupOpen 関数

割り込みコールバックを初期化
bsp_interrupt_open()

ハードウェアと端子の初期化
hardware_setup()

レジスタ保護の初期化
bsp_register_protect_open()

return

スタートアップ 関数

スタックアドレスを設定

FPUの初期化 (注1) 

システムクロックを設定
mcu_clock_setup()

C ランタイム環境を初期化
_INITSCT()

STDIOライブラリを初期化 (注2)

割り込みコールバックを初期化
bsp_interrupt_open()

バス優先度の初期化 (注2)
bsp_bus_priority_initialize()

PSWの初期化

ユーザモードへ遷移 (注2)

main関数へジャンプ

レジスタ保護の初期化
bsp_register_protect_open()

割り込みベクタテーブルの

先頭アドレスを設定

例外ベクタテーブルの

先頭アドレスを設定 (注1) 

ウォームスタート関数(PRE) (注2)
User_Warm_start_func_pre()

ウォームスタート関数(POST) (注2)
User_Warm_start_func_post()

STDIOライブラリをクローズ (注2)

BSPの変数を初期化
bsp_ram_initialize()

倍精度浮動小数点コプロセッサの初期化 
(注1) 

三角関数演算器の初期化 (注1) 

BSPの変数を初期化
bsp_ram_initialize()

三角関数演算器の初期化 (注1) 

VBATT電圧安定待ち (注1) 
vbatt_voltage_stability_wait()

ハードウェアと端子の初期化
hardware_setup()



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 87 of 216 
Sep.12.25  

5.19 R_BSP_VoltageLevelSetting() 
この関数は、RX26T、RX660、RX66T および RX72T 専用の API 関数です。USB、AD、RIIC 等の周辺モ

ジュールを使用するために設定が必要な電圧レベル設定レジスタ(VOLSR)を設定します。必要に応じてレジ

スタの設定を変更する場合のみこの関数を呼び出してください。 

Format 
bool R_BSP_VoltageLevelSetting(uint8_t ctrl_ptn) 

 
Parameters 

cntl_ptn 

レジスタ設定パターン 

- 次の設定パターンは、同時指定ができません。 
その他のパターンで同時指定する場合は、“|”(OR)を用いてください。 
・“BSP_VOL_USB_POWEROFF”と“BSP_VOL_USB_POWERON” 
・“BSP_VOL_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT”と“BSP_VOL_AD_NEGATIVE_ 
_VOLTAGE_NOINPUT” 
・“BSP_VOL_RIIC_4_5V_OROVER”と“BSP_VOL_RIIC_UNDER_4_5V” 

 
#define BSP_VOL_USB_POWEROFF         (0x01)  /* USBVON ビットを“0”に更新す

る */ 
#define BSP_VOL_USB_POWERON         (0x02)  /* USBVON ビットを“1”に更新す

る */ 
#define BSP_VOL_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_INPUT (0x04)  /* PGAVLS ビットを“0”に更新す

る */ 
#define BSP_VOL_AD_NEGATIVE_VOLTAGE_NOINPUT (0x08) /* PGAVLS ビットを“1”に更新する */ 
#define BSP_VOL_RIIC_4_5V_OROVER     (0x10) /* RICVLS ビットを“0”に更新する */ 
#define BSP_VOL_RIIC_UNDER_4_5V        (0x20) /* RICVLS ビットを“1”に更新する */ 

Return Values 
true  /* 処理が実行されレジスタ設定が正常に更新された */ 

false  /* 以下の条件で関数が呼び出され、レジスタ設定が更新されなかった */ 

- 同時指定できない設定パターンが指定された 
- USB のモジュールストップ状態が解除されている状態で USB に関する設定パターンを指定された 
- AD のモジュールストップ状態が解除されている状態で AD に関する設定パターンを指定された 
- RIIC のモジュールストップ状態が解除されている状態で RIIC に関する設定パターンを指定された 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数では、USB、AD、RIIC 等の周辺モジュールを使用するために設定が必要な電圧レベル設定レジ

スタ(VOLSR)の初期化を行います。USB に関する設定パターンを指定して関数を呼び出すときは、USB の

モジュールストップ状態を解除する前に関数を呼び出してください。AD に関する設定パターンを指定して

関数を呼び出すときは、AD(ユニット 0、ユニット 1)のモジュールストップ状態を解除する前に関数を呼び

出してください。RIIC に関する設定パターンを指定して関数を呼び出すときは、RIIC のモジュールストッ

プ状態を解除する前に関数を呼び出してください。USB のモジュールストップ状態が解除された後に USB
に関する設定パターンを指定して関数を呼び出した場合、関数は戻り値として false を返し、レジスタ設定

を更新しません。AD(ユニット 0、ユニット 1)のモジュールストップ状態が解除された後に AD に関する設

定パターンを指定して関数を呼び出した場合、関数は戻り値として false を返し、レジスタ設定を更新しま

せん。また、RIIC のモジュールストップ状態が解除された後に RIIC に関する設定パターンを指定して関数

を呼び出した場合も関数は戻り値として false を返し、レジスタ設定を更新しません。BSP では 3.2.11 
MCU 電圧および 3.2.14 AD の端子への負電圧入力設定のマクロ設定に応じた初期設定を行います。 
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Example 
void main (void) 
{ 

bool ret; 
 

/* USBVON bit set to 1. */ 
    ret = R_BSP_VoltageLevelSetting(BSP_VOL_USB_POWERON);  

if (true != ret) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 
    ... 
 

/* PGAVLS and USBVON bit set to 0. */ 
    ret = R_BSP_VoltageLevelSetting(BSP_VOL_AD_NEGATIVE_VPLTAGE_NOINPUT | 
BSP_VOL_USB_POWEROFF); 

if (true != ret) 
{ 

/* NG processing */ 
} 

 
    ... 
} 

 
Special Note: 
なし 
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5.20 R_BSP_InterruptRequestEnable() 
この関数は、指定された割り込みを許可します。 

Format 
void R_BSP_InterruptRequestEnable (uint32_t vector) 

 
Parameters 

vector 

割り込みベクタ番号 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_interrupts.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
指定された割り込みを許可します。引数のベクタ番号から該当する IER[m].IEN[j]を算出し、そのビットに

1 をセットします。 

引数「vecter」には iodefine.h で定義されているマクロを使用することができます。Example に使用例を

示します。 

Example 
void main(void) 
{ 

/* Enable interrupt of CMT0. */ 
R_BSP_InterruptRequestEnable(VECT(CMT0, CMI0)); 

} 
 

Special Note: 
引数「vector」を即値で記述する場合は 0-255 の範囲で指定してください。 

引数に予約されている割り込み要因のベクタ番号を設定しないでください。 
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5.21 R_BSP_InterruptRequestDisable() 
この関数は、指定された割り込みを禁止します。 

Format 
void R_BSP_InterruptRequestDisable (uint32_t vector) 

 
Parameters 

vector 

割り込みベクタ番号 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_interrupts.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
指定された割り込みを禁止します。引数のベクタ番号から該当する IER[m].IEN[j]を算出し、そのビットを

0 にクリアします。 

引数「vecter」には iodefine.h で定義されているマクロを使用することができます。Example に使用例を

示します。 

Example 
void main(void) 
{ 

/* Disable interrupt of CMT0. */ 
R_BSP_InterruptRequestDisable(VECT(CMT0, CMI0)); 

} 
 

Special Note: 
引数「vector」を即値で記述する場合は 0-255 の範囲で指定してください。 

引数に予約されている割り込み要因のベクタ番号を設定しないでください。 
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5.22 R_BSP_ConfigClockSetting() 
この関数は、RX23W 専用の API 関数です。Bluetooth® Low Energy プロトコル スタック ベーシック 

パッケージで使用されます。 

Format 
void R_BSP_ConfigClockSetting (void) 

 
Parameters 
なし 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_clock.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
特定の条件の時、Bluetooth® Low Energy プロトコル スタック ベーシック パッケージが本関数を使用

してクロックの設定をします。 

詳細は Bluetooth® Low Energy プロトコル スタック ベーシック パッケージ ユーザーマニュアル

(R01UW0205)をご参照ください。 

Special Note: 
なし 
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5.23 R_BSP_SoftwareReset() 
ソフトウェアリセットを行います。 

Format 
void R_BSP_SoftwareReset (void) 

 
Parameters 
なし 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_cpu.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
関数を実行するとソフトウェアリセットレジスタ(SWRR)の制御によるソフトウェアリセットを行いま

す。 

Example 
void main (void) 
{ 
    ... 
 
    R_BSP_SoftwareReset(); 
 
    ... 
} 
 

Special Note: 
CPU のプロセッサモードの設定によって本 API の動作は変わります。スーパバイザモードのときは本関

数内でアクセスするソフトウェアリセットレジスタ(SWRR)に対するアトミック性は確保されますが、ユー

ザモードのときはソフトウェアリセットレジスタ(SWRR)に対するアトミック性は確保されません。詳細は

5.8 R_BSP_RegisterProtectDisable()を参照ください。 
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5.24 R_BSP_VbattInitialSetting() 
この関数は、RX230、RX231 および RX23W 専用の API 関数です。バッテリバックアップ機能(VBATT)

の初期設定を行います。 

Format 
void R_BSP_VbattInitialSetting (void) 

 
Parameters 
なし 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_vbatt.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
バッテリバックアップ機能(VBATT)の初期設定を行います。この処理は BSP および周辺 FIT モジュール

を使用するために必要な処理です。 

この関数は、以下の条件をすべて満たす場合のみ呼び出してください。 

・BSP のスタートアップを無効にする(3.2.12 参照) 

・バッテリバックアップ機能(VBATT)を使用しない(3.2.18 参照) 

・RTC 関連のレジスタにアクセスする 

この関数は RTC 関連のレジスタにアクセスする前に呼び出してください。 

Example 
    ... 
 
    R_BSP_VbattInitialSetting(); 
 
    /* Access to RTC registers. */ 
    .... 
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Special Note: 
R_BSP_VbattInitialSetting 関数ではスタートアップ関数の処理の一部を行っています。この関数は BSP

のスタートアップを無効、かつバッテリバックアップ機能(VBATT)を使用しない場合有効になります。以下

にその内容を示します。 

 
図 5.3 R_BSP_VbattInitialSetting 関数の処理 

 
  

注1: MCUによって、この手順はスキップされます。

注2: r_bsp_config.hの設定によって、動作は異なります。

R_BSP_VbattInitialSetting 関数

return

スタートアップ 関数

スタックアドレスを設定

FPUの初期化 (注1) 

システムクロックを設定
mcu_clock_setup()

C ランタイム環境を初期化
_INITSCT()

STDIOライブラリを初期化 (注2)

割り込みコールバックを初期化
bsp_interrupt_open()

バス優先度の初期化 (注2)
bsp_bus_priority_initialize()

PSWの初期化

ユーザモードへ遷移 (注2)

main関数へジャンプ

レジスタ保護の初期化
bsp_register_protect_open()

割り込みベクタテーブルの

先頭アドレスを設定

例外ベクタテーブルの

先頭アドレスを設定 (注1) 

ウォームスタート関数(PRE) (注2)
User_Warm_start_func_pre()

ウォームスタート関数(POST) (注2)
User_Warm_start_func_post()

STDIOライブラリをクローズ (注2)

BSPの変数を初期化
bsp_ram_initialize()

倍精度浮動小数点コプロセッサの初期化 
(注1) 

三角関数演算器の初期化 (注1) 

VBATT電圧安定待ち (注1) 
vbatt_voltage_stability_wait()

VBATT電圧安定待ち (注1) 
vbatt_voltage_stability_wait()

ハードウェアと端子の初期化
hardware_setup()
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5.25 R_BSP_SoftwareInterruptOpen() 
この関数は、ソフトウェア割り込みを初期化します。 

Format 
e_bsp_swint_err_t R_BSP_SoftwareInterruptOpen(e_bsp_swint_unit_t unit) 

 
Parameters 

unit 

ソフトウェア割り込みユニット(4.10.7 参照) 

Return Values 
BSP_SWINT_SUCCESS                 /* 成功 */ 

BSP_SWINT_ERR_INVALID_UNIT        /* 無効なユニットを指定 */ 

BSP_SWINT_ERR_ALREADY_OPEN     /* ハードウェアロックに失敗 */ 

Properties 
r_bsp_software_interrupt.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数は、ハードウェアロック、アクセス制御ステータスリセット、割り込み要求(IR)クリア、割り込

み優先レベル(IPR)初期化、ソフトウェア割り込み中の多重割り込みステータス許可、タスクバッファの初

期化、割り込み(IEN)許可を実行します。 

Example 
e_bsp_swint_err_t err; 
 
err = R_BSP_SoftwareInterruptOpen(BSP_SWINT_UNIT1); 
 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
 

Special Note: 
この関数は、コンフィギュレーションマクロでソフトウェア割り込みを使用する設定にした場合のみ使用

できます。 

r_bsp_config.h の BSP_CFG_SWINT_UNITn_ENABLE が”1”の場合、この関数は BSP のスタートアップ

で自動的に呼ばれます。 
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5.26 R_BSP_SoftwareInterruptClose() 
この関数は、ソフトウェア割り込みを終了させます。 

Format 
e_bsp_swint_err_t R_BSP_SoftwareInterruptClose(e_bsp_swint_unit_t unit) 

 
Parameters 

unit 

ソフトウェア割り込みユニット(4.10.7 参照) 

Return Values 
BSP_SWINT_SUCCESS                 /* 成功 */ 

BSP_SWINT_ERR_INVALID_UNIT        /* 無効なユニットを指定 */ 

BSP_SWINT_ERR_NOT_CLOSED       /* ハードウェアアンロックに失敗 */ 

Properties 
r_bsp_software_interrupt.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数は、ハードウェアアンロック、割り込み(IEN)禁止、割り込み要求(IR)クリア、タスクバッファの

初期化、多重割り込みステータス禁止を実行します。 

Example 
e_bsp_swint_err_t err; 
 
err = R_BSP_SoftwareInterruptClose(BSP_SWINT_UNIT1); 
 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
 

Special Note: 
この関数は、コンフィギュレーションマクロでソフトウェア割り込みを使用する設定にした場合のみ使用

できます。R_BSP_SoftwareInterruptOpen 関数を実行した後に使用してください。 

 

R_BSP_SoftwareInterruptSetTask 関数またはソフトウェア割り込み関数(bsp_swint_execute_task)がアク

セス制御権を取得しているときに、割り込みを発生させて、割り込み内で本関数を呼び出すとタスクバッ

ファが正しく制御されなくなることがあります。割り込み内で本関数を使用する場合は、

R_BSP_SoftwareInterruptControl 関数の BSP_SWINT_CMD_CLEAR_ALL_TASK コマンドで全タスクをク

リアしてから本関数を呼び出してください。 
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5.27 R_BSP_SoftwareInterruptSetTask() 
この関数は、ソフトウェア割り込みタスクバッファにタスクをセットします。 

Format 
e_bsp_swint_err_t R_BSP_SoftwareInterruptSetTask(e_bsp_swint_unit_t unit, 

st_bsp_swint_task_t set_task) 

 
Parameters 

unit 

ソフトウェア割り込みユニット(4.10.7 参照) 

set_task 

ソフトウェア割り込みタスク(4.10.11 参照) 

Return Values 
BSP_SWINT_SUCCESS                     /* 成功 */ 

BSP_SWINT_ERR_INVALID_UNIT            /* 無効なユニットを指定 */ 

BSP_SWINT_ERR _INVALID_TASK           /* 無効なタスクのポインタを指定 */  

BSP_SWINT_ERR _FULL_BUFFER           /* タスクバッファフル */ 

BSP_SWINT_ERR _ACCESS_REJECTION    /* アクセス制御権の取得に失敗 */ 

Properties 
r_bsp_software_interrupt.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数は、ソフトウェア割り込みタスクバッファに引数で指定したタスクをセットします。タスクを

セットした後、ソフトウェア割り込みが発生します。タスクバッファに空きがない場合、タスクはセットさ

れません。 
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Example 
typedef struct st_check_swint 
{ 
    uint8_t cnt; 
} st_check_swint_t; 
 
void main (void) 
{ 

e_bsp_swint_err_t err; 
st_bsp_swint_task_t swint_task; 
st_check_swint_t check_swint; 
 
/* Initialize arguments. */ 
swint_task.status = BSP_SWINT_TASK_STATUS_NO_REQUEST; 
swint_task.p_taskAddr = task_func; 
swint_task.p_context = &check_swint; 
 
check_swint.cnt = 0; 
 
/* Set the software interrupt task. */ 
err = R_BSP_SoftwareInterruptSetTask(BSP_SWINT_UNIT1, swint_task); 
 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
 
while (0 == check_swint.cnt) 
{ 
    /* Wait software interrupt */ 
} 
 
while (1); 

} 
 
static void task_func (void * p_args) 
{ 

st_check_swint_t *p_check_swint; 
 
p_check_swint = (st_check_swint_t *)p_args; 
p_check_swint->cnt++; 

} 
 

Special Note: 
この関数は、コンフィギュレーションマクロでソフトウェア割り込みを使用する設定にした場合のみ使用

できます。R_BSP_SoftwareInterruptOpen 関数を実行した後に使用してください。 

アクセス制御権を取得できない場合はウェイト期間を設けて、再度関数を呼び出してください。他の処理

がアクセス制御権を取得している状態で割り込みが発生した場合、割り込み処理内でアクセス制御権を取得

することはできません。そのため、割り込み処理内でアクセス制御権取得のためにポーリングを実行すると

デッドロックします。 
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5.28 R_BSP_SoftwareInterruptControl() 
この関数は、ソフトウェア割り込みを制御します。 

Format 
e_bsp_swint_err_t R_BSP_SoftwareInterruptControl(e_bsp_swint_unit_t unit, 

e_bsp_swint_cmd_t const cmd, 
void * const p_args) 

 
Parameters 

unit 

ソフトウェア割り込みユニット(4.10.7 参照)  

cmd 

ソフトウェア割り込み制御コマンド(4.10.8 参照) 

p_args 

ソフトウェア割り込み制御コマンドごとの引数へのポインタ(4.10.9 参照)  

ソフトウェア割り込み制御コマンドに応じた引数の型を設定してください。引数を必要としないコマ

ンドでは、FIT_NO_PTR を設定してください。 

Return Values 
ソフトウェア割り込みエラーコード(4.11.2 参照) 

Properties 
r_bsp_software_interrupt.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
この関数はコマンドに応じたソフトウェア割り込み制御を実行します。各コマンドの動作は下表を参照し

てください。 

コマンド 動作 引数(p_args)の型 

BSP_SWINT_CMD_GET_INTE
RRUPT_INFORMATION 

割り込み優先レベル(IPR)、割り込み状

態(IEN)、割り込み要求(IR)、多重割り込

みステータスを取得します。 

st_bsp_swint_int_info_t 

BSP_SWINT_CMD_ENABLE_I
NTERRUPT 

割り込み(IEN)を許可します。 FIT_NO_PTR 

BSP_SWINT_CMD_DISABLE_I
NTERRUPT 

割り込み(IEN)を禁止します。 FIT_NO_PTR 

BSP_SWINT_CMD_SET_INTE
RRUPT_PRIORITY 

指定した割り込み優先レベル(IPR)を設

定します。 
uint8_t 

BSP_SWINT_CMD_SET_INTE
RRUPT_REQUEST 

割り込み要求(IR)をセットします。 FIT_NO_PTR 

BSP_SWINT_CMD_CLEAR_IN
TERRUPT_REQUEST 

割り込み要求(IR)をクリアします。 FIT_NO_PTR 

BSP_SWINT_CMD_ENABLE_N
ESTED_INTERRUPT 

多重割り込みステータスを許可にしま

す。 
FIT_NO_PTR 

BSP_SWINT_CMD_DISABLE_
NESTED_INTERRUPT 

多重割り込みステータスを禁止にしま

す。 
FIT_NO_PTR 

BSP_SWINT_CMD_CLEAR_TA
SK(注 1) (注 2) 

指定したタスクバッファをクリアしま

す。タスクステータスがタスク実行中で

あるタスクバッファはクリアされませ

ん。タスクがクリアされた場合、ソフト

ウェア割り込みは発生しますが、タスク

は実行されません。 

st_bsp_swint_task_buffer_t 
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コマンド 動作 引数(p_args)の型 

BSP_SWINT_CMD_CLEAR_AL
L_TASK(注 1) 

全タスクバッファをクリアします。タス

クステータスがタスク実行中であるタス

クがあった場合、タスクバッファはクリ

アされません。また、この場合ソフト

ウェア割り込みが発生します。 

FIT_NO_PTR 

BSP_SWINT_CMD_GET_ALL_
TASK_STATUS 

全タスクバッファの状態を取得します。 st_bsp_swint_task_t 

BSP_SWINT_CMD_GET_USE
D_BUFFER 

使用しているタスクバッファ数を取得し

ます。 
uint8_t 

BSP_SWINT_CMD_GET_UNU
SED_BUFFER 

使用していないタスクバッファ数を取得

します。 
uint8_t 

注 1. このコマンドはタスクバッファの制御を行います。コマンド実行時にタスクバッファのアクセス制

御権を取得できなければ、エラーを返します。 

注 2. タスクバッファクリア直後、使用しているタスクバッファ数の情報は更新されません。タスクがク

リアされソフトウェア割り込みが発生した後、使用しているタスクバッファ数の情報が更新されま

す。 

 

Example 
Case 1: BSP_SWINT_CMD_GET_INTERRUPT_INFORMATION 

e_bsp_swint_err_t err; 
st_bsp_swint_int_info_t swint_info; 
 
/* Initialize arguments. */ 
swint_info.ipr = 0; 
swint_info.ien = 0; 
swint_info.ir = 0; 
swint_info.nested_int = 0; 
 
/* Get the software interrupt information. */ 
err = R_BSP_SoftwareInterruptControl(BSP_SWINT_UNIT1, 

BSP_SWINT_CMD_GET_INTERRUPT_INFORMATION, 
&swint_info); 

 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
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Case 2: BSP_SWINT_CMD_SET_INTERRUPT_PRIORITY 

e_bsp_swint_err_t err; 
uint8_t swint_ipr; 
 
/* Initialize arguments. */ 
swint_ipr = 9; 
 
/* Set the software interrupt priority. */ 
err = R_BSP_SoftwareInterruptControl(BSP_SWINT_UNIT1, 

BSP_SWINT_CMD_SET_INTERRUPT_PRIORITY, 
&swint_ipr); 

 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
 
Case 3: BSP_SWINT_CMD_CLEAR_TASK 

e_bsp_swint_err_t err; 
st_bsp_swint_task_buffer_t task_buf; 
 
/* Initialize arguments. */ 
task_buf.number = 2; 
 
/* Clear the software interrupt task. */ 
err = R_BSP_SoftwareInterruptControl(BSP_SWINT_UNIT1, 

BSP_SWINT_CMD_CLEAR_TASK, 
&task_buf); 

 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
 

Case 4: BSP_SWINT_CMD_GET_ALL_TASK_STATUS 

uint32_t i; 
e_bsp_swint_err_t err; 
st_bsp_swint_task_t check_swint_task[(BSP_CFG_SWINT_TASK_BUFFER_NUMBER+1)]; 
 
/* Initialize arguments. */ 
for (i=0; i<(BSP_CFG_SWINT_TASK_BUFFER_NUMBER+1); i++) 
{ 
    check_swint_task[i].status = BSP_SWINT_TASK_STATUS_NO_REQUEST; 
    check_swint_task[i].p_taskAddr = FIT_NO_FUNC; 
    check_swint_task[i].p_context = FIT_NO_PTR; 
} 
 
/* Clear the software interrupt task. */ 
err = R_BSP_SoftwareInterruptControl(BSP_SWINT_UNIT1, 

BSP_SWINT_CMD_GET_ALL_TASK_STATUS, 
check_swint_task); 

 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
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Case 5: BSP_SWINT_CMD_GET_USED_BUFFER 

e_bsp_swint_err_t err; 
uint8_t used_buf; 
 
/* Initialize arguments. */ 
used_buf = 0; 
 
/* Set the software interrupt priority. */ 
err = R_BSP_SoftwareInterruptControl(BSP_SWINT_UNIT1, 

BSP_SWINT_CMD_GET_USED_BUFFER, 
&used_buf); 

 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
 
Case 6: BSP_SWINT_CMD_GET_UNUSED_BUFFER 

e_bsp_swint_err_t err; 
uint8_t unused_buf; 
 
/* Initialize arguments. */ 
unused_buf = 0; 
 
/* Set the software interrupt priority. */ 
err = R_BSP_SoftwareInterruptControl(BSP_SWINT_UNIT1, 

BSP_SWINT_CMD_GET_UNUSED_BUFFER, 
&unused_buf); 

 
if (BSP_SWINT_SUCCESS != err) 
{ 
    /* NG processing */ 
} 
 

Special Note: 
この関数は、コンフィギュレーションマクロでソフトウェア割り込みを使用する設定にした場合のみ使用

できます。R_BSP_SoftwareInterruptOpen 関数を実行した後に使用してください。 
ソフトウェア割り込み中に割り込み優先レベル(IPR)を変更しないでください。 
BSP_SWINT_CMD_SET_INTERRUPT_PRIORITY コマンド実行時は、R_BSP_InterruptControl 関数のプ

ロセッサ割り込み優先レベルの制御による割り込み許可／禁止機能を用いて割り込み優先レベル(IPR)を設

定するために一時的に割り込みが禁止になります。 
アクセス制御権を取得できない場合はウェイト期間を設けて、再度関数を呼び出してください。他の処理

がアクセス制御権を取得している状態で割り込みが発生した場合、割り込み処理内でアクセス制御権を取得

することはできません。そのため、割り込み処理内でアクセス制御権取得のためにポーリングを実行すると

デッドロックします。 

 
  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 103 of 216 
Sep.12.25  

5.29 R_BSP_ClockReset_Bootloader() 
MCU のクロック設定をリセット状態に戻します。 

Format 
void R_BSP_ClockReset_Bootloader (void) 

 
Parameters 
なし 

Return Values 
なし 

Properties 
r_bsp_common.h にプロトタイプ宣言されています。 

Description 
関数を実行すると MCU のクロック設定をリセット状態に戻します。システムクロックは LOCO に戻りま

す。 

Example 
void main (void) 
{ 
    ... 
 
    R_BSP_ClockReset_Bootloader(); 
 
    ... 
} 
 

Special Note: 
この関数はブートローダのためだけのものです。この関数はブートローダプロジェクトで

（BSP_CFG_BOOTLOADER_PROJECT が”1”のとき）のみ有効になります。r_bsp_config.h のデフォルト

のクロック設定を想定しています。もし、r_bsp_config.h のクロック設定がデフォルト状態ではない場合、

クロックの種類によってはリセット状態に戻らないものがあります。 
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6. 組み込み関数 
本モジュールではコンパイラ依存なく組み込み関数を使用できるように共通マクロが定義されています。

共通マクロは使用するコンパイラを判断して、各コンパイラの組み込み関数に置き換わります。共通マクロ

は r_rx_intrinsic_functions.h に定義されています。本モジュールで使用できる共通マクロを表 6.1～表 6.8 に

示します。 

組み込み関数の引数と戻り値の型はコンパイラによって異なることがあり、共通マクロでは CCRX に合

わせて引数と戻り値の型をキャストしています。 

 

Example 
#include “platform.h”     /* r_rx_intrinsic_functions.h をインクルード */ 
 
void main (void) 
{ 
    /* 引数と戻り値の型は CCRX の組み込み関数に合わせて宣言します */ 
    unsigned long  args = 0x12345678; 
    unsigned long  ret; 
 
    ret = R_BSP_REVW(args); 
} 

 

一部のコンパイラではサポートされていない組み込み関数があります。それらの関数は BSP の API 関数

で代替します。表の種類が”○”の場合、共通マクロは組み込み関数に置き換わります。表の種類が” BSP 
API”の場合、共通マクロは BSP の API 関数に置き換わります。 

組み込み関数の仕様、使い方については各コンパイラのマニュアルを確認してください。 

 

表 6.1 組み込み関数の共通マクロ(1/8) 

Common Macros Compiler Functions Category 

R_BSP_MAX(x, y) ccrx signed long max(signed long data1, signed long data2) ○ 

 gnuc signed long R_BSP_Max(signed long data1, signed long 

data2) 

BSP API 

 iccrx signed long   __MAX(signed long, signed long) ○ 

R_BSP_MIN(x, y) ccrx signed long min(signed long data1, signed long data2) ○ 

 gnuc signed long R_BSP_Min(signed long data1, signed long 
data2) 

BSP API 

 iccrx signed long   __MIN(signed long, signed long) ○ 

R_BSP_REVL(x) ccrx unsigned long revl(unsigned long data) ○ 

 gnuc uint32_t __builtin_bswap32(uint32_t x) ○ 

 iccrx unsigned long __REVL(unsigned long) ○ 

R_BSP_REVW(x) ccrx unsigned long revw(unsigned long data) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_revw(int) ○ 

 iccrx unsigned long __REVW(unsigned long) ○ 
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表 6.2 組み込み関数の共通マクロ(2/8) 

Common Macro Compiler Functions Category 

R_BSP_EXCHANGE(x, 

y) 

ccrx void xchg(signed long *data1, signed long *data2) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_xchg (int *, int *) ○ 

 iccrx void _builtin_xchg(signed long *, signed long *) ○ 

R_BSP_RMPAB(w, x, 
y, z) 

ccrx long long rmpab(long long init, unsigned long count, 
signed char *addr1, signed char *addr2) 

○ 

 gnuc long long R_BSP_MulAndAccOperation_B(long long 

init, unsigned long count, signed char *addr1, signed 

char *addr2) 

BSP API 

 iccrx long long rmpab(long long init, unsigned long count, 

signed char *addr1, signed char *addr2) 

○ 

R_BSP_RMPAW(w, x, 

y, z) 

ccrx long long rmpaw(long long init, unsigned long count, 

short *addr1, short *addr2) 

○ 

 gnuc long long R_BSP_MulAndAccOperation_W(long long 

init, unsigned long count, short *addr1, short *addr2) 

BSP API 

 iccrx long long rmpaw(long long init, unsigned long count, 

short *addr1, short *addr2) 

○ 

R_BSP_RMPAL(w, x, 

y, z) 

ccrx long long rmpal(long long init, unsigned long count, long 

*addr1, long *addr2) 

○ 

 gnuc long long R_BSP_MulAndAccOperation_L(long long 

init, unsigned long count, long *addr1, long *addr2) 

BSP API 

 iccrx long long rmpal(long long init, unsigned long count, long 

*addr1, long *addr2) 

○ 

R_BSP_ROLC(x) ccrx unsigned long rolc(unsigned long data) ○ 

 gnuc unsigned long R_BSP_RotateLeftWithCarry(unsigned 

long data) 

BSP API 

 iccrx unsigned long __ROLC(unsigned long) ○ 

R_BSP_RORC(x) ccrx unsigned long rorc(unsigned long data) ○ 

 gnuc unsigned long R_BSP_RotateRightWithCarry(unsigned 

long data) 

BSP API 

 iccrx unsigned long __RORC(unsigned long) ○ 

R_BSP_ROTL(x, y) ccrx unsigned long rotl(unsigned long data, unsigned long 

num) 

○ 

 gnuc unsigned long R_BSP_RotateLeft(unsigned long data, 

unsigned long num) 

BSP API 

 iccrx unsigned long __ROTL(unsigned long, unsigned long) ○ 
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表 6.3 組み込み関数の共通マクロ(3/8) 

Common Macro Compiler Functions Category 

R_BSP_ROTR(x, y) ccrx unsigned long rotr (unsigned long data, unsigned long 

num) 

○ 

 gnuc unsigned long R_BSP_RotateRight(unsigned long data, 
unsigned long num) 

BSP API 

 iccrx unsigned long __ROTR(unsigned long, unsigned long) ○ 

R_BSP_BRK() ccrx void brk(void) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_brk (void) ○ 

 iccrx void __break(void) ○ 

R_BSP_INT(x) ccrx void int_exception(signed long num) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_int (int) ○ 

 iccrx void __software_interrupt(unsigned char) ○ 

R_BSP_WAIT() ccrx void wait(void) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_wait (void) ○ 

 iccrx void __wait_for_interrupt(void) ○ 

R_BSP_NOP() ccrx void nop(void) ○ 

 gnuc __asm("nop") ○ 

 iccrx void __no_operation(void) ○ 

R_BSP_SET_IPL(x) ccrx void set_ipl(signed long level) ○ 
(注 2) (注 3) gnuc void __builtin_rx_mvtipl (int) ○ 

 iccrx void __set_interrupt_level(__ilevel_t) ○ 

R_BSP_GET_IPL() ccrx unsigned char get_ipl(void) ○ 

 gnuc uint32_t R_BSP_CpuInterruptLevelRead (void) BSP API 

 iccrx __ilevel_t __get_interrupt_level(void) ○ 

R_BSP_SET_PSW(x) ccrx void set_psw(unsigned long data) ○ 
(注 2) gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void __set_PSW_register(unsigned long) ○ 

R_BSP_GET_PSW() ccrx unsigned long get_psw(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_PSW_register(void) ○ 

R_BSP_SET_FPSW(x) ccrx void set_fpsw(unsigned long data) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void __set_FPSW_register(unsigned long) ○ 
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表 6.4 組み込み関数の共通マクロ(4/8) 

Common Macro Compiler Functions Category 

R_BSP_GET_FPSW() ccrx unsigned long get_fpsw(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_FPSW_register(void) ○ 

R_BSP_SET_USP(x) ccrx void set_usp(void *data) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void __set_USP_register(unsigned long) ○ 

R_BSP_GET_USP() ccrx void *get_usp(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_USP_register(void) ○ 

R_BSP_SET_ISP(x) ccrx void set_isp(void *data) ○ 
(注 2) gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void __set_ISP_register(unsigned long) ○ 

R_BSP_GET_ISP() ccrx void *get_isp(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_ISP_register(void) ○ 

R_BSP_SET_INTB(x) ccrx void set_intb (void *data) ○ 
(注 2) gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void __set_interrupt_table(unsigned long address) ○ 

R_BSP_GET_INTB() ccrx void *get_intb(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_interrupt_table(void) ○ 

R_BSP_SET_BPSW(x) ccrx void set_bpsw(unsigned long data) ○ 
（注 2) gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void R_BSP_SetBPSW(uint32_t data) BSP API 

R_BSP_GET_BPSW() ccrx unsigned long get_bpsw(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx uint32_t  R_BSP_GetBPSW(void) BSP API 

R_BSP_SET_BPC(x) ccrx void set_bpc(void *data) ○ 
(注 2) gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void R_BSP_SetBPC(void *data) BSP API 

R_BSP_GET_BPC() ccrx void *get_bpc(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx void *R_BSP_GetBPC(void) BSP API 
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表 6.5 組み込み関数の共通マクロ(5/8) 

Common Macro Compiler Functions Category 

R_BSP_SET_FINTV(x) ccrx void set_fintv(void *data) ○ 
(注 2) gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void __set_FINTV_register(__fast_int_f) ○ 

R_BSP_GET_FINTV() ccrx void *get_fintv(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) ○ 

 iccrx __fast_int_f __get_FINTV_register(void) ○ 

R_BSP_EMUL(x, y) ccrx signed long long emul(signed long data1, signed long 

data2) 

○ 

 gnuc signed long long R_BSP_SignedMultiplication(signed 
long data1, signed long data2) 

BSP API 

 iccrx signed long long R_BSP_SignedMultiplication(signed 

long data1, signed long data2) 

BSP API 

R_BSP_EMULU(x, y) ccrx unsigned long long emulu(unsigned long data1, 
unsigned long data2) 

○ 

 gnuc unsigned long long 

R_BSP_UnsignedMultiplication(unsigned long data1, 

unsigned long data2) 

BSP API 

 

 iccrx unsigned long long 

R_BSP_UnsignedMultiplication(unsigned long data1, 

unsigned long data2) 

BSP API 

R_BSP_CHG_PMUSR() ccrx void chg_pmusr(void) ○ 
(注 2) gnuc void R_BSP_ChangeToUserMode(void) BSP API 

 iccrx void R_BSP_ChangeToUserMode(void) BSP API 

R_BSP_SET_ACC(x) ccrx void set_acc(signed long long data) ○ 

 gnuc void R_BSP_SetACC(signed long long data) BSP API 

 iccrx void R_BSP_SetACC(signed long long data) BSP API 

R_BSP_GET_ACC() ccrx signed long long get_acc(void) ○ 

 gnuc signed long long R_BSP_GetACC(void) BSP API 

 iccrx signed long long R_BSP_GetACC(void) BSP API 

R_BSP_SETPSW_I() ccrx void setpsw_i(void) ○ 
(注 2) gnuc void __builtin_rx_setpsw (int) ○ 

 iccrx void __enable_interrupt(void) ○ 

R_BSP_CLRPSW_I() ccrx void clrpsw_i(void) ○ 
(注 2) gnuc void __builtin_rx_clrpsw (int) ○ 

 iccrx void __disable_interrupt(void) ○ 
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表 6.6 組み込み関数の共通マクロ(6/8) 

Common Macro Compil

er 

Functions Category 

R_BSP_MACL(x, y, z) ccrx long macl(short *data1, short *data2, unsigned long 
count) 

○ 

 gnuc long R_BSP_MulAndAccOperation_2byte(short *data1, 

short *data2, unsigned long count) 

BSP API 

 iccrx long __macl(short * data1, short * data2, unsigned long 
count) 

○ 

R_BSP_MACW1(x, y, z) ccrx short macw1(short *data1, short *data2, unsigned long 

count) 

○ 

 gnuc short R_BSP_MulAndAccOperation_FixedPoint1(short 
*data1, short *data2, unsigned long count) 

BSP API 

 iccrx short __macw1(short * data1, short * data2, unsigned 

long count) 

○ 

R_BSP_MACW2(x, y, z) ccrx short macw2(short *data1, short *data2, unsigned long 
count) 

○ 

 gnuc short R_BSP_MulAndAccOperation_FixedPoint2(short 

*data1, short *data2, unsigned long count) 

BSP API 

 iccrx short __macw2(short * data1, short * data2, unsigned 
long count) 

○ 

R_BSP_SET_EXTB(x) ccrx void set_extb(void *data) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_mvtc (int reg, int val) ○ 

 iccrx void R_BSP_SetEXTB(void *value) BSP API 

R_BSP_GET_EXTB() ccrx void * get_extb(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfc (int) `0xD extb' ○ 

 iccrx void *R_BSP_GetEXTB(void) BSP API 

R_BSP_BIT_CLEAR(x,y

) 

ccrx void __bclr(unsigned char *data, unsigned long bit) ○ 

 gnuc void R_BSP_BitClear(uint8_t *data, uint32_t bit) BSP API 

 iccrx void R_BSP_BitClear(uint8_t *data, uint32_t bit) BSP API 

R_BSP_BIT_SET(x,y) ccrx void __bset(unsigned char *data, unsigned long bit) ○ 

 gnuc void R_BSP_BitSet(uint8_t *data, uint32_t bit) BSP API 

 iccrx void R_BSP_BitSet(uint8_t *data, uint32_t bit) BSP API 

R_BSP_BIT_REVERSE
(x,y) 

ccrx void __bnot(unsigned char *data, unsigned long bit) ○ 

 gnuc void R_BSP_BitReverse(uint8_t *data, uint32_t bit) BSP API 

 iccrx void R_BSP_BitReverse(uint8_t *data, uint32_t bit) BSP API 
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表 6.7 組み込み関数の共通マクロ(7/8) 

Common Macro Compiler Functions Category 

R_BSP_SET_DPSW(x) ccrx void __set_dpsw(unsigned long data) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_mvtdc(int, int) ○ 

 iccrx void __set_DPSW_register(unsigned long) ○ 

R_BSP_GET_DPSW() ccrx unsigned long __get_dpsw(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfdc(int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_DPSW_register(void) ○ 

R_BSP_SET_DECNT(x) ccrx void __set_decnt(unsigned long data) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_mvtdc(int, int) ○ 

 iccrx void __set_DECNT_register(unsigned long) ○ 

R_BSP_GET_DECNT() ccrx unsigned long __get_decnt(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfdc(int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_DECNT_register(void) ○ 

R_BSP_GET_DEPC() ccrx void *__get_depc(void) ○ 

 gnuc int __builtin_rx_mvfdc(int) ○ 

 iccrx unsigned long __get_DEPC_register(void) ○ 

R_BSP_INIT_TFU() (注 1) ccrx void __init_tfu(void) ○ 

 gnuc void __init_tfu(void) ○ 

 iccrx - - 

R_BSP_SINCOSF(x, y, z) ccrx void __sincosf(float f, float *sin, float *cos) ○ 

 gnuc void __builtin_rx_sincosf(float value, float *sin, float 

*cos) 

○ 

 iccrx void __sincosf(float _F, float *dstSin, float *dstCos) ○ 

R_BSP_ATAN2HYPOTF(w, 
x, y, z) 

ccrx void __atan2hypotf((float y, float x, float *atan2, float 
*hypot) 

○ 

 gnuc void __builtin_rx_atan2hypotf(float y, float x, float 

*atan2, float *hypot) 

○ 

 iccrx void __atan2hypotf(float _Y, float _X, float 
*dstAtan2, float *dstHypot) 

○ 

注1. IAR では使用する必要はありません。IAR コンパイラでは R_BSP_SINCOSF または

R_BSP_ATAN2HYPOTF を呼び出す処理の直前で R_BSP_INIT_TFU に相当する IAR コンパイラ

用の組み込み関数が自動的に実行されます。 

注2. CPU のプロセッサモードがユーザモード中に本組み込み関数を使用された場合、本組み込み関数

の動作は無効になります。詳細は各デバイスのユーザーズマニュアルのユーザモードの章を参照

ください。 

注3. CPU のプロセッサモードがユーザモード中に本組み込み関数を使用された場合、特権命令例外が

発生します。 
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表 6.8 組み込み関数の共通マクロ(8/8) 

Common Macro Com

piler 

Functions Category 

R_BSP_SINCOSFX(x, y, z) ccrx 
(注 4) 

void __sincosfx(signed long fx, signed long *sin, 
signed long *cos) 

○ 

 gnuc void __builtin_rx_sincosfx(signed int value, signed int 

*sin, signed int *cos) 

○ 

 iccrx void __sincosfx(signed long fx, signed long *sin, 
signed long *cos) 

○ 

R_BSP_SINFX(x) ccrx 
(注 4) 

signed long __sinfx(signed long fx) ○ 

 gnuc signed int __builtin_rx_sinfx(signed int value) ○ 

 iccrx signed long __sinfx(signed long fx) ○ 

R_BSP_COSFX(x) ccrx 
(注 4) 

signed long __cosfx(signed long fx) ○ 

 gnuc signed int __builtin_rx_cosfx(signed int value) ○ 

 iccrx signed long __cosfx(signed long fx) ○ 

R_BSP_ATAN2HYPOTFX(

w, x, y, z) 

ccrx 
(注 4) 

void __atan2hypotfx(signed long y, signed long x, 

signed long *atan2, signed long *hypot) 

○ 

 gnuc void __builtin_rx_atan2hypotfx(signed int y, signed int 
x, signed int *atan2, signed int *hypot) 

○ 

 iccrx void __atan2hypotfx(signed long y, signed long x, 

signed long *atan2, signed long *hypot) 

○ 

R_BSP_ATAN2FX(x, y) ccrx 
(注 4) 

signed long __atan2fx(signed long y, signed long x) ○ 

 gnuc signed int __builtin_rx_atan2fx(signed int y, signed int 

x) 

○ 

 iccrx signed long __atan2fx(signed long y, signed long x) ○ 

R_BSP_HYPOTFX(x, y) ccrx 
(注 4) 

signed long __hypotfx(signed long x, signed long y) ○ 

 gnuc signed int __builtin_rx_hypotfx(signed int x, signed int 

y) 

○ 

 iccrx signed long __hypotfx(signed long x, signed long y) ○ 
注4. 本組み込み関数を使用するには CCRX V3.05 以上への更新が必要です。 
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7. プロジェクトのセットアップ 
ここでは r_bsp をプロジェクトに追加する方法を説明します。 

7.1 FIT モジュールの追加方法 

本モジュールは、使用するプロジェクトごとに追加する必要があります。ルネサスでは、スマート・コン

フィグレータを使用した(1)、(3)、(5)の追加方法を推奨しています。ただし、スマート・コンフィグレータ

は、一部の RX デバイスのみサポートしています。サポートされていない RX デバイスについては(2)、(4)

の方法を使用してください。 

 
(1) e2 studio 上でスマート・コンフィグレータを使用して FIT モジュールを追加する場合 

e2 studio のスマート・コンフィグレータを使用して、自動的にユーザプロジェクトに FIT モ

ジュールを追加します。詳細は、アプリケーションノート「RX スマート・コンフィグレータ 

ユーザーガイド: e2 studio 編 (R20AN0451)」を参照してください。 
 

(2) e2 studio 上で FIT コンフィグレータを使用して FIT モジュールを追加する場合 
e2 studio の FIT コンフィグレータを使用して、自動的にユーザプロジェクトに FIT モジュールを

追加することができます。詳細は、アプリケーションノート「RX ファミリ e2 studio に組み込む

方法 Firmware Integration Technology (R01AN1723)」を参照してください。 
 

(3) CS+上でスマート・コンフィグレータを使用して FIT モジュールを追加する場合 
CS+上で、スタンドアロン版スマート・コンフィグレータを使用して、自動的にユーザプロジェク

トに FIT モジュールを追加します。詳細は、アプリケーションノート「RX スマート・コンフィグ

レータ ユーザーガイド: CS+編 (R20AN0470)」を参照してください。 
 

(4) CS+上で FIT モジュールを追加する場合 
CS+上で、手動でユーザプロジェクトに FIT モジュールを追加します。詳細は、アプリケーション

ノート「RX ファミリ CS+に組み込む方法 Firmware Integration Technology (R01AN1826)」を参

照してください。 
 

(5) IAREW 上でスマート・コンフィグレータを使用して FIT モジュールを追加する場合 

スタンドアロン版スマート・コンフィグレータを使用して、自動的にユーザプロジェクトに FIT
モジュールを追加します。詳細は、アプリケーションノート「RX スマート・コンフィグレータ 

ユーザーガイド: IAREW 編 (R20AN0535)」を参照してください。 
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7.2 IAR プロジェクトへの FIT モジュールの追加方法 

ここでは IAR プロジェクトに FIT モジュールを追加する方法を説明します。 

 

7.2.1 スタンドアロン版スマート・コンフィグレータを使用して FIT モジュールを追加する方

法 
この説明では IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.12.1 を使用しています。 

(1) IAREW で新規プロジェクトを作成します。 

(2) 「7.1 FIT モジュールの追加方法」の手順で IAR プロジェクトに FIT モジュールを追加します。 

(3) プロジェクト上で右クリックをして、”Options…”をクリックします。 

(4) General Options タブの”Target”を選択します。 

(5) “Device”を選択します。 

 
(6) C/C++ Compiler タブの”Preprocessor”を選択します。 
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(7) スタンドアロン版スマート・コンフィグレータで生成した FIT モジュールのインクルードパスが

設定されています。 

 
(8) Linker タブの”Config”を選択します。 

(9) Linker configuration file で”Override default”のチェックボックスを設定します。次に”ターゲットデ

バイスの.icf ファイル”を選択します。 
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(10) Debugger のタブの”Setup”を選択します。 

(11) Driver で”エミュレータ”を選択します。 

(12) Device description file で”Override default”のチェックボックスを選択します。次に”ターゲットデ

バイスの.dff ファイル”を選択します。 

 
(13) “Project >> Rebuild All”をクリックします。 

(14) “E1/E20 Emulator >> Hardware Setup…”をクリックします。 

(15) ハードウェア設定ウィンドウで”デバッグ構成”を設定し、OK を押します。 

(16) “Project >> Download and Debug”をクリックします。 
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8. 手動で r_bsp を追加する 
本セクションでは、e2 studio プロジェクトに手動で r_bsp を追加する方法（FIT プラグインを使用しない

方法）を説明します。 

1. r_bsp フォルダを e2 studio プロジェクトの直下にコピーします。Windows 上で r_bsp モジュールの

フォルダを右クリックし「コピー(C)」をクリックしたら、e2 studio のプロジェクトを右クリックし、

「貼り付け(P)」をクリックします。 
 

 

2. r_bsp 内の board フォルダを開き、使用するボード以外のフォルダをすべて削除します。user ディレ

クトリは残しておいて、カスタム BSP を作成するときに使用しても構いません。 
3. r_bsp 内の mcu フォルダを開き、使用する MCU グループおよび all フォルダ以外のフォルダをすべて

削除します。 
 

 

4. すべての FIT モジュールのコンフィギュレーションファイルを格納するディレクトリを作成することが

推奨されます。これらのファイルを 1 カ所に集約することで、ファイルの検索やバックアップが容易に

なります。このフォルダはデフォルトでは r_config というフォルダ名です。r_config フォルダが r_bsp 
zip ファイルに含まれていなかった場合は、ここで作成します。r_config フォルダを作成する場合は、

プロジェクトを右クリックし、「新規(N) >> フォルダ」を選択します。ポップアップウィンドウが表

示されますので、フォルダ名に‘r_config’と入力し「完了」ボタンをクリックします。 
5. r_bsp フォルダと r_config フォルダのインクルードパスを設定します。プロジェクトを右クリックし、

「プロパティ(R)」をクリックします。 
6. 「設定」タブで、「Compiler >> ソース」を選択します。 
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7. 「インクルード・ファイル・ディレクトリー」ボックスで、「追加」ボタンをクリックします。 
 

 

8. 「ディレクトリー・パスの追加」ウィンドウが表示されますので、「ワークスペース」ボタンをクリッ

クします。 
9. 「フォルダの選択」ウィンドウで、r_bsp フォルダを選択し OK をクリックします。 
 

 

10. ウィンドウの表示が上記のようになっていることを確認して OK をクリックします。 
11. メインの「プロパティ」ウィンドウに戻り、r_bsp フォルダのインクルードパスがあることを確認しま

す。 
12. 同様の方法で、r_config フォルダのインクルードパスも追加します。 
13. メインの「プロパティ」ウィンドウに戻り、r_config フォルダのインクルードパスがあることを確認

し、「適用(L)」をクリックします。OK をクリックして、プロジェクトに戻ります。 
14. 使用するボードは platform.h ヘッダファイルにて選択する必要があります。platform.h を開き、使用す

るボードの#include のコメントを解除します。ここでは、RSKRX111 を使用しますので、

“./board/rskrx111/r_bsp.h”の#include のコメントを解除します。 
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15. r_bsp を設定するためには、r_bsp_config.h ファイルを作成する必要があります。board フォルダから

r_bsp_config_reference.h ファイルをコピーし、r_config フォルダにペーストします。r_config フォル

ダにあるファイルを右クリックし、「名前変更(M)」をクリックします。ファイル名を r_bsp_config.h
に変更します。 

 

 

16. r_bsp_config.h で必要な箇所を変更し、r_bsp をご使用のボードに合わせて設定します。 
17. RX600 シリーズおよび RX700 シリーズの MCU の場合、bsp を設定するには、

r_bsp_interrupt_config.h ファイルも作成する必要があります。board フォルダから

r_bsp_interrupt_config_reference.h ファイルをコピーし、r_config フォルダにペーストします。

r_config フォルダのファイルを右クリックし、「名前変更(M)」をクリックします。ファイル名を

r_bsp_interrupt_config.h に変更します。 
 

 
18. r_bsp_interrupt_config.h ファイルで必要な箇所を変更し、ご使用の RX600 シリーズまたは RX700 シ

リーズのボードに合わせて選択型割り込みを設定します。 
19. プロジェクトをビルドします。 
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8.1 カスタムボード用の BSP モジュールを作成する 

このセクションでは、カスタムボード用の BSP を作成する手順を説明します。 

使用される MCU の generic フォルダがある場合は、「7 プロジェクトのセットアップ」の手順でター

ゲットボードを選択する際に、Generic ボードを選択して、プロジェクトを作成してください。 

使用される MCU の generic フォルダがない場合は、以下の手順に従ってプロジェクトを作成してくださ

い。本章の説明では RX111 MCU を例として使用します。 

 

以下の図は、カスタムボード用の BSP を作成するための手順を示しています。 

 
 

  

開始

ステップ1. 新しいプロジェクトを作成する

ステップ2. BSPモジュールを追加する

ステップ3. カスタムボード用のフォルダを

作成する

ステップ4. 必要なファイルを格納する

ステップ5. カスタムボードに合わせて

ファイルを修正する

ステップ6. r_bsp_config_reference.hファイル

をコピーして名前を変更する

ステップ7. platform.hファイルを修正する

終了

（プロジェクトをビルドする）
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ステップ 1. 新しいプロジェクトを作成する（必須） 
新しいプロジェクトを作成するには、「ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration 

Technology（R01AN1685）」アプリケーションノートの「空プロジェクトを作成する」を参照してくださ

い。 

ステップ 2. BSP モジュールを追加する（必須） 
ステップ 1 で作成した新しいプロジェクト（ユーザプロジェクト）に BSP モジュールを追加するには、

「ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology（R01AN1685）」アプリケーショ

ンノートの「e2 studio FIT プラグインを使って r_bsp を追加する」を参照してください。 

FIT プラグイン上で BSP モジュールを追加するときには以下のオプションを選択してください。 

• ファミリ、シリーズ、グループ：使用する MCU 
• ターゲットボード：使用する MCU ボード 
 
たとえば、ユーザボードを作成するのに RX111 を使用するときには、RSKRX111 を選択します。ここで

適切なオプションを選択することで、カスタムボード用のボードフォルダを簡単に作成することができま

す。 

 

 

  使用する

MCU を選択 
使用する MCU ボードを選択 
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ステップ 3. カスタムボード用のフォルダを作成する 
これで、r_bsp フォルダがユーザプロジェクトに表示されるようになります。以下では、r_bsp フォルダ

の下にあるボードフォルダを変更してカスタム BSP を作成しています。mcu フォルダ内のコードは変更を

必要としません。 

1. ステップ 2 で指定したボードフォルダ（ここでは rskrx111）とユーザフォルダが、r_bsp フォルダの下

のボードフォルダに生成されていることを確認します。 
2. カスタムボード用のフォルダとしてユーザフォルダを使用します（オプション）。 

フォルダの名前を変更します（オプション）。フォルダ名の変更は必須ではありません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

BSP モジュールが追加さ

れた後のフォルダ構造 
フォルダ名をカスタムボード

用に変更したときの例 

指定したボードの設定用

フォルダ 

カスタムボード用

のフォルダ 
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ステップ 4. 必要なファイルを格納する（必須） 
ステップ 3 で作成したフォルダに必要なファイルを格納します。 

1. rskrx111 フォルダ内のすべてのファイルをコピーしてカスタムボード用のフォルダに貼り付けます。こ

れで r_bsp.h ファイルは上書きされます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. rskrx111 フォルダをビルドから除外します。 
（このフォルダは、カスタムボード用のフォルダを作成した後、不要であれば削除できます。） 

 
 

 

  フォルダを右クリック 

このメニューで「ビルドから

除外…」を選択 
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ステップ 5. カスタムボードに合わせてファイルを修正する（必須） 
カスタムボードに合わせて次の 4 つのファイルを修正します。 

1. hwsetup.c 
このファイルは次の 4 つの関数を実行します。 

• 関数：output_ports_configure 
この関数は、LED、スイッチ、SCI、および ADC で使用するポートを初期化します。 
使用するボードに応じて、以下の手順のいずれかでポートを設定する必要があります。 
この関数で端子を設定しない場合 
1) output_ports_configure 関数の関数宣言をコメントアウトするか削除します。 
2) hardware_setup 関数で呼び出される output_ports_configure 関数を削除します。 
3) output_ports_configure 関数をコメントアウトするか削除します。 

次に「2. *board_specific_defines*.h」に記載した設定も行います。 
 

この関数で端子を設定する場合 
1) output_ports_configure 関数のソースコードをコメントアウトするか削除します。 
2) 使用するボードに応じて端子を設定します。 

 
• 関数：bsp_non_existent_port_init 

この関数は、存在しないポートを初期化します。この関数では追加の処理は不要です。 
• 関数：interrupts_configure 

この関数は、メイン関数に先立って実施される割り込みの設定を行います。 
このような設定が必要なとき、この関数でその設定を追加します。 

• 関数：peripheral_modules_enable 
この関数は、メイン関数に先立って実施される周辺関数の設定を行います。 
このような設定が必要なとき、この関数でその設定を追加します。 

 
output_ports_configure 関数で端子を設定しないときの処理の例を以下に示します。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

  

この部分をコメントアウトまたは削除 
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この行をコメントアウトまたは削除 

この部分をコメントアウト

または削除 
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2. *board_specific_defines*.h 
使用するボードがこのファイルの名前になります（たとえば rskrx111.h）。このファイルには、スイッ

チや LED などに使用する端子の定義が記されており、その設定は使用するボードによって異なります。 
ただし、カスタムボードを使用するときには、このファイルは不要です。以下の手順を実施してくださ

い。 
1) カスタムボード用のフォルダから*board_specific_defines*.h ファイルを削除します。 
2) r_bsp.h ファイルの以下の行を削除します。 

#include    "board/rskrx111/rskrx111.h" 

 

3. r_bsp.h 
このヘッダファイルは platform.h に含まれており、ボードと MCU に必要なすべての#include を含んでい

ます。ボードに関連するインクルードパスを修正する必要があります。 
1) 以下に示すように、"board/"で始まるインクルードパスを修正します。 

パスを"board/カスタムボード用のフォルダ名/ファイル名"に変更します。 
 

例 
修正前: #include    "board/rskrx111/rskrx111.h" 

修正後: #include    "board/test_board/rskrx111.h" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この部分をカスタムボード用のフォルダ名に変更 
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4. r_bsp_config_reference.h 
このヘッダファイルには、ボードのデフォルトオプションを提供するための設定が含まれます。この

ファイルに含まれていて、カスタムボードに応じて修正が必要なマクロ定義を下表に示します。必要に

応じて設定を変更してください。 
たとえば、コピーしたボードフォルダの設定がシステムクロックに PLL を使用しているが、ユーザシス

テムは HOCO を使用している場合、BSP_CFG_CLOCK_SOURCE のクロック設定を PLL から HOCO
に変更してください。 
また、下表にないマクロについては、その使用条件を確認し、必要に応じて修正してください。 

 
表 8.1 カスタムボードに合わせて修正すべきマクロ 

マクロ 説明 
BSP_CFG_CLOCK_SOURCE ボード上の水晶発振子とクロックソースを選択します。 
BSP_CFG_XTAL_HZ ボード上の水晶発振子に応じて値を指定します（デフォルト値: RSK 設

定）。 
BSP_CFG_PLL_DIV PLL 使用時: 

ボード上の水晶発振子を使用して利用可能な設定値を指定します。 
BSP_CFG_PLL_MUL PLL 使用時: 

ボード上の水晶発振子を使用して利用可能な設定値を指定します。 
BSP_CFG_ICK_DIV ボード上の水晶発振子を使用して利用可能な設定値を指定します。 
BSP_CFG_PCKB_DIV ボード上の水晶発振子を使用して利用可能な設定値を指定します。 
BSP_CFG_PCKD_DIV ボード上の水晶発振子を使用して利用可能な設定値を指定します。 
BSP_CFG_FCK_DIV ボード上の水晶発振子を使用して利用可能な設定値を指定します。 

 
ステップ 6. r_bsp_config_reference.h ファイルをコピーして名前を変更する（必須） 
ステップ 5 の後、r_bsp_config_reference.h ファイルをコピーし、これを r_config folder に貼り付けてか

ら、コピーしたファイルの名前を"r_bsp_config.h"に変更します。 

 
ステップ 7. platform.h ファイルを修正する（必須） 
このヘッダファイルは、新しく作成したカスタムボード用のフォルダ内の r_bsp.h ファイルを指定するよ

うに修正する必要があります。以下の手順に従って修正を行います。 

1. コメント"/* User Board - Define your own board here. */ "の下にある行のコメントを解除します。 
2. "board/"の後のフォルダ名をカスタムボード用のフォルダ名に変更します。 
 

修正前: 

 

 

 

修正後: 
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9. ユーザプロジェクトに FIT モジュールを組み込む方法 
ここではユーザプロジェクトに FIT モジュールを組み込む方法を説明します。新たにプロジェクトを作成

せず、既存のユーザプロジェクトに各周辺の FIT モジュールを追加する場合の手順を以下に示します。 

FIT モジュールの組み込みには、e2 studio の FIT configurator を使用します。 

 

ステップ 1. FIT configurator で FIT モジュールを組み込む 
1. 「Renesas Views >> e2 ソリューション・ツールキット >> FIT configurator」をクリックして、

FIT configurator を開きます。 
2. 「FIT モジュールを追加するプロジェクト」のリストからユーザ作成のプロジェクトを選択しま

す。 
3. 「ターゲットボード」のリストから GENERIC ボードを選択します。 
4. 「使用可能なモジュール」から r_bsp と周辺 FIT モジュールを選択し、「モジュールの追加>>」を

クリックします。 
5. 「選択したモジュール」に r_bsp と周辺 FIT モジュールが表示されていることを確認し、「コード

の生成」をクリックします。 
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6. 「FIT コード生成 – 内容」を確認し、「OK」をクリックします。 

 

 
 

7. 「FIT 対応プロジェクトのツールチェーン設定確認」の画面が表示されるので、「キャンセル」を

クリックします。 
 
この「FIT 対応プロジェクトのツールチェーン設定確認」の画面は、BSP および FIT モジュールを

使用する上で必要な設定がされていない場合に表示されます。なお、Compiler オプションと

Standard Library オプションの設定については、ステップ 2 プロジェクトの環境設定で説明してい

ます。 
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ステップ 2. プロジェクトの環境設定 

1. 「Renesas Tool Setting >> C/C++ ビルド >> Setting >> Tool Settings >> Compiler >> ソース >> 
ソース・ファイル」の「C:」を C99 に設定してください。FIT モジュールは C 言語の規格を C99
に設定して使用することが前提となっています。 

 

 
 

2. 「Renesas Tool Setting >> C/C++ ビルド >> Setting >> Tool Settings >> Standard Library >> 内
容」の「ライブラリー構成」を C99 に設定してください。FIT モジュールは C 言語の規格を C99
に設定して使用することが前提となっています。 
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3. FIT モジュール用にセクションを設定してください。 

e2 studio で FIT モジュールのプロジェクトを生成すると、FIT モジュール用のセクション設定がさ

れます。FIT モジュールは e2 studio が用意したセクション設定を使用することが前提となっていま

す。 

表 9.1 に FIT モジュール用のセクション設定を示します。 

 

表 9.1 FIT モジュール用のセクション設定 

アドレス セクション名 

0x00000004 SU 

SI 

B_1 

R_1 

B_2 

R_2 

B 

R 

0xFFxxxxxx(注 1) PResetPRG(注 4) 

C_1 

C_2 

C 

C$* 

D* 

W* 

L 

P(注 4) 

0xFFFFFF80 EXCEPTVECT / FIXEDVECT(注 2) 

0xFFFFFFFC(注 3) RESETVECT(注 3) 

注1. プロジェクト生成時に選択したデバイスにより、アドレスが異なります。 

注2. CPU 毎にセクション名が異なります。RXv2 コアと RXv3 コアは EXCEPTVECT、RXv1 コアは

FIXEDVECT が設定されます。 

注3. RXv2 コアと RXv3 コアを選択した場合のみ設定しています。 

注4. FIT configurator では追加、変更されません。手作業で追加または変更してください。 

 
デバイスの CPU については、ユーザーズマニュアルの「特長」章を参照してください 

 
ステップ 3. スタートアップ無効化 

1. 「2.22.1 スタートアップ無効化の設定方法」に従い、BSP のスタートアップを無効化してくださ

い。 
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注意事項 

1. FIT configurator でコードを生成すると、FIT モジュールを使用する上で必要なインクルードパスが

自動的に追加されます。 
追加されたインクルードパスの確認は、「Renesas Tool Setting >> C/C++ 一般 >> パスおよびシ

ンボル」の「インクルード」と「ソース・ロケーション」で行ってください。 
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10. 付録 

10.1 動作確認環境 

 本モジュールの動作確認環境を以下に示します。GCC コンパイラ、IAR コンパイラに対応するために追

加したマクロの一部は V2.04.01 以下のバージョンの CCRX コンパイラでは使用できません。そのため、

Rev.5.00 以降の BSP をご使用する場合は、V2.05.00 以上のバージョンにアップデートしてください。

GCC コンパイラ、IAR コンパイラについても動作確認に使用したバージョンを記載していますが、最新

バージョンの使用を推奨します。 

 

表 10.1 動作確認環境 (Rev.3.10) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.4.1.0.018 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.03.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.10 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX130 (型名：RTK5005130SxxxxxBE) 

 

 

表 10.2 動作確認環境 (Rev.3.20) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.4.1.0.018 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.03.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.20 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX24T (型名：RTK500524TSxxxxxBE) 

 

 

表 10.3 動作確認環境 (Rev.3.30) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.4.2.0.012 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.03.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.30 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231SxxxBE) 
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表 10.4 動作確認環境 (Rev.3.31) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.4.3.0.007 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.03.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.31 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX23T (型名：RTK500523TSxxxxxBE) 

 

 

表 10.5 動作確認環境 (Rev.3.40) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.5.0.1.005 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.05.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.40 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565NSxxxxxBE) 

 

 

表 10.6 動作確認環境 (Rev.3.50) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.5.2.0.020 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.06.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.50 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX24T (型名：RTK500524TSxxxxxBE) 

Renesas Starter Kit for RX24U (型名：RTK500524USxxxxxBE) 
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表 10.7 動作確認環境 (Rev.3.60) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.5.4.0.015 (RX130) 

ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.6.0.0.001 (RX65N) 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.07.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.60 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX130 (型名：RTK5005130SxxxxxBE) 

Renesas Starter Kit for RX130-512KB (型名：RTK5051308SxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565NSxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565N2SxxxxxBE) 

 
 

表 10.8 動作確認環境 (Rev.3.70) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.6.1.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.07.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.70 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX111 (型名：R0K505111SxxxBE) 

Renesas Starter Kit for RX113 (型名：R0K505113SxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX130 (型名：RTK5005130SxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX130-512KB (型名：RTK5051308SxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231SxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX23T (型名：RTK500523TSxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX24T (型名：RTK500524TSxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX24U (型名：RTK500524USxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX64M (型名：R0K50564MSxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX71M (型名：R0K50571MSxxxBE) 
RX65N Envision Kit (型名：RTK5RX65N2CxxxxxBR) 

 
 

表 10.9 動作確認環境 (Rev.3.71) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.6.1.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.07.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.71 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565N2SxxxxxBE) 

RX65N Envision Kit (型名：RTK5RX65N2CxxxxxBR) 
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表 10.10 動作確認環境 (Rev.3.80) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.0.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.2.08.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.80 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX111 (型名：R0K505111SxxxBE) 

Renesas Starter Kit for RX113 (型名：R0K505113SxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX130 (型名：RTK5005130SxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX130-512KB (型名：RTK5051308SxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX210 (B 版) (型名：R0K505210SxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231SxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX23T (型名：RTK500523TSxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX63T (64-pin) (型名：R0K50563TSxxxBE) 
Renesas Starter Kit for RX63T (144-pin) (型名：R0K5563THSxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX64M (型名：R0K50564MSxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565NSxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565N2SxxxxxBE) 
Renesas Starter Kit+ for RX71M (型名：R0K50571MSxxxBE) 
Target Board for RX130 (型名：RTK5RX1300CxxxxxBR) 
Target Board for RX231 (型名：RTK5RX2310CxxxxxBR) 
Target Board for RX65N (型名：RTK5RX65N0CxxxxxBR) 
RX65N Envision Kit (型名：RTK5RX65N2CxxxxxBR) 

 
 

表 10.11 動作確認環境 (Rev.3.90) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.0.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.3.00.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.90 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566T0SxxxxxBE) 
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表 10.12 動作確認環境 (Rev.3.91) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.0.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.3.00.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.3.91 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566T0SxxxxxBE) 

 
 

表 10.13 動作確認環境 (Rev.4.00) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.1.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.3.00.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.4.00 

 
 

表 10.14 動作確認環境 (Rev.4.01) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.2.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.3.00.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = c99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.4.01 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 
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表 10.15 動作確認環境 (Rev.5.00) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.3.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.11.1 
IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.12.1（RX66T、RX72T のみ） 

C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.01.00  
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 4.8.4.201902 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.11.1 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.12.1（RX66T、RX72T のみ） 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
(RX110 を除く) 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.00 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX110 (型名：R0K505110xxxxxx) 

Renesas Starter Kit for RX111 (型名：R0K505111xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX113 (型名：R0K505113xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX130-512KB (型名：RTK505130xxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX23T (型名：RTK500523Txxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX24T (型名：RTK500524Txxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX24U (型名：RTK500524Uxxxxxxxx)  
Renesas Starter Kit+ for RX63N (型名：R0K50563Nxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX64M (型名：R0K50564Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565Nxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX71M (型名：R0K50571Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566Txxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 

 
 

表 10.16 動作確認環境 (Rev.5.10) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.1.0 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ compiler for RX family V.3.01.00 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプション

を追加 
-lang = C99 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.10 
使用ボード Renesas Solution Starter Kit for RX23W (型名：RTK5523Wxxxxxxxxxx) 
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表 10.17 動作確認環境 (Rev.5.20) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.4.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.12.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.01.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 4.8.4.201902 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.12.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
(R_BSP_CHG_PMUSR 関数と R_BSP_ChangeToUserMode 関数は除く) 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.20 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 

 
 

表 10.18 動作確認環境 (Rev.5.21) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.5.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.12.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.01.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 4.8.4.201902 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.12.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
(R_BSP_CHG_PMUSR 関数と R_BSP_ChangeToUserMode 関数は除く) 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.21 
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表 10.19 動作確認環境 (Rev.5.30) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.4.0 

ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.5.0（RX231、RX72M のみ） 
IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.12.1 

C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.01.00  
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 4.8.4.201902 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.12.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
(R_BSP_CHG_PMUSR 関数と R_BSP_ChangeToUserMode 関数は除く) 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.30 
使用ボード RX13T CPU カード(型名：RTK0EMXA10C00000BJ) 

Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231xxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 

 
表 10.20 動作確認環境 (Rev.5.40) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.5.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.12.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.01.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 4.8.4.201902 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.12.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.40 
使用ボード Renesas Solution Starter Kit for RX23E-A (型名：RTK0ESXB10C00001BJ) 

Renesas Solution Starter Kit for RX23W (型名：RTK5523Wxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX64M (型名：R0K50564Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565Nxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX71M (型名：R0K50571Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566Txxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx)  
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
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表 10.21 動作確認環境 (Rev.5.50) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.5.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.12.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.01.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 4.8.4.201902 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.12.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.50 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 

Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 
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表 10.22 動作確認環境 (Rev.5.51) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.6.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.13.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.01.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.201904 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.13.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

(RX110 を除く) 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.51 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX110 (型名：R0K505110xxxxxx) 

Renesas Starter Kit for RX111 (型名：R0K505111xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX113 (型名：R0K505113xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX130-512KB (型名：RTK505130xxxxxxxxx) 
RX13T CPU カード(型名：RTK0EMXA10C00000BJ) 
Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX23T (型名：RTK500523Txxxxxxxx) 
Renesas Solution Starter Kit for RX23E-A (型名：RTK0ESXB10C00001BJ) 
Renesas Solution Starter Kit for RX23W (型名：RTK5523Wxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX24T (型名：RTK500524Txxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX24U (型名：RTK500524Uxxxxxxxx)  
Renesas Starter Kit+ for RX63N (型名：R0K50563Nxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX64M (型名：R0K50564Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565Nxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566Txxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX71M (型名：R0K50571Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 

 
  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 142 of 216 
Sep.12.25  

 
表 10.23 動作確認環境 (Rev.5.52) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.7.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.14.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.02.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.201904 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.14.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.52 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 

 
表 10.24 動作確認環境 (Rev.5.60) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio V.7.7.0 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.14.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.02.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.201904 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.14.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.60 
使用ボード Renesas Solution Starter Kit for RX23W (型名：RTK5523Wxxxxxxxxxx) 
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表 10.25 動作確認環境 (Rev.5.61) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2020-07 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.14.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.02.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202002 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.14.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.61 

 
表 10.26 動作確認環境 (Rev.5.62) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2020-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.14.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.02.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202002 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.14.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.62 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565Nxxxxxxxx) 

Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231xxxxxx) 
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表 10.27 動作確認環境 (Rev.5.63) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-01 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.02.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202004 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.63 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565Nxxxxxxxx) 

 
表 10.28 動作確認環境 (Rev.5.64) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-01 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.03.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202004 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.64 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565Nxxxxxxxx) 
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表 10.29 動作確認環境 (Rev.5.65) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-01 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.02.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202004 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.65 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565Nxxxxxxxx) 

Target Board for RX23W (型名：RTK5RX23Wxxxxxxxxx) 
 

表 10.30 動作確認環境 (Rev.5.66) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-01 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.02.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202004 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.5.66 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX65N (型名：RTK500565Nxxxxxxxx) 

Target Board for RX23W (型名：RTK5RX23Wxxxxxxxxx) 
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表 10.31 動作確認環境 (Rev.6.11) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-07 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.03.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202004 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.6.11 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX671 (型名：RTK55671xxxxxxxxxx) 

 
表 10.32 動作確認環境 (Rev.6.20) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-07 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.03.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202004 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.6.20 
使用ボード Target board for RX140 (型名：RTK5RX140xxxxxxxxx) 
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表 10.33 動作確認環境 (Rev.6.21) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-07 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.03.00  

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-lang = c99 

GCC for Renesas RX 8.3.0.202102 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定に以下のオプショ

ンを追加 
-std=gnu99 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 
コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.6.21 
使用ボード Target board for RX140 (型名：RTK5RX140xxxxxxxxx) 

 
表 10.34 動作確認環境 (Rev.7.00) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.03.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202102 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.00 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX110 (型名：R0K505110xxxxxx) 

Renesas Starter Kit for RX111 (型名：R0K505111xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX113 (型名：R0K505113xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX130-512KB (型名：RTK505130xxxxxxxxx) 
RX13T CPU カード(型名：RTK0EMXA10C00000BJ) 
Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231xxxxxx) 
Renesas Solution Starter Kit for RX23E-A (型名：RTK0ESXB10C00001BJ) 
Renesas Starter Kit for RX23T (型名：RTK500523Txxxxxxxx) 
Renesas Solution Starter Kit for RX23W (型名：RTK5523Wxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX24T (型名：RTK500524Txxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX24U (型名：RTK500524Uxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX64M (型名：R0K50564Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565Nxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566Txxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX71M (型名：R0K50571Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 
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表 10.35 動作確認環境 (Rev.7.10) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.04.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202104 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.10 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566Txxxxxxxxx) 

 
表 10.36 動作確認環境 (Rev.7.20) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2021-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.04.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202104 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.20 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX660 (型名：RTK556609xxxxxxxxx) 

Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566Txxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 
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表 10.37 動作確認環境 (Rev.7.21) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2022-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.04.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202202 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.21 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX23T (型名：RTK500523Txxxxxxxx) 

Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565Nxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 

 
表 10.38 動作確認環境 (Rev.7.30) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2023-01 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.3 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.05.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202204 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.3 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.30 
使用ボード Renesas Flexible Motor Control Kit for RX26T (型名：

RTK0EMXE70S00020BJ) 
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
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表 10.39 動作確認環境 (Rev.7.40) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2023-01 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.3 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.05.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202204 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.3 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.40 
使用ボード Renesas Solution Starter Kit for RX23E-B (型名：RTK0ES1001C00001BJ) 

 
表 10.40 動作確認環境 (Rev.7.41) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2023-04 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.3 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.05.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202204 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.3 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.41 
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表 10.41 動作確認環境 (Rev.7.42) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2023-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.10.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.05.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202305 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.10.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.42 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX111 (型名：R0K505111xxxxxx) 

Renesas Starter Kit for RX113 (型名：R0K505113xxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX130-512KB (型名：RTK505130xxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX140 (型名：RTK55140xxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX231 (型名：R0K505231xxxxxx) 
Renesas Solution Starter Kit for RX23E-A (型名：RTK0ESXB10C00001BJ) 
Renesas Solution Starter Kit for RX23E-B (型名：RTK0ES1001C00001BJ) 
Renesas Solution Starter Kit for RX23W (型名：RTK5523Wxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX24T (型名：RTK500524Txxxxxxxx) 
Renesas Flexible Motor Control Kit for RX26T (型名：

RTK0EMXE70S00020BJ) 
Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565Nxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX660 (型名：RTK556609xxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX66T (型名：RTK50566Txxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX671 (型名：RTK55671xxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 

 
表 10.42 動作確認環境 (Rev.7.50) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2024-04 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.10.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.06.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202311 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.10.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.50 
使用ボード RX261 MCU グループ評価キット (型名：RTK5EK2610S00001BE) 
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表 10.43 動作確認環境 (Rev.7.51) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2024-04 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.10.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.06.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202405 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.10.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.51 
使用ボード RX261 MCU グループ評価キット (型名：RTK5EK2610S00001BE) 

 
表 10.44 動作確認環境 (Rev.7.52) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2024-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.10.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.06.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202405 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.10.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.52 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX64M (型名：R0K50564Mxxxxxx) 

Renesas Starter Kit+ for RX65N-2MB (型名：RTK50565Nxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX671 (型名：RTK55671xxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX71M (型名：R0K50571Mxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 
Renesas Starter Kit+ for RX72N (型名：RTK5572Nxxxxxxxxxx) 
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表 10.45 動作確認環境 (Rev.7.53) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2025-01 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.10.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.07.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202411 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.10.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.53 

 
表 10.46 動作確認環境 (Rev.7.54) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2025-04 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.10.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.07.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 8.3.0.202411 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.10.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.54 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX72M (型名：RTK5572Mxxxxxxxxxx) 

Renesas Starter Kit for RX72T (型名：RTK5572Txxxxxxxxxx) 
 

表 10.47 動作確認環境 (Rev.7.60) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2025-04 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.10.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.07.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 14.2.0.202505 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.10.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.60 
使用ボード Renesas Flexible Motor Control Kit for RX26T (型名：

RTK0EMXE70S00020BJ) 
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表 10.48 動作確認環境 (Rev.7.70) 

項目 内容 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio Version 2025-10 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 5.20.1 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V3.07.00  

コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
GCC for Renesas RX 14.2.0.202505 
コンパイルオプション：スマート・コンフィグレータを使用した際のデ

フォルト設定 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 5.20.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 
エンディアン ビッグエンディアン／リトルエンディアン 
モジュールのリビジョン Rev.7.70 
使用ボード Renesas Flexible Motor Control CPU Board for RX14T (型名：

RTK0EMXH30C00000BJ) 
 
  



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 155 of 216 
Sep.12.25  

10.2 トラブルシューティング 

(1) Q：本 FIT モジュールをプロジェクトに追加しましたが、ビルド実行すると「Could not open 
source file "platform.h"」エラーが発生します。 

 
A：FIT モジュールがプロジェクトに正しく追加されていない可能性があります。プロジェクトへ

の追加方法をご確認ください。 
 

• CS+を使用している場合 
アプリケーションノート RX ファミリ CS+に組み込む方法 Firmware Integration 
Technology (R01AN1826)」 

• e2 studio を使用している場合 
アプリケーションノート RX ファミリ e2 studio に組み込む方法 Firmware Integration 
Technology (R01AN1723)」 

 
また、本 FIT モジュールを使用する場合、ボードサポートパッケージ FIT モジュール(BSP モ

ジュール)もプロジェクトに追加する必要があります。BSP モジュールの追加方法は、アプリ

ケーションノート「ボードサポートパッケージモジュール(R01AN1685)」を参照してくださ

い。 
 

(2) Q：本 FIT モジュールをプロジェクトに追加しましたが、ビルド実行すると「ERROR - Valid 
clock source must be chosen in r_bsp_config.h using BSP_CFG_CLOCK_SOURCE macro.」エ

ラーが発生します。 
 

A：“r_bsp_config.h”ファイルの設定値が間違っている可能性があります。“r_bsp_config.h”
ファイルを確認して正しい値を設定してください。詳細は「3 コンフィギュレーション」を参

照してください。 
 

(3) Q：CS+の環境で本 FIT モジュールをプロジェクトに追加しましたが、ビルド実行すると

iodefine.h で「E0520101:”enum_ir” has already been declared in the current scope.」他多数の類

似エラーが発生します。 
 

A：複数の“iodefine.h”がインクルードされている可能性があります。“iodefine.h”は

“platform.h”をインクルードすることで使用しているコンパイラ用の“iodefine.h”がインク

ルードされるようになっています。FIT モジュールを使用される場合は、“iodefine.h”を直接

インクルードしないでください。“iodefine.h”をインクルードする場合は、“platform.h”を

インクルードするようにしてください。 
 

(4) Q：ソフトウェア割り込み機能を使用していますが、何度関数を呼び出してもアクセス制御権を取

得できません。 
 

A：R_BSP_SoftwareInterruptClose 関数を呼び出して、ソフトウェア割り込みをリセットしてく

ださい。 
 

(5) Q：スマート・コンフィグレータを使って本 FIT モジュールをプロジェクトに追加しましたが、ビ

ルド実行すると「To use this version of BSP, you need to upgrade Smart configurator. Please 
upgrade Smart configurator. If you don't use Smart Configurator, please change value of 
BSP_CFG_CONFIGURATOR_VERSION in r_bsp_config.h.」エラーが発生します。 

 
A：ご使用のスマート・コンフィグレータ(CS+使用時)またはスマート・コンフィグレータプラグ

イン(e2 studio 使用時)のバージョンが古いためにスマート・コンフィグレータと BSP の一部

の連携機能が使用できない状態になっています。ご使用のスマート・コンフィグレータ(CS+
使用時)またはスマート・コンフィグレータプラグイン(e2 studio 使用時)のバージョンを更新

してください。 
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10.3 IWDT オートスタートモード使用時の注意事項 

3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護の BSP_CFG_OFS0_REG_VALUE によりオ

プション機能選択レジスタ(OFS0)の IWDT オートスタートモードを有効にした場合、注意事項がありま

す。 

 
IWDT オートスタートモードを有効にした場合、2.2 初期設定のスタートアップ関数実行中に IWDT のタイ

ムアウトが発生する可能性があります。一例として、オプション機能選択レジスタ(OFS0)で IWDT オート

スタートモードを有効かつ IWDT タイムアウト期間選択を 1024 サイクルに設定しサブクロックを発振した

場合、サブクロックの発振安定待ち時間が長いため、サブクロックの発振安定待ち中に IWDT のタイムアウ

トが発生します。IWDT のタイムアウトが発生する場合は、スタートアップ関数内で IWDT のリフレッシュ

を実行してください。 
 

10.4 選択型割り込み要因の操作 

 本章では 3.2.23 選択型割り込みで定義した選択型割り込み要因の操作例について説明します。 

 

10.4.1 選択型割り込みの設定 
 

選択型割り込み要因を使用する場合は r_bsp_interrupt_config.h にある該当する割り込み要因の設定を行っ

てください。 

 

r_bsp_interrupt_config.h (例：RX64M) 
/* Interrupt B Sources. 
 * -Valid vector numbers are 128-207. 
 * -There are more vector slots for B sources than actual B sources. By default all B sources are mapped. 
 * -If using the 'TPU1, TGI1A' interrupt it must be vector 144 or 145. It is set to 144 by default. 
 * -If a peripheral interrupt is going to be used to wake up the MCU from All-Module Clock Stop Mode then it 
must be 
 *  in a vector between 146 to 157. Peripheral interrupts that can do this are TMR interrupts and the 'USB0, 
USBI0' 
 *  interrupt. By default the TMR interrupts are chosen since there are 12 of them and there are 12 slots. 
 */ 
#define BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2                               128 
#define BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT3_CMI3                               129 
#define BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TMR0_CMIA0                              146 
… 
 
10.4.2 各選択型割り込みについて個別に設定したい場合の操作例 
 
BSP には各選択型割り込み要因に対して操作を行うためのマクロ定義があります。 
この割り込みの操作を行うためのマクロ定義が BSP の mcu_mapped_interrupts.h に用意されています。 
以下に mcu_mapped_interrupts.h から抜粋した CMT2 の CMI2 (CMCOR のコンペアマッチ)割り込み要因の

定義を示します。 
 
mcu_mapped_interrupts.h (例：RX64M) 
/* The appropriate macros will now be defined based on the vector selections made by the user. 
 * These are the same macros that are defined for constant-mapped interrupts (vectors 0-127). This means 
that the 
 * code can define, setup, and use mapped interrupts the same as would be done for constant-mapped 
interrupts. 
 */ 
#if BSP_PRV_VALID_MAP_INT(B, BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2) 
#define IR_CMT2_CMI2        BSP_PRV_IR(BSP_PRV_B, 
BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2) 
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#define DTCE_CMT2_CMI2      BSP_PRV_DTCE(BSP_PRV_B, 
BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2) 
#define IER_CMT2_CMI2       
BSP_PRIV_CALC_IER_REG(BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2) 
#define IPR_CMT2_CMI2       BSP_PRV_IPR(BSP_PRV_B, 
BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2) 
#define IEN_CMT2_CMI2       BSP_PRV_IEN(BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2) 
#define VECT_CMT2_CMI2      BSP_PRV_VECT(BSP_PRV_B, 
BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_CMT2_CMI2) 
#endif 
他の割り込み要因についても同様にマクロ定義があります。 
 

表 10.49 選択型割り込み要因を操作するための定義 

定義 説明 
IR_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 

指定された割り込み要因の割り込み要求レジスタ n
（IRn）を参照するためのレジスタ番号を示す定義 

DTCE_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 

指定された割り込み要因のDTC転送要求許可レジスタ n 
（DTCERn）を参照するためのレジスタ番号を示す定義 

IER_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 

指定された割り込み要因の割り込み要求許可レジスタ m
（IERm）を参照するためのレジスタ番号を示す定義 

IPR_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 

指定された割り込み要因の割り込み要因プライオリティ

レジスタ r（IPRr）を参照するためのレジスタ番号を示す

定義 
IEN_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 

指定された割り込み要因の割り込み要求許可ビット

（IEN）を参照するためのビット名を示す定義 

VECT_XXX_YYY 
XXX：割り込み要求発生元 
YYY：割り込み要因の名称 

指定された割り込み要因のベクタ番号を示す定義 

 

Example 
以下に各定義の使用例を示します。 
 

割り込みステータスフラグのクリア 
ICU.IR[IR_CMT2_CMI2].BYTE = 0; 
 
DTC 転送要求許可ビットの設定 
/* DTC の起動要因に設定する。 */ 
ICU.DTCER[DTCE_CMT2_CMI2].BYTE = 1 
 
割り込み要求許可レジスタ・ビットの設定 
/* CMT2 の CMI2 割り込み要因の割り込みを許可にする。 */ 
ICU.IER[IER_CMT2_CMI2].BIT.IEN_CMT2_CMI2 = 1; 
 
割り込み要因プライオリティの設定 
/* CMT2 の CMI2 割り込み要因の割り込み優先レベルをレベル 1 に設定する。 */ 
ICU.IPR[IPR_CMT2_CMI2].BYTE = 1; 
 
ベクタ番号を指定した割り込み禁止 
/* CMT2 の CMI2 割り込み要因の割り込みを禁止にする。 */ 
R_BSP_InterruptDisable(VECT_CMT2_CMI2); 
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10.5 拡張 RAM 領域において複数のセクションを使用する方法 

 本章では 3.2.24 拡張 RAM で定義した拡張 RAM のセクションを有効にした場合に拡張 RAM に複数のセ

クションを追加する方法について説明します。ここでは、RX72M の拡張 RAM に複数のセクションを追加

する例を用いて説明します。セクションの追加イメージは下記のとおりです。BSP がデフォルトで用意し

ている拡張 RAM セクションがある設定に「追加セクション 1」、「追加セクション 2」のセクションを追

加します。 
 

表 10.50 追加するセクションイメージ 

アドレス セクション 

0x00800000 拡張 RAM セクション 

0x00810000 追加セクション 1 

0x00820000 追加セクション 2 

 

10.5.1 複数のセクションを使用するための手順（CCRX） 
拡張 RAM に対応した RX72M のプロジェクトの拡張 RAM 領域に追加セクションとして

「NEW_EXRAM1」、「NEW_EXRAM2」という二つのセクションを追加し、追加したセクションを

_INITSCT()で初期化する方法を例としてその手順について説明します。 
 

(1) プロジェクトにセクションを追加。 
 

表 10.51 追加するセクション一覧 

プログラムで指定

するセクション名 
名称 プロジェクトに追加する

セクション名 
属性 アライメント 

NEW_EXRAM1 初期化データ DNEW_EXRAM1_8 romdata 8byte 
  DNEW_EXRAM1 romdata 4byte 
  DNEW_EXRAM1_2 romdata 2byte 
  DNEW_EXRAM1_1 romdata 1byte 
 初期値あり変数 RNEW_EXRAM1_8 data 8byte 
  RNEW_EXRAM1 data 4byte 
  RNEW_EXRAM1_2 data 2byte 
  RNEW_EXRAM1_1 data 1byte 
 未初期化変数 BNEW_EXRAM1_8 data 8byte 
  BNEW_EXRAM1 data 4byte 
  BNEW_EXRAM1_2 data 2byte 
  BNEW_EXRAM1_1 data 1byte 
NEW_EXRAM2 初期化データ DNEW_EXRAM2_8 romdata 8byte 
  DNEW_EXRAM2 romdata 4byte 
  DNEW_EXRAM2_2 romdata 2byte 
  DNEW_EXRAM2_1 romdata 1byte 
 初期値あり変数 RNEW_EXRAM2_8 data 8byte 
  RNEW_EXRAM2 data 4byte 
  RNEW_EXRAM2_2 data 2byte 
  RNEW_EXRAM2_1 data 1byte 
 未初期化変数 BNEW_EXRAM2_8 data 8byte 
  BNEW_EXRAM2 data 4byte 
  BNEW_EXRAM2_2 data 2byte 
  BNEW_EXRAM2_1 data 1byte 

 
プロジェクトのプロパティから「C/C++ビルド」＞「設定」より設定画面を開き、「ツール設定」＞

「Linker」＞「セクション」で上記のプロジェクトに追加するセクション名のセクションを追加する。初期

化データのセクションは D*となっているため追加する必要はありません。 
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セクションを追加し、OK で設定を更新する。 

 
 

(2) ROM から RAM へマップするセクション設定を追加。 
プロジェクトのプロパティから「C/C++ビルド」＞「設定」より設定画面を開き、「ツール設定」＞

「Linker」＞「セクション」＞「シンボル・ファイル」に以下の設定を追加する。 
 
DNEW_EXRAM1= RNEW_EXRAM1 
DNEW_EXRAM1_1= RNEW_EXRAM1_1 
DNEW_EXRAM1_2= RNEW_EXRAM1_2 
DNEW_EXRAM1_8= RNEW_EXRAM1_8 
DNEW_EXRAM2= RNEW_EXRAM2 
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DNEW_EXRAM2_1= RNEW_EXRAM2_1 
DNEW_EXRAM2_2= RNEW_EXRAM2_2 
DNEW_EXRAM2_8= RNEW_EXRAM2_8 

 

 
セクション設定を追加し、適用する。 

 
 

(3) _INITSCT()で初期化するセクションを追加。 
 r_bsp¥mcu¥all¥dbsct.c に以下の赤字部分を追加する。 

/* Section start */ 
#pragma section C C$DSEC 

 
extern st_dtbl_t const _DTBL[] = { 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
    { __sectop("D_8"), __secend("D_8"), __sectop("R_8") }, 
#endif 
    { __sectop("D"), __secend("D"), __sectop("R") }, 
    { __sectop("D_2"), __secend("D_2"), __sectop("R_2") }, 
    { __sectop("D_1"), __secend("D_1"), __sectop("R_1") } 
#if (defined(BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE) && (BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE == 

1)) 
#ifdef BSP_EXPANSION_RAM 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
   ,{ __sectop("DEXRAM_8"), __secend("DEXRAM_8"), __sectop("REXRAM_8") } 
#endif 
   ,{ __sectop("DEXRAM"), __secend("DEXRAM"), __sectop("REXRAM") }, 
    { __sectop("DEXRAM_2"), __secend("DEXRAM_2"), __sectop("REXRAM_2") }, 
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    { __sectop("DEXRAM_1"), __secend("DEXRAM_1"), __sectop("REXRAM_1") } 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
   ,{ __sectop("DNEW_EXRAM1_8"), __secend("DNEW_EXRAM1_8"), 

__sectop("RNEW_EXRAM1_8") } 
#endif 
  ,{ __sectop("DNEW_EXRAM1"), __secend("DNEW_EXRAM1"), __sectop("RNEW_EXRAM1") }, 
    { __sectop("DNEW_EXRAM1_2"), __secend("DNEW_EXRAM1_2"), 

__sectop("RNEW_EXRAM1_2") }, 
    { __sectop("DNEW_EXRAM1_1"), __secend("DNEW_EXRAM1_1"), 

__sectop("RNEW_EXRAM1_1") } 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
   ,{ __sectop("DNEW_EXRAM2_8"), __secend("DNEW_EXRAM2_8"), 

__sectop("RNEW_EXRAM2_8") } 
#endif 
   ,{ __sectop("DNEW_EXRAM2"), __secend("DNEW_EXRAM2"), __sectop("RNEW_EXRAM2") }, 
    { __sectop("DNEW_EXRAM2_2"), __secend("DNEW_EXRAM2_2"), 

__sectop("RNEW_EXRAM2_2") }, 
    { __sectop("DNEW_EXRAM2_1"), __secend("DNEW_EXRAM2_1"), 

__sectop("RNEW_EXRAM2_1") } 
#endif 
#endif 
#if (BSP_CFG_RTOS_USED == 4) && (BSP_CFG_RENESAS_RTOS_USED == RENESAS_RI600PX) 
   ,{ __sectop("DRI_ROM"), __secend("DRI_ROM"), __sectop("RRI_RAM") } 
#endif /* Renesas RI600PX */ 
}; 

 
/* Section start */ 
#pragma section C C$BSEC 
 
extern st_btbl_t const _BTBL[] = { 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
    { __sectop("B_8"), __secend("B_8") }, 
#endif 
    { __sectop("B"), __secend("B") }, 
    { __sectop("B_2"), __secend("B_2") }, 
    { __sectop("B_1"), __secend("B_1") } 
#if (defined(BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE) && (BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE == 1)) 
#ifdef BSP_EXPANSION_RAM 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
   ,{ __sectop("BEXRAM_8"), __secend("BEXRAM_8") } 
#endif 
   ,{ __sectop("BEXRAM"), __secend("BEXRAM") }, 
    { __sectop("BEXRAM_2"), __secend("BEXRAM_2") }, 
    { __sectop("BEXRAM_1"), __secend("BEXRAM_1") } 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
   ,{ __sectop("BNEW_EXRAM1_8"), __secend("BNEW_EXRAM1_8") } 
#endif 
   ,{ __sectop("BNEW_EXRAM1"), __secend("BNEW_EXRAM1") }, 
    { __sectop("BNEW_EXRAM1_2"), __secend("BNEW_EXRAM1_2") }, 
    { __sectop("BNEW_EXRAM1_1"), __secend("BNEW_EXRAM1_1") } 
#ifdef BSP_MCU_DOUBLE_PRECISION_FLOATING_POINT 
   ,{ __sectop("BNEW_EXRAM2_8"), __secend("BNEW_EXRAM2_8") } 
#endif 
   ,{ __sectop("BNEW_EXRAM2"), __secend("BNEW_EXRAM2") }, 
    { __sectop("BNEW_EXRAM2_2"), __secend("BNEW_EXRAM2_2") }, 
    { __sectop("BNEW_EXRAM2_1"), __secend("BNEW_EXRAM2_1") } 
#endif 
#endif 
#if (BSP_CFG_RTOS_USED == 4) && (BSP_CFG_RENESAS_RTOS_USED == RENESAS_RI600V4) 
   ,{ __sectop("BRI_RAM"), __secend("BRI_RAM") } 
#endif /* Renesas RI600V4 */ 
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}; 
 
 

(4) 拡張 RAM 領域に割り当てたセクションに変数を配置。 
 

Example 
RAM から拡張 RAM に変数の配置を変更する場合は赤字部分を追加してください。 
#pragma section NEW_EXRAM1 
/* Variable with initial value */ 
uint32_t test_val3[4] = 
{ 
  0xDDEEFF00, 
  0x99AABBCC, 
  0x55667788, 
  0x11223344 
}; 
 
/* Variable without initial value */ 
uint32_t test_val4; 
 
#pragma section 
 
#pragma section NEW_EXRAM2 
/* Variable with initial value */ 
uint32_t test_val5[3] = 
{ 
  0x8899AABB, 
  0x44556677, 
  0x00112233 
}; 
 
/* Variable without initial value */ 
uint32_t test_val6; 
 
#pragma section 
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10.5.2 複数のセクションを使用するための手順（GCC） 
拡張 RAM に対応した RX72M のプロジェクトの拡張 RAM 領域に追加セクションとして初期値あり変数

のセクション「.data_new_exram1」、「.data_new_exram2」と初期値なし変数のセクション

「.bss_new_exram1」、「.bss_new_exram2」という４つのセクションを追加し、追加したセクションを

_INITSCT で初期化する方法を例としてその手順について説明します。 
 

(1) プロジェクトにセクションを追加。 
GCC のプロジェクトでは、セクションはプロジェクト内にある linker_script.ld によって定義されます。 
 
linker_script.ld を編集し、初期値あり変数のセクション「.data_new_exram1」、「.data_new_exram2」

と初期値なし変数のセクション「.bss_new_exram1」、「.bss_new_exram2」の定義を追加してくださ

い。 
 
メモリリージョンの拡張 RAM の定義である RAM2 を分割し、「RAM2_1」、「RAM2_2」の定義を追加

する。 
MEMORY 
{ 
 RAM : ORIGIN = 0x4, LENGTH = 0x7fffc 
 RAM2 : ORIGIN = 0x00800000, LENGTH = 65536 
 RAM2_1 : ORIGIN = 0x00810000, LENGTH = 65536 
 RAM2_2 : ORIGIN = 0x00820000, LENGTH = 393216 
 ROM : ORIGIN = 0xFFC00000, LENGTH = 4194304 
 OFS : ORIGIN = 0xFE7F5D00, LENGTH = 256 
} 
SECTIONS 
{ 
 .exvectors 0xFFFFFF80: AT(0xFFFFFF80) 
（中略） 
 .data : AT(_mdata) 
 { 
  _data = .; 
  *(.data) 
  *(.data.*) 
  *(D) 
  *(D_1) 
  *(D_2) 
  . = ALIGN(2); 
  _edata = .; 
 } > RAM 
 .data_exram : AT(LOADADDR(.data)+(_edata - _data)) 
 { 
  PROVIDE( _mdata_exram = LOADADDR(.data_exram) ); 
  _data_exram = .; 
  *(.data_exram) 
  *(.data_exram.*) 
  . = ALIGN(2); 
  _edata_exram = .; 
 } > RAM2 
 .data_new_exram1 : AT(LOADADDR(.data_exram)+(_edata_exram - _data_exram)) 
 { 
  PROVIDE( _mdata_new_exram1 = LOADADDR(.data_new_exram1) ); 
  _data_new_exram1 = .; 
  *(.data_new_exram1) 
  *(.data_new_exram1.*) 
  . = ALIGN(2); 
  _edata_new_exram1 = .; 
 } > RAM2_1 
 .data_new_exram2 : AT(LOADADDR(.data_new_exram1)+(_edata_new_exram1 - 
_data_new_exram1)) 
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 { 
  PROVIDE( _mdata_new_exram2 = LOADADDR(.data_new_exram2) ); 
  _data_new_exram2 = .; 
  *(.data_new_exram2) 
  *(.data_new_exram2.*) 
  _edata_new_exram2 = .; 
 } > RAM2_2 
 .bss : 
 { 
  _bss = .; 
  *(.bss) 
  *(.bss.**) 
  *(COMMON) 
  *(B) 
  *(B_1) 
  *(B_2) 
  _ebss = .; 
  . = ALIGN(128); 
  _end = .; 
 } > RAM AT>RAM 
 .bss_exram (NOLOAD) : 
 { 
  _bss_exram = .; 
  *(.bss_exram) 
  *(.bss_exram.**) 
  _ebss_exram = .; 
 } > RAM2 
 .bss_new_exram1 (NOLOAD) : 
 { 
  _bss_new_exram1 = .; 
  *(.bss_new_exram1) 
  *(.bss_new_exram1.**) 
  _ebss_new_exram1 = .; 
 } > RAM2_1 
 .bss_new_exram2 (NOLOAD) : 
 { 
  _bss_new_exram2 = .; 
  *(.bss_new_exram2) 
  *(.bss_new_exram2.**) 
  _ebss_new_exram2 = .; 
 } > RAM2_2 
 .ofs1 0xFE7F5D00: AT(0xFE7F5D00) 
 

(2) _INITSCT で初期化するセクションを追加。 
 r_bsp¥mcu¥all¥reset_program.S に以下の赤字部分を追加する。 
#if BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE == 1 
    .extern _data_exram 
    .extern _mdata_exram 
    .extern _ebss_exram 
    .extern _bss_exram 
    .extern _edata_exram 
 
    .extern .data_new_exram1 
    .extern _mdata_new_exram1 
    .extern _ebss_new_exram1 
    .extern _bss_new_exram1 
    .extern _edata_new_exram1 
 
    .extern .data_new_exram2 
    .extern _mdata_new_exram2 
    .extern _ebss_new_exram2 
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    .extern _bss_new_exram2 
    .extern _edata_new_exram2 
#endif 
（中略） 
;;load data section from ROM to RAM 
    pushm   r1-r3 
    mov     #_mdata,r2      ;;src ROM address of data section in R2 
    mov     #_data,r1       ;;dest start RAM address of data section in R1 
    mov     #_edata,r3      ;;end RAM address of data section in R3 
    sub     r1,r3           ;;size of data section in R3 (R3=R3-R1) 
    smovf                   ;;block copy R3 bytes from R2 to R1 
 
#if BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE == 1 
;;load data section from ROM to Extra RAM 
    mov     #_mdata_exram,r2      ;;src ROM address of data_exram section in R2 
    mov     #_data_exram,r1       ;;dest start RAM address of data_exram section in R1 
    mov     #_edata_exram,r3      ;;end RAM address of data_exram section in R3 
    sub     r1,r3           ;;size of data section in R3 (R3=R3-R1) 
    smovf                   ;;block copy R3 bytes from R2 to R1 
 
    mov     #_mdata_new_exram1,r2      ;;src ROM address of data_new_exram1 section in R2 
    mov     #_data_new_exram1,r1       ;;dest start RAM address of data_new_exram1 section in R1 
    mov     #_edata_new_exram1,r3      ;;end RAM address of data_new_exram1 section in R3 
    sub     r1,r3           ;;size of data section in R3 (R3=R3-R1) 
    smovf                   ;;block copy R3 bytes from R2 to R1 
 
    mov     #_mdata_new_exram2,r2      ;;src ROM address of data_new_exram2 section in R2 
    mov     #_data_new_exram2,r1       ;;dest start RAM address of data_new_exram2 section in R1 
    mov     #_edata_new_exram2,r3      ;;end RAM address of data_new_exram2 section in R3 
    sub     r1,r3           ;;size of data section in R3 (R3=R3-R1) 
    smovf                   ;;block copy R3 bytes from R2 to R1 
#endif 
 
;;bss initialisation : zero out bss 
    mov    #00h,r2          ;;load R2 reg with zero 
    mov    #_ebss, r3       ;;store the end address of bss in R3 
    mov    #_bss, r1        ;;store the start address of bss in R1 
    sub    r1,r3            ;;size of bss section in R3 (R3=R3-R1) 
    sstr.b 
 
#if BSP_CFG_EXPANSION_RAM_ENABLE == 1 
;;bss initialisation : zero out bss_exram 
    mov    #00h,r2          ;;load R2 reg with zero 
    mov    #_ebss_exram, r3       ;;store the end address of bss_exram in R3 
    mov    #_bss_exram, r1        ;;store the start address of bss_exram in R1 
    sub    r1,r3            ;;size of bss_exram section in R3 (R3=R3-R1) 
    sstr.b 
 
    mov    #00h,r2          ;;load R2 reg with zero 
    mov    #_ebss_new_exram1, r3       ;;store the end address of bss_new_exram1 in R3 
    mov    #_bss_new_exram1, r1        ;;store the start address of bss_new_exram1 in R1 
    sub    r1,r3            ;;size of bss_new_exram1 section in R3 (R3=R3-R1) 
    sstr.b 
 
    mov    #00h,r2          ;;load R2 reg with zero 
    mov    #_ebss_new_exram2, r3       ;;store the end address of bss_new_exram2 in R3 
    mov    #_bss_new_exram2, r1        ;;store the start address of bss_new_exram2 in R1 
    sub    r1,r3            ;;size of bss_new_exram2 section in R3 (R3=R3-R1) 
    sstr.b 
#endif 
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(3) 拡張 RAM 領域に割り当てたセクションに変数を配置。 
 

Example 
RAM から拡張 RAM に変数の配置を変更する場合は赤字部分を追加してください。 
/* Variable with initial value */ 
uint32_t test_val3[4] __attribute__((section (".data_new_exram1"))) = 
{ 
  0xDDEEFF00, 
  0x99AABBCC, 
  0x55667788, 
  0x11223344 
}; 
/* Variable without initial value */ 
uint32_t test_val4 __attribute__((section (".bss_new_exram1"))); 
 
/* Variable with initial value */ 
uint32_t test_val5[3] __attribute__((section (".data_new_exram2"))) = 
{ 
  0x8899AABB, 
  0x44556677, 
  0x00112233 
}; 
/* Variable without initial value */ 
uint32_t test_val6 __attribute__((section (".bss_new_exram2"))); 
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テクニカルアップデートの対応について 
本モジュールは以下のテクニカルアップデートの内容を反映しています。 

 

• TN-RX*-A021A 
• TN-RX*-A138A 
• TN-RX*-A153A 
• TN-RX*-A164A 
• TN-RX*-A169A 
• TN-RX*-A0214A 
• TN-RX*-A0236B 
• TN-RX*-A0237B 
• TN-RX*-A0238B 
• TN-RX*-A0241B 
• TN-RX*-A0256A 
• TN-RX*-A0257A 
• TN-RX*-A0278A 
• TN-RX*-A0279A 
• TN-RX*-A0280A 
• TN-RX*-A0281A 
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改訂記録 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
2.30 Nov.15.13 — 初版発行 
2.40 Feb.18.14 — RX21A、RX220、RX110 のサポートを追加。「MCU 情報」

項の内容を拡張 
2.50 Jul.09.14 — RX64M のサポートを追加 
2.60 Jul.18.14 — 「カスタムボード用の BSP モジュールを作成する」のセク

ションを追加 
2.70 Aug.05.14 — RX113 のサポートを追加 
2.80 Jan.21.15 — RX71M のサポートを追加 
2.81 Mar.31.15 — RX71M の動作周波数で 240MHz をデフォルトとしてサポー

ト 
2.90 Jun.30.15 — RX231 のサポートを追加 
3.00 Sep.30.15 — RX23T のサポートを追加 
3.01 Sep.30.15 プログラム クロック関連 

ソフトウェア不具合のため、BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
リセット直後のクロック切り替えにおいて、中速動作モード

の許容周波数を超える場合、高速動作モードに切り替える処

理の条件判断に誤りがあり、許容周波数を超えて中速動作

モードが設定される場合があります。 
■発生条件 
次の 3 つの条件に該当したとき 
・BSP FIT モジュール Rev3.00 以前のバージョンで、RX231
または RX23T をご使用されている 
・最も高いクロック周波数が 12MHz を超えかつ 32MHz 以下

で初期定義されている（RX231) 
・ICLK が 12MHz を超え、かつ 32MHz 以下で初期定義され

ている（RX23T） 
■対策 
BSP FIT モジュール Rev3.01 以降をご使用ください。 

   スタック関連 
ソフトウェア不具合のため、BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
BSP で定義しているスタックサイズが大きく、スタックおよ

びヒープ以外の RAM 領域が不足する場合があります。 
■発生条件 
次の 2 つの条件に該当したとき 
・BSP FIT モジュール Rev3.00 で、RX23T をご使用されてい

る 
・BSP_CFG_USER_STACK_ENABLE = 1 
■対策 
BSP FIT モジュール Rev3.01 以降をご使用ください。 
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3.01 Sep.30.15 プログラ

ム 
ロック関連 
ソフトウェア不具合のため、BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
ロック機能において、あらかじめ定義したハードウェア機能に

準じたインデックスに過不足があり、一部ハードウェア機能に

対し、ロック機能を使用できない場合があります。 
■発生条件 
次の 3 つの条件に該当したとき 
・BSP FIT モジュール Rev3.00 以前のバージョンで、RX231 ま

たは RX23T をご使用されている 
・R_BSP_HardwareLock 関数もしくは

R_BSP_HardwareUnlock 関数をご使用されている 
・BSP_CFG_USER_LOCKING_ENABLED = 0 
■対策 
BSP FIT モジュール Rev3.01 以降をご使用ください。 
 本改修により、次の定義を変更しています。 
・追加した定義（RX23T） 

BSP_LOCK_CMPC0, CMPC1, CMPC2 
BSP_LOCK_SMCI1, SMCI5 

・追加した定義（RX231） 
BSP_LOCK_CMPB0, CMPB1, CMPB2, CMPB3 
BSP_LOCK_LPT 

・削除した定義（RX231） 
BSP_LOCK_CMPB 
BSP_LOCK_SMCI2, SMCI3, SMCI4, SMCI7, SMCI10, SMCI11 

3.10 Dec.01.15 — RX130 のサポートを追加 
  1,6,8 ・誤記訂正 

「動作確認デバイス」,「2.6 クロック設定」,「2.14 Trusted 
Memory」 

  64 ・セクション追加 
「テクニカルアップデートの対応について」 

3.20 Feb.01.16 — RX24T のサポートを追加 
  13,14 3.2.6 クロックの設定 

以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_MAIN_CLOCK_SOURCE 
・BSP_CFG_MOSC_WAIT_TIME 
・BSP_CFG_ROM_CACHE_ENABLE 

  プログラ

ム 
クロック関連 
イーサネットコントローラ(ETHERC)のクロック制約

(ICLK=PCLKA)を満たすため、PCLKA の初期値を変更。

(RX63N) 
3.30 Feb.29.16 — RX230 のサポートを追加 
  — RX113 iodefine.h を V1.0A に更新 
  42 5.15 R_BSP_SoftwareDelay 説明変更 
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3.30 Feb.29.16 プログラ

ム 
API 関数関連 
BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
R_BSP_SoftwareDelay 関数でオーバヘッドの減算が必要以上に

されているため、指定した時間を確保できない場合がありま

す。 
■対策 
次の定義(オーバヘッドのサイクル数)を変更しています。 
OVERHEAD_CYCLES 
OVERHEAD_CYCLES_64 
■注意 
本改修により、BSP FIT モジュール Rev3.20 以前のバージョン

と比べて、R_BSP_SoftwareDelay 関数の処理時間が長くなって

います。 
3.31 Apr.13.16 — RX230、RX231 iodefine.h を V1.0F に更新 
  — RX23T iodefine.h を V1.1 に更新 
  — RX24T iodefine.h を V1.0A に更新 
  — RX64M iodefine.h を V1.0 に更新 
  14 3.2.6 クロックの設定 

以下のマクロ定義の内容を修正 
・BSP_CFG_MOSC_WAIT_TIME 
以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_HOCO_WAIT_TIME 
・BSP_CFG_SOSC_WAIT_TIME 

  プログラ

ム 
メモリ関連 
RAM 容量追加に伴い、以下のマクロ定義の設定値を変更。

(RX23T) 
・BSP_RAM_SIZE_BYTES 

   クロック関連 
以下の内容をサポート。一部プログラムを変更。(RX23T、
RX64M、RX71M) 
■内容 
・システムクロックのクロックソース選択に HOCO を追加

(RX23T のみ) 
・メインクロック発振器の発振源が選択可能 
・メインクロック発振器のウェイト時間が選択可能 
・サブクロック発振器のウェイト時間が選択可能(RX64M、

RX71M のみ) 
■注意 
本変更により、RX64M、RX71M のメインクロック発振器およ

びサブクロック発振器のウェイト時間のデフォルト値にはユー

ザーズマニュアルのリセット後の値を設定しています。Rev3.30
以前の BSP FIT モジュールのデフォルト値とは異なるので、ご

注意ください。 
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3.31 Apr.13.16 プログラ

ム 
クロック関連 
オプション機能選択レジスタ 1 で HOCO 発振を有効にした場合

(OFS1.HOCOEN = 1)の HOCO 発振設定が適切ではないため、

HOCO 発振設定を改修。(RX64M、RX71M) 
■内容 
・オプション機能選択レジスタ 1 で HOCO 発振を有効にし

(OFS1.HOCOEN = 1)、HOCO をシステムクロックのクロック

ソースに選択した場合、HOCO を停止しないように変更。 
・オプション機能選択レジスタ 1 で HOCO 発振を無効にし

(OFS1.HOCOEN = 0)、HOCO をシステムクロックのクロック

ソースに選択しなかった場合、HOCO の電源を OFF。 
   割り込み関連 

ユーザーズマニュアルの IPR 設定手順に従うため、

bsp_interrupt_group_enable_disable 関数内のプログラムを変

更。 (RX64M、RX71M) 
■内容 
該当する IERm.IENj ビットが“0”のときに、IPRr レジスタを

書くように変更。 
   STDIO/デバッグコンソール関連 

以下の内容を改修。(RX23T、RX64M、RX71M) 
■内容 
BSP_CFG_USER_CHARGET_ENABLED や

BSP_CFG_USER_CHARPUT_ENABLED を有効(“1”)にしても、 
正しく動作しなかったため、正常動作するように修正。 

   API 関数関連 
R_BSP_RegisterProtectEnable 関数と

R_BSP_RegisterProtectDisable 関数の不要な enum の定数を削

除、HOCO の enum の定数を追加。(RX23T) 
■内容 
R_BSP_RegisterProtectEnable 関数と

R_BSP_RegisterProtectDisable 関数の引数である

bsp_reg_protect_t enum の定数

「BSP_REG_PROTECT_VRCR」を削除。

「BSP_REG_PROTECT_HOCOWTCR」を追加。 
3.40 Oct.01.16 — RX65N のサポートを追加 
  15 3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護 

以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_FAW_REG_VALUE 
・BSP_CFG_ROMCODE_REG_VALUE 
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3.40 Oct.01.16 プログラ

ム 
クロック関連 
(1) LPT モジュールにおいてコンパイルエラーの要因となるた

め、以下の定義のデフォルト値を変更。(RX130) 
・BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE  (2) ⇒ (0) 

 
(2) 以下の定義の誤りを修正。(RX230、RX231) 

[BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE = 1 の場合] 
・BSP_LPTSRCCLK_HZ  (15360) ⇒ (15000) 

[BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE = 2 の場合] 
・定義を削除。 

 
(3) 以下の定義を追加。(RX130) 

・BSP_LPTSRCCLK_HZ 
3.50 Mar.15.17 — RX24U のサポートを追加 
  — RX24T iodefine.h を V1.0H に更新 
  15 3.2.6 クロックの設定 

以下のマクロ定義の説明を修正 
・BSP_CFG_USE_CGC_MODULE 

  16 3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護 
以下のマクロ定義の説明を修正 
・BSP_CFG_OFS1_REG_VALUE 

  19 4.5 サポートされているツールチェーン  
記載内容を修正 

  65 8. 付録を追加 
  プログラ

ム 
メモリ関連 
ROM、RAM 容量追加に伴い、以下のマクロ定義の設定値を変

更。(RX24T) 
・BSP_ROM_SIZE_BYTES 
・BSP_RAM_SIZE_BYTES 

   パッケージ関連 
64 ピンパッケージ追加に伴い、以下のマクロ定義を追加。

(RX24T) 
・BSP_PACKAGE_LFQFP64 
・BSP_PACKAGE_PINS 

   クロック関連 
以下の内容をサポート。一部プログラムを変更。(RX24T) 
■内容 
・システムクロックのクロックソース選択に HOCO を追加 
・PLL 回路の入力クロック源選択に HOCO を追加 

   STDIO/デバッグコンソール関連 
以下の内容を改修。(RX24T) 
■内容 
BSP_CFG_USER_CHARGET_ENABLED や

BSP_CFG_USER_CHARPUT_ENABLED を有効(“1”)にしても、 
正しく動作しなかったため、正常動作するように修正。 
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3.50 Mar.15.17 プログラ

ム 
API 関数関連 
R_BSP_RegisterProtectEnable 関数と

R_BSP_RegisterProtectDisable 関数の不要な enum の定数を削

除、HOCO の enum の定数を追加。(RX24T) 
■内容 
R_BSP_RegisterProtectEnable 関数と

R_BSP_RegisterProtectDisable 関数の引数である

bsp_reg_protect_t enum の定数

「BSP_REG_PROTECT_VRCR」を削除。

「BSP_REG_PROTECT_HOCOWTCR」を追加。 
3.60 Mar.15.17 — RX130-512KB に対応 

RX65N-2MB に対応 
GENERIC-RX65N に対応 

  — RX110 iodefine.h を V1.0B に更新 
RX111 iodefine.h を V1.1A に更新 
RX113 iodefine.h を V1.0C に更新 
RX130 iodefine.h を V2.0 に更新 
RX210 iodefine.h を V1.5 に更新 
RX21A iodefine.h を V1.1C に更新 
RX220 iodefine.h を V1.1A に更新 
RX230 iodefine.h を V1.0I に更新 
RX231 iodefine.h を V1.0I に更新 
RX23T iodefine.h を V1.1C に更新 
RX62N iodefine.h を V1.4 に更新 
RX62T iodefine.h を V2.0 に更新 
RX62G iodefine.h を V2.0 に更新 
RX630 iodefine.h を V1.6A に更新 
RX63N/RX631 iodefine.h を V1.8A に更新 
RX63T iodefine.h を V2.1C に更新 
RX64M iodefine.h を V1.0A に更新 
RX65N iodefine.h を V2.0 に更新 
RX71M iodefine.h を V1.0A に更新 

  — 以下のテクニカルアップデートに対応 
・TN-RX*-A138A 
・TN-RX*-A164A 
・TN-RX*-A169A 

  4 
 

1.2 ファイル構成 説明を変更 
図 1.1 r_bsp ファイル構成 変更 

  5 図 1.2 評価ボードフォルダと generic フォルダの構成 追加 
  6 2.1 MCU 情報 BSP_RAM_SIZE_BYTES 欄 説明を追加 
  7 2.2 初期設定 説明を変更 

図 2.1 PowerON_Reset_PC()フローチャート 変更 
図 2.2 システムクロック設定のフローチャート 追加 

  12 2.14 Trusted Memory 説明を変更 
2.15 バンクモード 追加 

  14 2.21 グループ割り込み 章を移動、説明を変更 
(移動) 4.10.7 ⇒ 2.20 

2.22 選択型割り込み 章を移動 
(移動) 4.10.8 ⇒ 2.21 

  15 2.23 スタートアップ無効化 追加 
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ページ ポイント 
3.60 Mar.15.17 22 3.2.4 CPU モードとブートモード 説明を変更 

表 3.4 CPU モードとブートモードの定義 説明を変更 
  23 3.2.6 クロックの設定  定義を追加、誤記を修正 

(追加) BSP_CFG_RTC_ENABLE 
(追加) BSP_CFG_SOSC_DRV_CAP 
(誤記) BSP_CFG_PLL_SOURCE ⇒ BSP_CFG_PLL_SCR 

  25 3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護 説
明を変更、定義を追加 
(説明変更) BSP_CFG_OFS1_REG_VALUE 
(追加) BSP_CFG_CODE_FLASH_BANK_MODE 

(追加) BSP_CFG_CODE_FLASH_START_BANK 
  27 3.2.11 スタートアップ無効化  追加 
  29 4.9.3 割り込み制御のパラメータ  追加 
  32 4.10.3 割り込みエラーコード  変更 

4.10.4 割り込み制御コマンド  変更 
  33 4.10.7 ソフトウェアディレイ単位  追加 

4.12 ドライバをプロジェクトに追加する  説明を変更 
  34 4.13 コードサイズ 
  35 5. API 関数 変更 
  54 5.15 R_BSP_InterruptControl()  追加 
  58 5.17 R_BSP_GetIClkFreqHz()  追加 
  59 5.18 R_BSP_StartupOpen()  追加 
  61 6.1 FIT 用プロジェクトを作成する  追加 
  67 6.2 e2 studio FIT Configurator を使って FIT モジュールをプロ

ジェクトに追加する  追加 
  79 8. ユーザプロジェクトに FIT モジュールを組み込む方法 追加 
  86 表 9.7 動作確認環境 (Rev.3.60)  追加 
  87 9.2 FIT プラグインを使用したプロジェクト作成方法  追加 

9.2.1 空プロジェクトを作成する  章を移動、説明を変更 
(移動) 6.1 ⇒ 9.2.1 

  93 9.2.2 e2 studio FIT プラグインを使って r_bsp を追加する  章を
移動 
(移動) 6.2 ⇒ 9.2.2 

  97 9.3 トラブルシューティング 追加 
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3.60 Mar.15.17 プログラ

ム 
機能関連 
不要なユーザモードへの遷移機能を削除。(RX130) 
■内容 

以下の関数を削除。 
・Change_PSW_PM_to_UserMode 

 
スタートアップ無効化機能を追加。(RX65N) 
■内容 

以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_STARTUP_DISABLE 

 
バンク機能を追加。(RX65N) 
■内容 

vecttbl.c にバンク機能の設定の処理を追加。 
ROM 容量 1Mbytes 以下のパッケージを選択した場合は、バ
ンク機能設定の処理は無効になります。 

 
ADSAM レジスタの初期化手順を変更。(RX65N) 
■内容 

ADSAM レジスタの初期化前にモジュールストップ設定を保
持し、初期化後にモジュールストップ設定を元に戻すように
手順を変更。 

   パッケージ関連 
新パッケージの仕様を追加。(RX130) 
■内容 
(1)新パッケージ追加に伴い、以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_MCU_RX130_512KB 
・BSP_PACKAGE_LFQFP100 

 
(2)新パッケージ追加に伴い、以下のマクロ定義の設定値を追
加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAG 
(追加) FP = 0x5 = LFQFP/100/0.50 

・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE 
(追加) 6 = 0x6 = 128KB/32KB/8KB 
(追加) 7 = 0x7 = 384KB/48KB/8KB 
(追加) 8 = 0x8 = 512KB/48KB/8KB 

    
新パッケージの仕様を追加。(RX65N) 
■内容 
(1)新パッケージ追加に伴い、以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_CFG_CODE_FLASH_BANK_MODE 
・BSP_CFG_CODE_FLASH_START_BANK 
・BSP_MCU_RX65N_2MB 
・BSP_PACKAGE_LFQFP176 
・BSP_PACKAGE_LFBGA176 
・BSP_PACKAGE_TFLGA177 
・BSP_PRV_PORTG_NE_PIN_MASK 
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ページ ポイント 
3.60 Mar.15.17 プログラ

ム 
(2)新パッケージ追加に伴い、以下のマクロ定義の設定値を追
加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) FC = 0x0 = LFQFP/176/0.50 
(追加) BG = 0x1 = LFBGA/176/0.80 
(追加) LC = 0x2 = TFLGA/177/0.50 

・BSP_CFG_MCU_PART_ENCRYPTION_INCLUDED 
(追加) D = false =Encryption module not included, 

SDHI/SDSI module included, dual-bank 
structure. 

(追加) H = true = Encryption module included, SDHI/SDSI 
module included, dual-bank structure. 

・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE 
(追加) C = 0xC = 1.5MB/640KB/32KB 
(追加) E = 0xE = 2MB/640KB/32KB 

    
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX231) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_PACKAGE_WFLGA64 
 
(2)以下のマクロ定義を削除。 

・BSP_PACKAGE_LQFP64 
 
(3)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) LF = 0x1 = WFLGA/64/0.50 

・BSP_CFG_MCU_PART_VERSION 
(追加) C = 0xC = Chip version C = Security function not 

included, SDHI module not included, 
CAN module not included. 

 
(4)以下のマクロ定義の設定値を削除。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(削除) FK = 0x3 = LQFP/64/0.80 
(削除) LJ = 0xA = TFLGA/100/0.65 

・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE 
(削除) 3 = 0x3 = 64KB/12KB/8KB 

 
(5)以下のマクロ定義の設定値を変更。 

・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE 
(変更) 5 = 0x5 = 128KB/20KB/8KB 

⇒ 5 = 0x5 = 128KB/32KB/8KB 



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 177 of 216 
Sep.12.25  

Rev. 発行日 
改訂内容 
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3.60 Mar.15.17 プログラ

ム 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX63N、RX631) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義のデフォルト値を変更。 

・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE  (RSK のみ) 
(変更) (0xB) ⇒ (0xF) 

・BSP_CFG_MCU_PART_GROUP  (RX631 のみ) 
(変更) (0x2) ⇒ (0x1) 

 
(2)以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_PACKAGE_TFLGA64 
 
(3)以下のマクロ定義を削除。 
・BSP_PACKAGE_LQFP80 
 
(4)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) LJ = 0xA = TFLGA/100/0.65 
(追加) LH = 0xB = TFLGA/64/0.65 

・BSP_CFG_MCU_PART_ENCRYPTION_INCLUDED 
(追加) H = true = CAN included/DEU included/PDC not 

included. 
(追加) G = false = CAN not included/DEU included/PDC 

not included.  
(追加) S = true = CAN included/DEU not included/PDC 

included.  
(追加) F(only 64-pin TFLGA) = true = CAN included/DEU 

not included/PDC not included. 
・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE 

(追加) F = 0xF = 2MB/256KB/32KB 
(追加) G = 0x10 = 1.5MB/192KB/32KB 
(追加) J = 0x13 = 1.5MB/256KB/32KB 
(追加) K = 0x14 = 2MB/192KB/32KB 
(追加) M = 0x16 = 256KB/64KB/32KB 
(追加) N = 0x17 = 384KB/64KB/32KB 
(追加) P = 0x19 = 512KB/64KB/32KB 
(追加) W = 0x20 = 1MB/192KB/32KB 
(追加) Y = 0x22 = 1MB/256KB/32KB 

 
(5)以下のマクロ定義の設定値を削除。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(削除) LA = 0x6 = TFLGA/100/0.65. 
(削除) FN = 0x7 = LQFP/80/0.50. 

・BSP_CFG_MCU_PART_CAN_INCLUDED 
(削除) E =   = 3V included (RX63T). Ignore. 

・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE 
(削除) 4 = 0x4 = 32KB/8KB/8KB 
(削除) 5 = 0x5 = 48KB/8KB/8KB 
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(6)以下のマクロ定義の設定値を変更。 

・BSP_CFG_MCU_PART_MEMORY_SIZE 
(変更) 6 = 0x6 = 64KB/8KB/8KB 

⇒ 6 = 0x6 = 256KB/128KB/32KB 
(変更) 7 = 0x7 = 384KB/64KB/32KB 

⇒ 7 = 0x7 = 384KB/128KB/32KB 
(変更) 8 = 0x8 = 512KB/64KB/32KB 

⇒ 8 = 0x8 = 512KB/128KB/32KB 
    

パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX64M) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の誤記を修正。 

・BSP_PACKAGE_LQFP176  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP176 

・BSP_PACKAGE_LQFP144  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP144 

・BSP_PACKAGE_LQFP100  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP100 

 
(2)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) LJ = 0xA = TFLGA/100/0.65 

 
 (3)以下のマクロ定義の設定値を削除。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(削除) LA = 0x6 = TFLGA/100/0.50 
(削除) JA = 0x7 = TFLGA/100/0.65 

    
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX65N) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の誤記を修正。 

・BSP_PACKAGE_LQFP144  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP144 

・BSP_PACKAGE_LQFP100  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP100 

 
(2)以下のマクロ定義の設定値を変更。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(変更) LJ = 0x6 = TFLGA/100/0.65  

⇒ LJ = 0xA = TFLGA/100/0.65 
・BSP_CFG_MCU_PART_GROUP 

(変更) 5N = 0x0 = RX65N Group  
⇒ 5N/51 = 0x0 = RX65N Group/RX651 Group 

 
(3)以下のマクロ定義の設定値を削除。 

・BSP_CFG_MCU_PART_GROUP 
(削除) 51 = 0x1 = RX651 Group 
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パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX71M) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の誤記を修正。 

・BSP_PACKAGE_LQFP176  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP176 

・BSP_PACKAGE_LQFP144  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP144 

・BSP_PACKAGE_LQFP100  
⇒ BSP_PACKAGE_LFQFP100 

 
(2)以下のマクロ定義の設定値を変更。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(変更) LJ = 0x6 = TFLGA/100/0.65  

⇒ LJ = 0xA = TFLGA/100/0.65 
   クロック関連 

以下の内容をサポート。一部プログラムを変更。(RX130) 
■内容 
(1)以下のクロック設定の定義を追加 
・メインクロック発振器の発振源が選択可能 
・メインクロック発振器のウェイト時間が選択可能 
 

(2)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_ILOCO_HZ 

    
サブクロック発振設定を修正。(RX64M、RX65N、RX71M) 
■内容 
(1)r_bsp_config.h の設定に応じたサブクロックの発振設定を行

います。 
 
(2)ウォームスタート時の処理を追加。 
 
(3)サブクロック発振設定の変更に伴い、以下のマクロ定義を追
加。 
・BSP_CFG_RTC_ENABLE 
・BSP_CFG_SOSC_DRV_CAP 

    
ユーザーズマニュアルのLPT注意事項に従うため、

lpt_clock_source_select関数内にプログラムを追加。(RX130) 
■内容 
ローパワータイマのクロックソースとしてIWDT専用オンチップ

オシレータを使用する場合、IWDTCSTPR.SLCSTPビットを

“0”を書くように変更。 
 
以下の内容を改修。(RX130) 
■内容 
(1)サブクロック発振器を停止設定後、再度動作設定にする場

合、停止期間がサブクロックで5 サイクル以上の時間となるよ

うに変更。 
 
(2) lpt_clock_source_select関数の不要な分岐条件を削除。 

・BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE == 2  
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割り込み関連 
bsp_interrupt_enable_disable 関数にプログラムを追加。
(RX130) 
■内容 
タイムアウト検出許可ビット(BSC.BEREN.BIT.TOEN)の設定を
追加。 
 
選択型割り込みに関する内容を変更。 
■内容 
(1)選択型割り込みの割り込み要因名に誤記があったため、関係

するマクロ定義を修正。(RX64M、RX65N、RX71M) 
該当する割り込み要因と修正内容を以下に示す。 
・TPU0_TGI0V ⇒ TPU0_TCI0V 
・TPU1_TGI1V ⇒ TPU1_TCI1V 
・TPU1_TGI1U ⇒ TPU1_TCI1U 
・TPU2_TGI2V ⇒ TPU2_TCI2V 
・TPU2_TGI2U ⇒ TPU2_TCI2U 
・TPU3_TGI3V ⇒ TPU3_TCI3V 
・TPU4_TGI4V ⇒ TPU4_TCI4V 
・TPU4_TGI4U ⇒ TPU4_TCI4U 
・TPU5_TGI5V ⇒ TPU5_TCI5V 
・TPU5_TGI5U ⇒ TPU5_TCI5U 
・MTU0_TGIV0 ⇒ MTU0_TCIV0 
・MTU1_TGIV1 ⇒ MTU1_TCIV1 
・MTU1_TGIU1 ⇒ MTU1_TCIU1 
・MTU2_TGIV2 ⇒ MTU2_TCIV2 
・MTU2_TGIU2 ⇒ MTU2_TCIU2 
・MTU3_TGIV3 ⇒ MTU3_TCIV3 
・MTU4_TGIV4 ⇒ MTU4_TCIV4 
・MTU6_TGIV6 ⇒ MTU6_TCIV6 
・MTU7_TGIV7 ⇒ MTU7_TCIV7 
・MTU8_TGIV8 ⇒ MTU8_TCIV8 

(2)存在しない割り込み要因名があったため、関係するマクロ定
義を削除。(RX64M、RX71M) 
該当する割り込み要因を以下に示す。 
・(削除) MTU8_TGI8U 

   (3)新パッケージ追加に伴い、選択型割り込みの割り込み要因を
追加。(RX65N) 

・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_PROC_BUSY 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_ROMOK 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_LONG_PLG 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_TEST_BUSY 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_WRRDY0 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_WRRDY1 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_WRRDY4 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_RDRDY0 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_RDRDY1 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_ 
INTEGRATE_WRRDY 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_TSIP_ 
INTEGRATE_RDRDY 
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グループ割り込みに関する内容を変更。 
■内容 
(1)グループ割り込みのコールバック関数の呼び出し順番を変
更。(RX64M、RX65N、RX71M) 

コールバック関数の呼び出し順番を変更した周辺を以下に示
す。 
・SCI0 ~ SCI7、SCI12 
・SCI8 ~ SCI11 (RX65N のみ) 
・PDC 
・SCIFA8 ~ SCIFA11 (RX64M、RX71M のみ) 
・RSPI0 
・RSPI1 (RX71M、RX65N のみ) 
・RSPI2 (RX65N のみ) 

 
(2)新パッケージ追加に伴い、以下の enum 定義を追加。
(RX65N) 

bsp_int_src_t 
・BSP_INT_SRC_BL1_RIIC1_TEI1 
・BSP_INT_SRC_BL1_RIIC1_EEI1 
・BSP_INT_SRC_AL1_GLCDC_VPOS 
・BSP_INT_SRC_AL1_GLCDC_GR1UF 
・BSP_INT_SRC_AL1_GLCDC_GR2UF 
・BSP_INT_SRC_AL1_DRW2D_DRW_IRQ 

 
(3)グループ割り込みの割り込み要因名に誤記があったため、修

正。(RX64M、RX71M) 
・BSP_INT_SRC_BL0_CAC_FERRF 
⇒ BSP_INT_SRC_BL0_CAC_FERRI 

・BSP_INT_SRC_BL0_CAC_MENDF 
⇒ BSP_INT_SRC_BL0_CAC_MENDI 

・BSP_INT_SRC_BL0_CAC_OVFF 
⇒ BSP_INT_SRC_BL0_CAC_OVFI 

・BSP_INT_SRC_BL0_DOC_DOPCF 
⇒ BSP_INT_SRC_BL0_DOC_DOPCI 

    
ノンマスカブル割り込みに関する内容を変更。 
■内容 
(1)新パッケージ追加に伴い、以下の enum 定義を追加。
(RX65N) 

bsp_int_src_t 
・BSP_INT_SRC_EXRAM 

 
(2)新パッケージ追加に伴い、vecttbl.c に EXRAM の割り込み処

理を追加。(RX65N) 
ROM 容量 1Mbytes 以下のパッケージを選択した場合は、

EXRAM 割り込みの処理は無効になります。 



RX ファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN1685JJ0770  Rev.7.70  Page 182 of 216 
Sep.12.25  

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
3.60 Mar.15.17 プログラ

ム 
API 関数関連 
R_BSP_SoftwareDelay 関数のループサイクル数に関する分岐条
件を変更。 
■内容 
(変更前) 

#if defined(BSP_MCU_RX231) || defined(BSP_MCU_RX64M) 
|| defined(BSP_MCU_RX71M) || ... 

#define CPU_CYCLES_PER_LOOP    4  
#else 

#define CPU_CYCLES_PER_LOOP    5 
#endif 
 

(変更後) 
#ifdef __RXV1 

#define CPU_CYCLES_PER_LOOP    (5) 
#else 

#define CPU_CYCLES_PER_LOOP    (4) 
#endif 

   ロック関連 
ロック機能に関する内容を変更。(RX130) 
■内容 
新パッケージ追加に伴い、以下の enum 定義を追加。 

mcu_lock_t 
・BSP_LOCK_REMC0 
・BSP_LOCK_REMC1 
・BSP_LOCK_REMCOM 
・BSP_LOCK_SCI0 
・BSP_LOCK_SCI8 
・BSP_LOCK_SCI9 
・BSP_LOCK_SMCI0 
・BSP_LOCK_SMCI8 
・BSP_LOCK_SMCI9 
・BSP_LOCK_TEMPS 

 
ロック機能に関する内容を変更。(RX65N) 
■内容 
新パッケージ追加に伴い、以下の enum 定義を追加。 

mcu_lock_t 
・BSP_LOCK_RIIC1 
・BSP_LOCK_GLCDC 
・BSP_LOCK_DRW2D 

   STDIO/デバッグコンソール関連 
以下の内容を改修。(RX130) 
■内容 
BSP_CFG_USER_CHARGET_ENABLED や

BSP_CFG_USER_CHARPUT_ENABLED を有効(“1”)にしても、

正しく動作しなかったため、正常動作するように修正。 
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端子関連 
ユーザーズマニュアルの MPC 注意事項に従うため、
output_ports_configure 関数内のプログラムを変更。(RX130) 
■内容 
PMR の当該ビットを“0”、PDR の当該ビットを“0”、 PCR の当
該ビットを“0”にしてから、PmnPFS.ASEL に“1”を書くように変
更。 
 
以下の内容を改修。(RX111) 
■内容 
(1)PORTH は存在しないため、端子設定を削除。 
 
(2)以下のマクロ定義を削除。 

・BSP_PRV_PORTH_NE_PIN_MASK 
3.70 Nov.01.17 — GENERIC-RX110 に対応 

GENERIC-RX111 に対応 
GENERIC-RX113 に対応 
GENERIC-RX130 に対応 
GENERIC-RX230 に対応 
GENERIC-RX231 に対応 
GENERIC-RX23T に対応 
GENERIC-RX24T に対応 
GENERIC-RX24U に対応 
GENERIC-RX64M に対応 
GENERIC-RX71M に対応 
Envision ボード RX65N-2MB に対応 

  23 3.2.6 クロックの設定 
BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE の設定値に以下を追加 
2=LPT を使用しない 
BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE の説明に以下を追加 
デフォルト値は 2 です(LPT を使用しない) 

  プログラ
ム 

機能関連 
スタートアップ無効化機能を追加。(RX110、RX111、RX113、
RX130、RX230、RX231、RX23T、RX24T、RX24U、
RX64M、RX71M) 
■内容 

以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_STARTUP_DISABLE 
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ローパワータイマ関連 
以下の内容を改修。(RX230、RX231) 
■内容 
(1) ユーザーズマニュアルの ILCSTP ビットの説明に従うた

め、usb_lpc_clock_source_select 関数内に ILOCO の発振安定

時間を待つ処理を追加。 
 
(2) ユーザーズマニュアルの LPT 注意事項に従うため、 
ローパワータイマのクロックソースとして IWDT 専用オンチッ

プオシレータを使用する場合、IWDTCSTPR.SLCSTP ビットを

“0”を書くように変更。 
 
(3) ILOCO は一度発振するとプログラムでは停止できないが、

usb_lpc_clock_source_select 関数内に ILOCO の停止処理があ

る。不要であるため削除。 
 
(4) IWDT 専用オンチップオシレータの定義を追加。(RX230、
RX231) 
・BSP_ILOCO_HZ 

    
以下の内容を改修。(RX130、RX230、RX231) 
■内容 
(1) LPT モジュールを使用しない場合に対応し、以下の定義を追

加。 
  ・BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE = 2 
 
(2) 以下の定義のデフォルト値を変更。 

・BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE  (0) ⇒ (2) 
 

(3) LPT を使用しないときに、サブクロックも ILOCO も発振さ

せないように分岐を追加。 
3.71 Dec.20.17 27 3.2.10 拡張バスマスタ優先度設定を追加。 
  86 表 9.8 動作確認環境 (Rev.3.70)の使用ボードの誤記を修正。 
  117 改訂履歴(Rev3.70)の誤記を修正。 
  プログラ

ム 
機能関連 
拡張バスマスタ優先度設定機能を追加。(RX65N-2MB) 
 
■内容 
以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_EBMAPCR_1ST_PRIORITY 
・BSP_CFG_EBMAPCR_2ND_PRIORITY 
・BSP_CFG_EBMAPCR_3RD_PRIORITY 
・BSP_CFG_EBMAPCR_4TH_PRIORITY 
・BSP_CFG_EBMAPCR_5TH_PRIORITY 

3.80 Jul.01.18 — Target Board for RX130 に対応 
Target Board for RX231 に対応 
Target Board for RX65N に対応 
RX111 ROM 384 KB と 256 KB に対応 
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3.80 Jul.01.18 — RX113 iodefine.h を V1.1 に更新 

RX65N iodefine.h を V2.0A に更新 
  27 3.2.13 スマート・コンフィグレータの使用を追加 
  35 5.1 概要の表にある関数名の誤記を修正 

R_BSP_SutartupOpen ⇒ R_BSP_StartupOpen 
  82 ステップ 3. スタートアップ無効化の説明の誤記を修正 

2.22.1 スタートアップ無効化の設定方法 ⇒ 2.23.1 スタート
アップ無効化の設定方法 

  87 表 9.10 動作確認環境 (Rev.3.80)  追加 
  プログラ

ム 
機能関連 
スマート・コンフィグレータでの GUI によるコンフィグオプ
ション設定機能に対応。(RX110、RX111、RX113、RX230、
RX231、RX64M、RX65N、RX71M の Generic のみ対応) 
■内容 
GUI によるコンフィグオプション設定機能に対応するため、設
定ファイルを追加。 

    
スマート・コンフィグレータによる、周辺機能初期化処理に対
応。 
■内容 
以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_CONFIGURATOR_SELECT 

    
ROMWT、MEMWAIT レジスタ書き込み後の処理を修正。
(RX65N、RX71M) 
■内容 
ROMWT、MEMWAIT レジスタ書き込み後に、ROMWT、
MEMWAIT レジスタに書いた値が反映されたことを確認する処
理を追加。 

    
ツールニュース(R20TS0302)のビルド時における注意事項に対
応(RX113、RX210、RX63T) 
■内容 
特定のパッケージを選択してビルドしたとき、ビルドエラーに
なる問題を修正。詳細はツールニュース(R20TS0302)を参照。 

    
不要な処理を削除。(RX230, RX231, RX23T) 
■内容 
ユーザブートに関する処理を削除。 

3.90 Jul.27.18 — RX66T のサポートを追加 

  1 関連ドキュメントに以下を追加 
・e2 studio に組み込む方法 Firmware Integration Technology 
・CS+に組み込む方法 Firmware Integration Technology 
・Renesas e2 studio スマート・コンフィグレータ ユーザーガ

イド 
  22 3.2.3 STDIO とデバッグコンソール 

章題を変更。定義に関する説明を追加 
(追加) BSP_CFG_USER_CHARGET_ENABLED 
(追加) BSP_CFG_USER_CHARGET_FUNCTION 
(追加) BSP_CFG_USER_CHARPUT_ENABLED 
(追加) BSP_CFG_USER_CHARPUT_FUNCTION 
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3.90 Jul.27.18 23 3.2.6 クロックの設定 

BSP_CFG_ROM_CACHE_ENABLE は 3.2.15 ROM キャッシュ

機能に移動するため、削除 
  27 3.2.11 MCU 電圧 

説明と定義を追加 
(追加) BSP_CFG_MCU_AVCC_MV 

  28 3.2.14 AD の端子への負電圧入力設定を追加 
  29, 30 3.2.15. ROM キャッシュ機能を追加 
  30 3.2.16 ウォームスタート時のコールバック機能を追加 

3.2.17 ボードリビジョンを追加 
3.2.18 FIT モジュールの割り込み禁止時の割り込み優先レベル

を追加 
  38 4.14 for 文、while 文、do while 文へのキーワードを追加 
  39 5.1 概要 

R_BSP_VoltageLevelSetting 関数を追加。 
  45 5.7 R_BSP_RegisterProtectEnable 

Description の説明を変更。 
  47 5.8 R_BSP_RegisterProtectDisable 

Description の説明を変更。 
  65 5.19 R_BSP_VoltageLevelSetting を追加。 
  67 6. プロジェクトのセットアップ 

6.1 FIT モジュールの追加方法 
章題、説明を変更。 

  — 6.2 e2 studio FIT Configurator を使って FIT モジュールをプロ

ジェクトに追加するを削除 
  87 9.1 動作確認環境 

表 9.11 動作確認環境 (Rev.3.90)を追加。 
  — 9.2 FIT プラグインを使用したプロジェクト作成方法を削除。 
  プログラ

ム 
機能関連 
スマート・コンフィグレータに対応したデバイスのボードフォ
ルダを変更。(RX110、RX111、RX113、RX130、RX230、
RX231、RX64M、RX65N、RX71M) 
■内容 
その他のボードはすべて GENERIC_RXxxx で代用可能になった

ため、generic フォルダ以外のボードフォルダを削除。 
 
ツールニュース(R20TS0302)の”bsp_non_existent_port_init”関数
におけるポートの初期化処理に関する注意事項に対応(RX113、
RX210、RX231、RX610、RX62G、RX62N、RX62T、
RX631、RX63N) 
■内容 
ポートの初期設定を修正。詳細はツールニュース(R20TS0302)
を参照。 
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ページ ポイント 
3.90 Jul.27.18 プログラ

ム 
機能関連 
ID コードに関するマクロ定義を追加。(RX64M、RX65N、

RX71M) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_ID_CODE_LONG_1 
・BSP_CFG_ID_CODE_LONG_2 
・BSP_CFG_ID_CODE_LONG_3 
・BSP_CFG_ID_CODE_LONG_4 
(2)GUI によるコンフィグオプション設定機能の設定ファイルに
マクロ定義に関する設定を追加 

   パッケージ関連 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX23T) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義を削除。 
・ BSP_CFG_MCU_PART_VERSION 
 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX220) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) FK = 0x3 = LQFP/64/0.80 

 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX62T) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) FK = 0x4 = LQFP/64/0.80 

   ロック関連 
ロック機能に関する内容を変更。(RX113) 
■内容 
(1)以下の enum 定義を追加。 
・BSP_LOCK_TEMPS 
 
ロック機能に関する内容を変更。(RX65N) 
■内容 
(1)以下の enum 定義を追加。 
・BSP_LOCK_SMCI10 
・BSP_LOCK_SMCI11 

   端子関連 
周辺機能の FIT モジュールの仕様により端子設定のタイミング
が異なるため、output_ports_configure 関数内のプログラムを変
更。(RX210、RX220、RX23T、RX24T、RX24U、RX62G、
RX62N、RX630、RX63N、RX631) 
■内容 

LED とスイッチ以外の周辺機能に関する端子設定処理を削
除。 
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ページ ポイント 
3.91 Aug.31.18 プログラ

ム 
機能関連 
以下の内容を改修。(RX66T) 
■内容 
  (1) bsp_volsr_initial_configure 関数の実行タイミングを修正。 
  (2) R_BSP_VoltageLevelSetting 関数に汎用レジスタのスタッ

ク領域への退避、復帰処理を追加。 
4.00 Oct.31.18 — RX651 の 64 ピンパッケージのサポートを追加 
  — RX65N iodefine.h を V2.2 に更新 
  23 3.2.5 RTOS 

表 3.5 RTOS の定義に BSP_CFG_RTOS_SYSTEM_TIMER を追

加 
  87,88 9.1 動作確認環境 

表 9.10 動作確認環境 (Rev.3.90) と表 9.11 動作確認環境 
(Rev.3.91) の使用ボードの誤記を修正。 

  88 9.1 動作確認環境 
表 9.13 動作確認環境 (Rev.4.00)を追加。 

  プログラ

ム 
機能関連 
スマート・コンフィグレータでの GUI によるコンフィグオプ
ション設定機能に対応。(RX23T、RX24T、RX24U の Generic
のみ対応) 
■内容 
GUI によるコンフィグオプション設定機能に対応するため、設
定ファイルを追加。 
 
スマート・コンフィグレータに対応したデバイスのボードフォ
ルダを変更。(RX23T、RX24T、RX24U) 
■内容 
その他のボードはすべて GENERIC_RXxxx で代用可能になった

ため、generic フォルダ以外のボードフォルダを削除。 
 
RTOS に対応。(RX64M、RX65N、RX71M) 
■内容 
RTOS に対応した処理を追加。 
以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_RTOS_SYSTEM_TIMER 

   パッケージ関連 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX65N) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) FM = 0x8 = LFQFP/64/0.50 
(追加) BP = 0xC = TFBGA/64/0.50 

(2)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_PACKAGE_LFQFP64 
・BSP_PACKAGE_TFBGA64 

4.01 Jan.11.19 — RX72T のサポートを追加 
  39 5.1 概要 

RX72T についての注意事項を追加。 
  65 5.19 R_BSP_VoltageLevelSetting 

RX72T についての説明を追加。 
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改訂内容 

ページ ポイント 
4.01 Jan.11.19 88 9.1 動作確認環境 

表 9.14 動作確認環境 (Rev.4.01)を追加。 
5.00 Mar.15.19 — 以下のコンパイラに対応 

・GCC for Renesas RX 
・IAR C/C++ Compiler for Renesas RX 

  — 以下のテクニカルアップデートに対応 
・TN-RX*-A153A 

  — 以下のデバイスを動作確認デバイスから除外 
・RX210 グループ 
・RX21A グループ 
・RX220 グループ 
・RX610 グループ 
・RX62N グループ 
・RX62T, RX62G グループ 
・RX630 グループ 
・RX63T グループ 

  1 動作確認デバイスを更新 
対象コンパイラを追加 
関連ドキュメントを削除 

  3 概要を更新 
  4, 5 1.2 ファイル構成を更新 
  6 2.1 MCU 情報を更新 
  7, 8 2.2 初期設定を更新 
  9 2.3 グローバル割り込みを更新 

2.4 割り込みコールバックを更新 
  10 2.6 クロックの設定を更新 

2.7 STDIO とデバッグコンソールを更新 
2.8 スタック領域とヒープ領域を更新 

  11 2.10 ID コードを更新 
2.12 エンディアンを更新 
2.13 オプション機能選択レジスタを更新 

  12 2.16 ボードごとの定義を削除 
  13 2.18 レジスタの保護を更新 
  15~18 2.22 スタートアップ無効化を更新 
  20 3.1 プラットフォームを選択するを更新 
  21 3.2.1 MCU 製品型名情報を更新 

3.2.2 スタックサイズとヒープサイズを更新 
  23 3.2.5 RTOS を更新 
  24 3.2.6 クロックの設定を更新 
  25 3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護を

更新 
  29 3.2.12 スタートアップ無効化を更新 
  35 4.10.2 ハードウェアリソースロックを更新 
  38 4.13 コードサイズを更新 
  40 5.1 概要を更新 
  41 5.2 R_BSP_GetVersion()を更新 
  64, 65 5.18 R_BSP_StartupOpen()を更新 
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改訂内容 

ページ ポイント 
5.00 Mar.15.19 68 5.20 R_BSP_InterruptRequestEnable()を追加 
  69 5.21 R_BSP_InterruptRequestDisable()を追加 
  70~76 6. 組み込み関数を追加 
  77 7.1 FIT モジュールの追加方法を更新 
  78~84 7.2 IAR プロジェクトへの FIT モジュールの追加方法 
  96~99 9. ユーザプロジェクトに FIT モジュールを組み込む方法を更新 
  106 10.1 動作確認環境 

表 10.15 動作確認環境 (Rev.5.00)を追加。 
  108 テクニカルアップデートの対応についてを更新 

ホームページとサポート窓口を削除 
  プログラ

ム 
フォルダ構成 
フォルダ構成を変更。 
■内容 
(1)以下のファイルを追加。 
・r_bsp_interrupts.c 
・r_bsp_interrupts.h 
・linker_script_rvectors.inc 
・r_rx_compiler.h 
・r_rx_intrinsic_functions.c 
・r_rx_intrinsic_functions.h 
・r_rots.h 
・reset_program.s 
・mcu_clocks.h 

   (2)board フォルダの以下のファイルからデバイス依存を無く
し、all ファルダへ移動。 
・dbsct.c 
・lowlvl.c 
・lowsrc.c 
・lowsrc.h 
・resetprg.c 
・sbrk.c 

   (3)mcu フォルダの以下のファイルからデバイス依存を無くし、
all ファルダへ移動。 
・cpu.c 
・locking.c 
・mcu_locks.c 
・mcu_startup.c 
・mcu_startup.h 
・resetprg.c 
・sbrk.c 

   (4)board フォルダの以下のファイルからボード依存をなくし、
mcu ファルダへ移動。 
・vecttbl.c 
・vecttbl.h 

   (5)register_access フォルダに以下のフォルダを追加。 
・ccrx 
・gnuc 
・iccrx 
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5.00 Mar.15.19 プログラ

ム 
(6)以下の処理を移動。 
・resetprg.c から hwsetup.c へ ROM キャッシュ設定を移動 
・resetprg.c から mcu_clocks.c へクロック設定を移動 
・r_bsp.h から rots.h へ RTOS のインクルード設定を移動 
・mcu_interrupt.c から r_bsp_interrupts.c へ割り込み関連の

API 関数を移動 
・vecttbl.c から r_bsp_interrupts.c へ例外割り込み関数を移動 

   (7)以下のファイルの名前を変更。 
・cpu.c  -->  r_bsp_cpu.c 
・cpu.h  -->  r_bsp_cpu.h 
・locking.c  -->  r_bsp_locking.c 
・locking.h  -->  r_bsp_locking.h 
・mcu_startup.c  -->  r_bsp_mcu_startup.c 
・mcu_startup.h  -->  r_bsp_mcu_startup.h 

   クロック関連 
クロックの設定手順を修正。(RX110、RX111、RX113、
RX130、RX230、RX231) 
■内容 
(1) HOCO、メインクロック、サブクロック、PLL のクロック設
定の処理を修正。 
(2) 以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_CFG_MAIN_CLOCK_SOURCE 
・BSP_CFG_MOSC_WAIT_TIME 
・BSP_CFG_RTC_ENABLE 
・BSP_CFG_SOSC_DRV_CAP 
・BSP_CFG_SOSC_WAIT_TIME 

(3) 以下のマクロ定義を削除。(RX110、RX111、RX113) 
・BSP_CFG_USE_CGC_MODULE 

   メインクロック発振器ウェイト時間をレジスタの初期値に変更
(RX130) 
■内容 
(1) 以下のマクロ定義のデフォルト値を変更 
・BSP_CFG_MOSC_WAIT_TIME  (0x06) ⇒ (0x04) 

   ローパワータイマに対応。(RX113) 
■内容 
(1) ローパワータイマ使用時にローパワータイマのクロックソー
スを発振させる処理を追加。 
(2) 以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE 
   クロック(ICLK、PCLKB、PCLKD、FCLK)のデフォルト値を

24MHz から 32MHz に変更。(RX113) 
■内容 
(1) 以下のマクロ定義のデフォルト値を変更 

・BSP_CFG_PLL_DIV  (2) ⇒ (4) 
・BSP_CFG_PLL_MUL  (6) ⇒ (8) 
・BSP_CFG_ICK_DIV  (2) ⇒ (1) 
・BSP_CFG_PCKB_DIV  (2) ⇒ (1) 
・BSP_CFG_PCKD_DIV  (2) ⇒ (1) 
・BSP_CFG_FCK_DIV  (2) ⇒ (1) 
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5.00 Mar.15.19 プログラ

ム 
LCD モジュールを使用しない場合の設定を追加。(RX113) 
■内容 
(1) LCD モジュールを使用しない場合に対応し、以下の定義を追

加。 
・BSP_CFG_LCD_CLOCK_SOURCE = 5 

(2) 以下の定義のデフォルト値を変更。 
・BSP_CFG_LCD_CLOCK_SOURCE  (2) ⇒ (5)  

   CGC FIT モジュール関連の処理を削除。(RX110、RX111、
RX113) 
■内容 
 CGC の FIT モジュールに関する処理を全て削除。 

   以下の内容を改修。(RX113、RX231) 
■内容 
以下の定義のデフォルト値を変更。 
・BSP_CFG_USB_CLOCK_SOURCE  (0) ⇒ (1) 

   ロック関連 
ロック機能に関する内容を変更。(RX100、RX200、
RX600(RX631、RX63N、RX64M を除く)、RX700(RX71M を除

く)のサポートする動作確認デバイス) 
■内容 
(1)以下の enum 定義を削除。 
・BSP_LOCK_SMCIx (x は 0 から 12 の中で含まれるすべての

値) 
   ロック機能に関する内容を変更。(RX64M、RX71M) 

■内容 
(1)以下の enum 定義を変更。 
・BSP_LOCK_EPTPC0 
・BSP_LOCK_EPTPC1 
・BSP_LOCK_PTPEDMAC 

   STDIO/デバッグコンソール関連 
以下の内容を修正。(RX110、RX113、RX230、RX231) 
■内容 
BSP_CFG_USER_CHARGET_ENABLED や

BSP_CFG_USER_CHARPUT_ENABLED を有効(“1”)にしても、 
正しく動作しなかったため、正常動作するように修正。 

   機能関連 
CCRX の拡張言語仕様をマルチコンパイラ対応。 
■内容 
#pragma、キーワード、組み込み関数およびセクションアドレ
ス演算子のマクロ定義を追加。 
(詳細は、r_rx_compiler.h、r_rx_intrinsic_functions.c、
r_rx_intrinsic_functions.h を参照) 

   resetprg.c に変数の初期化処理を追加。 
■内容 
リセット解除後、初期化していない変数を初期化するための処
理を追加。 

   resetprg.c に倍精度浮動小数点機能の初期化を追加。 
■内容 
リセット解除後、DPSW を初期化するための処理を追加。 
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5.00 Mar.15.19 プログラ

ム 
resetprg.c に三角関数演算器の初期化を追加。 
■内容 
リセット解除後、TFU を初期化するための処理を追加。 

   mcu_info.h に MCU 機能のマクロ定義を追加。 
■内容 
デバイス毎に実装されている機能を判別するためのマクロ定義

を追加。 
   グループ BE0 の割り込みに対応。(RX64M、RX65N、RX66T、

RX71M、RX72T) 
■内容 
(1) group_be0_handler_isr 関数を追加。 
(2)以下の enum 定義を追加。 
bsp_int_src_t 

・BSP_INT_SRC_BE0_CAN0_ERS0 
・BSP_INT_SRC_BE0_CAN1_ERS1 (RX66T、RX72T を除
く) 

・BSP_INT_SRC_BE0_CAN2_ERS2 (RX66T、RX72T を除く) 
5.10 Mar.29.19 — RX23W のサポートを追加 
  25 3.2.6 クロックの設定 

以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_CLKOUT_RF_MAIN 

  40 5.1 概要 
R_BSP_ConfigClockSetting 関数を追加。 

  70 5.22 R_BSP_ConfigClockSetting を追加。 
  107 10.1 動作確認環境 

表 10.16 動作確認環境 (Rev.5.10)を追加。 
5.20 Apr.08.19 — RX72M のサポートを追加 
  23 3.2.6 クロックの設定 

BSP_CFG_USB_CLOCK_SOURCE の値を変更。 
  25 3.2.6 クロックの設定 

BSP_CFG_PPLL_DIV、BSP_CFG_PPLL_MUL、 
BSP_CFG_PHY_CLOCK_SOURCE、
BSP_CFG_ESC_CLOCK_SOURCE、
BSP_CFG_CLKOUT_SOURCE、BSP_CFG_CLKOUT_DIV、
BSP_CFG_CLKOUT_OUTPUT を追加。 

  109 10.1 動作確認環境 
表 10.17 動作確認環境 (Rev.5.20)を追加。 

5.21 Jul.23.19 109 10.1 動作確認環境 
表 10.18 動作確認環境 (Rev.5.21)を追加。 

  プログラ

ム 
機能関連 
RTOS 対応のための変更を追加。(RX110、RX111、RX113、
RX130、RX230、RX231、RX23T、RX23W、RX24T、
RX24U、RX63N、RX66T、RX72T) 
■内容 
以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_RTOS_SYSTEM_TIMER 

5.30 Jul.26.19 — RX13T のサポートを追加 
  — RX24T の 64 ピンパッケージのサポートを追加 
  — GCC コンパイラでの RX23W のサポートを追加 
  — IAR コンパイラでの RX72M のサポートを追加 
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5.30 Jul.26.19 — 以下のテクニカルアップデートに対応 

・TN-RX*-A0214A 
  — API 関数のコメントを Doxygen スタイルに変更 
  — RX72M iodefine.h (CCRX、GCC)を V1.00C に更新 
  — RX65N iodefine.h (CCRX、GCC)を V2.30 に更新 
  — RX23W iodefine.h (GCC)を V1.0B を追加 
  7 2.2 初期設定 

図 2.1 スタートアップ関数のフローチャートを変更。 
  16 2.22 スタートアップ無効化 

図 2.5 無効になるスタートアップ処理を変更。 
  19 2.22.1 スタートアップ無効化 

(3)R_BSP_StartupOpen 関数の呼び出し: 説明を変更 
(4)R_BSP_VbattInitialSetting 関数の呼び出し:追加 

  22 3.2.4 CPU モードとブートモード 
注意事項を追加。 

  33 3.2.19 バッテリバックアップ機能を追加。 
  34 4.4 制限事項 

制限事項を追加 
  38 4.10.3 割り込みエラーコード 

エラーコードを追加。 
   4.10.4 割り込み制御コマンド 

コマンドを追加。 
  39 4.10.6 割り込み要因 

BSP_INT_SRC_EMPTY を追加。 
  42 5.1 概要 

R_BSP_SoftwareReset()を追加。 
R_BSP_VbattInitialSetting()を追加。 

  43~74 各 API 章の「Reentrant」項目を削除 
  48 5.7 R_BSP_RegisterProtectEnable() 

Description の内容を変更。 
  49 5.7 R_BSP_RegisterProtectEnable() 

Special Notes に注意事項を追加。 
  50 5.8 R_BSP_RegisterProtectDisable() 

Description の内容を変更し、Special Notes に注意事項を追加。 
  61~64 5.15 R_BSP_InterruptControl() 

機能追加のため、Parametars、Retern Values、Description の説
明を変更。Example を追加。Special Notes に注意事項を追加。 

  68 5.18 R_BSP_StartupOpen() 
Description の説明を変更。 

  69 5.18 R_BSP_StartupOpen() 
図 5.2 R_BSP_StartupOpen 関数の処理を変更 

  75 5.23 R_BSP_SoftwareReset()を追加。 
  76 5.24 R_BSP_VbattInitialSetting()を追加。 
  82 表 6.5 組み込み関数の共通マクロ(5/7) 

R_BSP_CHG_PMUSR(): RX72M の注意事項を追加 
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5.30 Jul.26.19 84 表 6.7 組み込み関数の共通マクロ(7/7) 

以下の組み込み関数を追加。 

- R_BSP_SINCOSF 

- R_BSP_ATAN2HYPOTF 

  116 10.1 動作確認環境 
表 10.19 動作確認環境 (Rev.5.30)を追加。 

  118 テクニカルアップデートの対応についてを更新。 
  プログラ

ム 
パッケージ関連 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX24T) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) FK = 0x1 = LQFP/64/0.80 

(2)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_PACKAGE_LQFP64 

   機能関連 
バッテリバックアップ機能未使用時の初期設定を追加(RX23W) 
■内容 
(1) 以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_CFG_VBATT_ENABLE 
(2) バッテリバックアップ機能未使用時の初期設定を追加。 
 

   テクニカルアップデート(TN-RX*-A0214A)に対応。(RX230, 
RX231) 
■内容 
(1) 以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_CFG_VBATT_ENABLE 
(2) バッテリバックアップ機能未使用時の初期設定を追加。 
詳細はテクニカルアップデート(TN-RX*-A0214A)を参照。 

   API 関数関連 
R_BSP_RegisterProtectEnable 関数と

R_BSP_RegisterProtectDisable 関数の処理を変更。 
■内容 
プロセッサ割り込み優先レベルの制御について
R_BSP_InterruptControl 関数を用いるように変更。 
(ユーザモードで実行しても特権命令例外が発生しないように変
更。) 

   R_BSP_InterruptControl 関数に機能を追加。(全デバイス) 
■内容 
(1) 以下のコマンドのマクロ定義を追加。 
 ・BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_ENABLE 
 ・BSP_INT_CMD_FIT_INTERRUPT_DISABLE 
(2) 以下のエラーコードのマクロ定義を追加。 
 ・BSP_INT_ERR_INVALID_IPL 
(3) 以下の割り込みベクタ未使用時のマクロ定義を追加。 
 ・BSP_INT_SRC_EMPTY 
(4) プロセッサ割り込み優先レベルの制御による割り込み許可/
禁止処理を追加。 
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5.30 Jul.26.19 プログラ

ム 
バッテリバックアップ機能の初期化のための API 関数を追加。 
■内容 
(1) 以下の API 関数を追加。 
 ・R_BSP_VbattInitialSetting 

   組み込み関数関連 
GCC for Renesas RX コンパイラ用の組み込み関数の不具合を

修正。 
■内容 
(1) 以下の組み込み関数を修正。 
・R_BSP_MulAndAccOperation_2byte() 
・R_BSP_MulAndAccOperation_FixedPoint1() 
・R_BSP_MulAndAccOperation_FixedPoint2() 
 

   三角関数演算器用の組み込み関数を追加。 
■内容 
(1) 以下の組み込み関数を追加。 
・R_BSP_CalcSine_Cosine() 
・R_BSP_CalcAtan_SquareRoot() 

5.40 Oct.04.19 — RX23E-A のサポートを追加 
  — RX23W iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.00D に更新 

RX23W iodefine.h (IAR)を V1.00C に更新 
RX72M iodefine.h (IAR)を V1.00C に更新 
RX13T iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.00A に更新 

  34 4.4 制限事項 
制限事項を追加 

  116 10.1 動作確認環境 
表 10.20 動作確認環境 (Rev.5.40)を追加。 

  プログラ

ム 
機能関連 
GCC のオプション設定メモリの初期化を修正。(RX64M、
RX65N、RX66T、RX71M、RX72M、RX72T) 
■内容 
コンパイラの最適化レベルをデフォルトから変更した場合、オ
プション設定メモリレジスタが正しく初期化されない問題を修
正。 

   割り込み関連 
選択型割り込みに関する内容を追加。 
■内容 
以下の選択型割り込みの割り込み要因を追加。(RX71M) 
・BSP_MAPPED_INT_CFG_B_VECT_SHA_SHARDY 

   端子関連 
端子設定の初期値を変更。(RX23W) 
■内容 
Port 1、2、3 の端子設定の初期値を変更。 

5.50 Oct.08.19 — RX72N のサポートを追加 
  — RX66N のサポートを追加 
  — 以下のデバイスを動作確認デバイスから除外 

・RX63N, RX631 グループ 
  — IAR コンパイラでの RX23W のサポートを追加 
  — RTOS(RI600V4/RI600PX)対応を追加 
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ページ ポイント 
5.50 Oct.08.19 — RX65N iodefine.h (CCRX)を変更 
  4 1.2 ファイル構成 

RX651 に関する注意事項を追記。 
  5 図 1.2 generic フォルダの構成を更新 
  7 2.2 初期設定 

図 2.1 スタートアップ関数のフローチャートを更新 
  17 2.22 スタートアップ無効化 

図 2.6 スタートアップ無効化機能の対象ファイル 
  20 2.23 ソフトウェア割り込みを追加 
  22 3.2.2 スタックサイズとヒープサイズ 

以下の定義の説明に RTOS 使用時の説明を追加。 
・BSP_CFG_USER_STACK_ENABLE 
・BSP_CFG_USTACK_BYTES 
・BSP_CFG_ISTACK_BYTES 

  23 3.2.4 CPU モードとブートモード 
BSP_CFG_RUN_IN_USER_MODE の説明に RTOS 使用時の説
明を追加。 

  24 3.2.5 RTOS 
BSP_CFG_RTOS_SYSTEM_TIMER の説明に RTOS 使用時の
説明を追加。 
BSP_CFG_RENESAS_RTOS_USED を追加。 

  34 3.2.20 ソフトウェア割り込みを追加 
  35 4.4 制限事項を変更 

RX72N、RX66N の制限事項を追加。 
三角関数演算器に関する組み込み関数を GCC、IAR でサポー
ト。倍精度浮動小数点に関する組み込み関数を GCC でサポー
ト。これにより制限事項から削除。 

  36 4.6 使用する割り込みベクタを追加 
4.9 コンフィギュレーションの概要を削除 

  40 4.11.3 割り込みエラーコードを戻り値の章に移動 
  41 4.10.7 ソフトウェア割り込みユニットを追加 
  42 4.10.8 ソフトウェア割り込み制御コマンドを追加 

4.10.9 ソフトウェア割り込み情報を追加 
  43 4.10.10 ソフトウェア割り込みタスクステータスを追加 

4.10.11 ソフトウェア割り込みタスクを追加 
4.10.12 ソフトウェア割り込みタスクバッファ番号を追加 
4.10.13 ソフトウェア割り込みアクセス制御ステータスを追加 

  44 4.11.1 割り込みエラーコード 4.11.3 から移動。 
4.11.2 ソフトウェア割り込みエラーコードを追加 

  47 5.1 概要 
以下の関数を追加。 
・R_BSP_SoftwareInterruptOpen 
・R_BSP_SoftwareInterruptClose 
・R_BSP_SoftwareInterruptSetTask 
・R_BSP_SoftwareInterruptControl 

  49 5.3 R_BSP_InterruptsDisable() 
Special Notes の説明を変更。 

  50 5.3 R_BSP_InterruptsEnable() 
Special Notes の説明を変更。 

  52 5.6 R_BSP_CpuInterruptLevelWrite() 
Return Values、Special Notes の説明を変更。 
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5.50 Oct.08.19 54 5.7 R_BSP_RegisterProtectEnable() 

Specail Notes の説明を変更。 
  55 5.8 R_BSP_RegisterProtectDisable() 

Specail Notes の説明を変更。 
  83 5.25 R_BSP_SoftwareInterruptOpen()を追加 
  84 5.26 R_BSP_SoftwareInterruptClose()を追加 
  85-86 5.27 R_BSP_SoftwareInterruptSetTask()を追加 
  87-90 5.28 R_BSP_SoftwareInterruptControl()を追加 
  97 表 6.7 組み込み関数の共通マクロ(7/7) 

R_BSP_INIT_TFU(): iccrx の function を変更。注意事項を追加。 
以下の共通マクロの iccrx の function を IAR C/C++ Compiler for 
Renesas RX の組み込み関数に変更。 
・R_BSP_SINCOSF(x, y, z) 
・R_BSP_ATAN2HYPOTF(w, x, y, z) 

  98 7.1 FIT モジュールの追加方法を更新 
  99 7.2 IAR プロジェクトへの FIT モジュールの追加方法 

説明を変更。 
7.2.1 スタンドアロン版スマート・コンフィグレータを使用して
FIT モジュールを追加する方法 を追加 

  102 7.2.2 IAR プロジェクトコンバータを使用して FIT モジュールを
追加する方法 
章題を追加。 

  133 10.1 動作確認環境 
表 10.21 動作確認環境 (Rev.5.50)を追加。 

  134 10.2 トラブルシューティング 事例を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
RTOS 対応のための変更を追加。(全デバイス) 
■内容 
(1) 以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_RENESAS_RTOS_USED 

(2) 以下の API 関数についてユーザモード時の仕様を変更 
・R_BSP_InterruptsEnable 
・R_BSP_InterruptsDisable 
・R_BSP_CpuInterruptLevelWrite 

 
   ソフトウェア割り込みの機能を追加。(全デバイス) 

■内容 
(1) 以下のマクロ定義を追加 
・BSP_CFG_SWINT_UNITn_ENABLE (n = 0, 1) 
・BSP_CFG_SWINT_TASK_BUFFER_NUMBER 
・BSP_CFG_SWINT_IPR_INITIAL_VALUE 

(2) 以下の API 関数を追加 
・R_BSP_SoftwareInterruptOpen 
・R_BSP_SoftwareInterruptClose 
・R_BSP_SoftwareInterruptSetTask 
・R_BSP_SoftwareInterruptControl 

(3) BSP のスタートアップ処理にソフトウェア割り込みの初期化
を追加 
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5.50 Oct.08.19 プログラ

ム 
ロック関連 
ロック機能に関する内容を変更。(全デバイス) 
■内容 
(1)以下の enum 定義を追加。 
・BSP_LOCK_SWINT 
・BSP_LOCK_SWINT2 (RX64M, RX65N, RX66T, RX71M, 
RX72M, RX72T のみ) 

   組み込み関数関連 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RX コンパイラ用の三角関数に

関する組み込み関数の共通マクロを変更。 
■内容 
(1) 以下の組み込み関数の共通マクロを変更 
・R_BSP_INIT_TFU 
・R_BSP_SINCOSF 
・R_BSP_ATAN2HYPOTF 

5.51 Dec.10.19 — RX23W iodefine.h (IAR)を V1.00D に更新 
RX65N iodefine.h (IAR)を V2.30 に更新 
RX13T iodefine.h (IAR)を V1.00A に更新 

  35 4.4 制限事項を変更 
4.4.1 IAR コンパイラに関する制限事項から 
ユーザモード遷移関数の制限を削除。 
4.4.2 GNU コンパイラに関する制限事項を削除。 

  69 5.15 R_BSP_InterruptControl() 
Special Notes に注意事項を追加。 

  127 10.1 動作確認環境 
表 10.22 動作確認環境 (Rev.5.51)を追加。 

  — e2 studio 7.6.0 の仕様変更のため 
7.2.2 IAR プロジェクトコンバータを使用して FIT モジュールを
追加する方法の章を削除。 

5.52 Feb.14.20 — IAR コンパイラでの RX110 のサポートを追加 
  25 表 3.6 クロック設定の定義(2/3) 

BSP_CFG_SDCLK_OUTPUT の値の説明を変更。 
  128 10.1 動作確認環境 

表 10.23 動作確認環境 (Rev.5.52)を追加。 
  プログラ

ム 
CCRX コンパイラ、IAR コンパイラにおいてビルド時に未使用
変数の Warning が出力される問題を修正。(RX110、RX111、
RX113、RX130、RX230、RX231、RX23W、RX64M、
RX65N、RX66N、RX71M、RX72M、RX72N) 

   CCRX コンパイラにおいて-pack オプションが指定されると
_INITSCT 関数による外部変数の初期化が行われなくなる問題を
修正。 

5.60 Jul.31.20 — RX23W の 83 ピンパッケージのサポートを追加 
  — RX13T の 32 ピン、48 ピンパッケージのサポートを追加 
  1 対象コンパイラの CCRX コンパイラに使用可能なバージョンを

記述。 
  35 4.4.3 CCRX コンパイラに関する制限事項を追加 
  98 7.1 FIT モジュールの追加方法を更新 
  118 10.1 動作確認環境 

 コンパイラのバージョンについて説明を追加。 
  128 表 10.24 動作確認環境 (Rev.5.60)を追加。 
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5.60 Jul.31.20 プログラ

ム 
パッケージ関連 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX23W) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) LN = 0xF = LGA/83/0.50 

(2)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_PACKAGE_LGA83 

 
   パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX13T) 

■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) NE = 0x10 = QFN/48/0.50 
(追加) NH = 0x11 = QFN/32/0.50 

(2)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_PACKAGE_QFN48 
・BSP_PACKAGE_QFN32 

   機能関連 
CCRX コンパイラにおいて_REENTRANT オプションが指定さ
れるとビルドエラーになる問題を修正。 
 

   BSP_CFG_SDCLK_OUTPUT に関する初期設定を追加。
(RX66N、RX72M、RX72N) 

5.61 Aug.04.20 — RX23E-A の製品型名を追加。 
  129 表 10.25 動作確認環境 (Rev.5.61)を追加。 
  プログラ

ム 
パッケージ関連 
チップバージョンに関するマクロ定義の変更。(RX23E-A) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_VERSION 
(追加) S = 0x1C = S: Temperature (thermocouple or 

resistive temperature detector), DSAD 1 Unit 
5.62 Nov.20.20 — RX72M の 100 ピン、144 ピンパッケージのサポートを追加 
  27 3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護 

以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE 

  37 4.6 使用する割り込みベクタ 
表 4.1 使用する割り込みベクタを変更。 

  105 8.手動で r_bsp を追加する 
説明を変更。 

  129 表 10.26 動作確認環境 (Rev.5.62)を追加。 
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5.62 Nov.20.20 プログラ

ム 
パッケージ関連 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX72M) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) FB = 0x03 = LFQFP/144/0.50 
(追加) FP = 0x05 = LFQFP/100/0.50 

(2)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_PACKAGE_LFQFP144 
・BSP_PACKAGE_LFQFP100 

   機能関連 
ID コードの有効／無効を設定するマクロ定義を追加。
(RX64M、RX66T、RX71M、RX72T) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE 
(2)ID コードが有効な場合(BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE＝1 の
とき)、シリアルプログラマコマンド制御レジスタ(SPCC)の ID
コードプロテクト機能を有効にする処理を追加。 

   テクニカルアップデート(TN-RX*-A0214A)の更新のため、
VBATT の初期設定を修正。(RX230, RX231, RX23W) 
■内容 
(1) バッテリバックアップ機能に関する初期設定を修正。 
詳細はテクニカルアップデート(TN-RX*-A0214A)を参照。 

5.63 Jan.29.21 — テクニカルアップデートの対応を追加。 
  35 3.2.21 ボード設定用の定義を追加。 
  131 表 10.27 動作確認環境 (Rev.5.63)を追加。 
  133 テクニカルアップデートの対応についてを更新。 
  プログラ

ム 
機能関連 
IAR 環境においてデータ入出力関数を追加。(iccrx) 
■内容 
(1)__write 関数、__read 関数を追加。 

   テクニカルアップデート(TN-RX*-A0236B)の対応のため、サブ
クロックの初期設定を修正。(RX64M, RX65N, RX66N, RX71M, 
RX72M, RX72N) 
■内容 
(1) サブクロックの初期設定を修正。 
詳細はテクニカルアップデート(TN-RX*-A0236B)を参照。 

   テクニカルアップデート(TN-RX*-A0237B)の対応のため、サブ
クロックの初期設定を修正。(RX230, RX231, RX23W) 
■内容 
(1) サブクロックの初期設定を修正。 
詳細はテクニカルアップデート(TN-RX*-A0237B)を参照。 

   テクニカルアップデート(TN-RX*-A0238B)の対応のため、サブ
クロックの初期設定を修正。(RX113, RX130) 
■内容 
(1) サブクロックの初期設定を修正。 
詳細はテクニカルアップデート(TN-RX*-A0238B)を参照。 
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5.63 Jan.29.21 プログラ

ム 
機能関連 
テクニカルアップデート(TN-RX*-A0241B)の対応のため、サブ
クロックの初期設定を修正。(RX110, RX111) 
■内容 
(1) サブクロックの初期設定を修正。 
詳細はテクニカルアップデート(TN-RX*-A0241B)を参照。 

   ボード機能のシリアル通信に関するマクロ定義を追加。(全デバ
イス) 
■内容 
(1) 以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_ENABLE 
・BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_CHANNEL 
・BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_BITRATE 
・BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_INTERRUPT_ 

PRIORITY 
   ID コードプロテクト機能を改善。(RX64M, RX66T, RX71M, 

RX72T) 
5.64 Feb.26.21 — スマート・コンフィグレータのコンポーネント設定において、

BSP 以外の FIT モジュールにヒープサイズの使用量について指
定がある場合に BSP のヒープサイズの初期値がヒープサイズの
使用量の最小値より小さいとき、エラーを通知する仕様を追
加。 

  24 3.2.5 RTOS 
BSP_CFG_RTOS_USED の値に 5(Azure RTOS を使用する)を
追加。 

  131 表 10.28 動作確認環境 (Rev.5.64)を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
BSP_CFG_RTOS_USED のコンパイルの条件分岐に Azure 
RTOS の分岐を追加。 

5.65 Apr.23.21 — FSP 対応を追加。 
  132 表 10.29 動作確認環境 (Rev.5.65)を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
FSP 対応のため、fsp_common_api.h と r_fsp_error.h を追加。 

5.66 May.14.21 132 表 10.30 動作確認環境 (Rev.5.66)を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
fsp_common_api.h を更新。 

6.11 May.18.21 — RX671 のサポートを追加 
  26 3.2.6 クロックの設定 

以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_MAIN_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_SUB_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_HOCO_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_LOCO_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_IWDT_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 

  28 3.2.6 クロックの設定 
以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_HOCO_FLL_ENABLE 
・BSP_CFG_HOCO_TRIMMING_ENABLE 
・BSP_CFG_HOCO_TRIMMING_REG_VALUE 

  29 表 3.7 ROM 上のレジスタ定義 
注意事項を追加。 
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Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
6.11 May.18.21 39 4.6 使用する割り込みベクタ 

表 4.1 使用する割り込みベクタを変更。 
  86 5.25 R_BSP_SoftwareInterruptOpen() 

Description の説明を変更。 
  135 表 10.31 動作確認環境 (Rev.6.11)を追加。 
  137 10.3 IWDT オートスタートモード使用時の注意事項を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
BSP のソフトウェアコンポーネント設定の項目からクロックア
ウト(CLKOUT)端子設定の項目を削除するように MDF ファイル
を修正。 (RX66N, RX72M, RX72N) 

6.20 Jun.30.21 — RX140 のサポートを追加 
  137 表 10.32 動作確認環境 (Rev.6.20)を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
アドレス例外のサポートを追加。(RX66N, RX72M, RX72N) 

6.21 Aug.20.21 138 表 10.33 動作確認環境 (Rev.6.21)を追加。 
  プログラ

ム 
80 ピンと 64 ピンの PORTH の PDR レジスタの初期値を修正。
(RX140) 

   IWDT の発振安定待ち処理を追加。(RX140) 
   クロック関連 

ソフトウェア不具合のため、BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
クロックソース(BSP_CFG_CLOCK_SOURCE)に PLL 回路以外

を選択し CLKOUT 端子から出力するクロックソース

(BSP_CFG_CLKOUT_SOURCE)に PLL 回路を選択したとき、

PLL 回路の発振処理が無効になります。そのため CLKOUT 端子

から PLL クロックが出力されません。 
■発生条件 
次の条件をすべて満たしたとき 
・RX140 で BSP FIT モジュール Rev.6.20 を使用する 
・クロックソースに PLL 回路以外を選択する 

(BSP_CFG_CLOCK_SOURCE≠4) 
・CLKOUT 出力機能を使用し CLKOUT 端子から出力するク

ロックソースに PLL 回路を選択する 
 (BSP_CFG_CLKOUT_SOURCE＝4) 
■対策 
BSP FIT モジュール Rev.6.21 以降をご使用ください。 
本対策により PLL 回路の発振処理の誤りを修正しています。 

7.00 Nov.30.21 22 3.2 プラットフォームの設定の説明を変更。 
  30 3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護 

以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_BLOCK_ERASE_CMD_PROTECT_ENABLE 
・BSP_CFG_PROGRAM_CMD_PROTECT_ENABLE 
・BSP_CFG_READ_CMD_PROTECT_ENABLE 
・BSP_CFG_SERIAL_PROGRAMMER_CONECT_ENABLE 
・BSP_CFG_ONCHIP_DEBUGGER_CONECT_ENABLE 

  33 3.2.13 スマート・コンフィグレータの定義 
章題を変更。以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_CONFIGURATOR_VERSION 
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Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
7.00 Nov.30.21 38 3.2.22 C++プロジェクト 

以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_CPLUSPLUS 

   3.2.23 選択型割り込みの章を追加。 
  49 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  51 5.1 概要 

プロセッサモードに関する注意事項を追加。 
  53 5.3 R_BSP_InterruptsDisable() 

Special Notes の説明を変更。 
  54 5.4 R_BSP_InterruptsEnable() 

Special Notes の説明を変更。 
  56 5.6 R_BSP_CpulnterruptLevelWrite() 

Special Notes の説明を変更。 
  72 5.15 R_BSP_InterruptControl() 

Special Notes の説明を変更。 
  84 5.23 R_BSP_SoftwareReset() 

Special Notes の説明を変更。 
  97, 101 6．組み込み関数 

共通マクロの R_BSP_SET_IPL(x)に注意事項(注 3)を追加。 
  97-99, 

101 
6．組み込み関数 
以下の共通マクロに注意事項(注 2)を追加。 
・R_BSP_SET_IPL(x) 
・R_BSP_SET_PSW(x) 
・R_BSP_SET_ISP(x) 
・R_BSP_SET_INTB(x) 
・R_BSP_SET_BPSW(x) 
・R_BSP_SET_BPC(x) 
・R_BSP_SET_FINTV(x) 
・R_BSP_CHG_PMUSR() 
・R_BSP_SETPSW_I() 
・R_BSP_CLRPSW_I() 

  99 表 6.5 組み込み関数の共通マクロ(5/7) 
R_BSP_CHG_PMUSR()の iccrx の注意事項を削除。 

  137 表 10.34 動作確認環境 (Rev.7.00)を追加。 
  139 10.3 IWDT オートスタートモード使用時の注意事項 

IWDT のタイムアウト発生条件の例を説明に追加。 
  139, 140 10.4 選択型割り込み要因の操作の章を追加。 
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Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
7.00 Nov.30.21 プログラ

ム 
機能関連 
ソフトウェア不具合のため、BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
CCRX で C++のプロジェクトを作成し BSP を使用したとき、

BSP のスタートアップ処理内の”_CALL_INIT”の処理が無効にな

ります。 
■発生条件 
CCRX で C++のプロジェクトを作成し、スマート・コンフィグ

レータを使って BSP をプロジェクト内に組み込むと発生しま

す。対象の BSP のバージョンは Rev.5.00～Rev.6.21 となりま

す。 
■対策 
BSP FIT モジュール Rev.7.00 以降をご使用ください。 
本対策によりスタートアップ処理の誤りを修正しています。 
対応ツールニュース番号：R20TS0763 

   クロック関連 
クロック設定の仕様を変更。(RX140, RX671 以外のすべてのデ

バイス) 
■内容 
各デバイスのクロック設定を以下のマクロで設定するように変

更。 
・BSP_CFG_MAIN_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_SUB_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_HOCO_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_LOCO_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_IWDT_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 
この仕様変更に合わせて以下のマクロ定義によるスマート・コ

ンフィグレータのバージョンチェックを追加。 
・BSP_CFG_CONFIGURATOR_VERSION 
■注意 
BSP Rev.7.00 はスマート・コンフィグレータとの連携の都合上

スマート・コンフィグレータのアップデートが必要です。 
   クロック出力機能に対応。(RX110, RX111, RX113, RX130, 

RX230, RX231, RX23E-A, RX23W) 
   HOCO トリミングレジスタの設定を追加。(RX130, RX13T, 

RX230, RX231, RX23E-A, RX23W) 
   機能関連 

ID コードプロテクションの仕様を変更。(RX64M, RX66T, 
RX71M, RX72T) 
■内容 
ID コードプロテクト無効時、シリアルプログラマによるブロッ
クイレーズコマンド、プログラムコマンド、リードコマンドを
以下のマクロで個別に設定するように変更。 
・BSP_CFG_BLOCK_ERASE_CMD_PROTECT_ENABLE 
・BSP_CFG_PROGRAM_CMD_PROTECT_ENABLE 
・BSP_CFG_READ_CMD_PROTECT_ENABLE 
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Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
7.00 Nov.30.21 プログラ

ム 
シリアルプログラマの接続機能に関する設定を追加。(RX64M, 
RX65N, RX66N, RX66T, RX671, RX71M, RX72M, RX72N, 
RX72T) 
■内容 
シリアルプログラマの接続について以下のマクロで設定するよ
うに変更。 
・BSP_CFG_SERIAL_PROGRAMMER_CONECT_ENABLE 

   オンチップデバッガの接続機能に関する設定を追加。(RX671) 
■内容 
オンチップデバッガの接続について以下のマクロで設定するよ
うに変更。 
・BSP_CFG_ONCHIP_DEBUGGER_CONECT_ENABLE 

   パッケージ関連 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(全デバイス) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の初期値を変更。 
・BSP_CFG_MCU_PART_GROUP 
・BSP_CFG_MCU_PART_SERIES 

7.10 Feb.11.22 — RX66T の 48 ピンパッケージのサポートを追加 
  — RX140 iodefine.h を V1.10A に更新 
  49 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  138 表 10.35 動作確認環境 (Rev.7.10)を追加。 
  プログラ

ム 
パッケージに関するマクロ定義の変更。(RX66T) 
■内容 
(1)以下のマクロ定義の設定値を追加。 

・BSP_CFG_MCU_PART_PACKAGE 
(追加) FL = 0x6 = LFQFP/48/0.50 

(2)以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_PACKAGE_LFQFP48 

(3)48 ピンの PORT 初期設定を追加。 
   機能関連 

ソフトウェア割り込み機能の初期値を変更。(全デバイス) 
■内容 
(1) 以下のマクロ定義の初期値を変更。 

・BSP_CFG_SWINT_UNITn_ENABLE (n = 0, 1) 
7.20 Apr.22.22 — RX660 のサポートを追加 
  — 以下のテクニカルアップデートに対応 

・TN-RX*-A0256A 
・TN-RX*-A0257A 

  — RX140 iodefine.h を V1.10C に更新 
  29 3.2.7 ROM 上のレジスタ、および外部メモリアクセスの保護 

BSP_CFG_ID_CODE_ENABLE の説明を変更。 
  40 4.6 使用する割り込みベクタ 

表 4.1 使用する割り込みベクタを変更。 
  51 5.1 概要 

R_BSP_VoltageLevelSetting および注 2 の説明を変更。 
  79 5.19 R_BSP_VoltageLevelSetting() 

説明を変更。 
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Rev. 発行日 
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ページ ポイント 
7.20 Apr.22.22 120 表 9.1 FIT モジュール用のセクション設定 

セクション名にセクションを追加。注意事項(注 4)を追加。 
  138 表 10.36 動作確認環境 (Rev.7.20)を追加。 
  142 テクニカルアップデートの対応について 

TN-RX*-A0256A、TN-RX*-A0257A を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
デュアルバンク機能のバンクモード設定の仕様を変更。

(RX65N, RX66N, RX72M, RX72N) 
■内容 
バンクモードを設定する以下のマクロをスマート・コンフィグ

レータにより設定するように変更。 
・BSP_CFG_CODE_FLASH_BANK_MODE 
この仕様変更に合わせて以下のマクロ定義によるスマート・コ

ンフィグレータのバージョンチェックを追加。 
・BSP_CFG_CONFIGURATOR_VERSION 
■注意 
BSP Rev.7.20 はスマート・コンフィグレータとの連携の都合上
スマート・コンフィグレータのアップデートが必要です。 

   CCRX のセクションの仕様を変更。(全デバイス) 
■内容 
スタートアップ関数に ResetPRG のセクション定義を追加。 
この仕様変更に合わせて以下のマクロ定義によるスマート・コ

ンフィグレータのバージョンチェックを追加。 
・BSP_CFG_CONFIGURATOR_VERSION 
■注意 
BSP Rev.7.20 はスマート・コンフィグレータとの連携の都合上
スマート・コンフィグレータのアップデートが必要です。 

7.21 Nov.25.22 22 2.2.24 拡張 RAM の章を追加。 
  41 3.2.24 拡張 RAM の章を追加。 
  42 4.4.1 IAR コンパイラに関する制限事項に拡張 RAM を追加。 
  52 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  142 表 10.37 動作確認環境 (Rev.7.21)を追加。 
  143 10.2 トラブルシューティング 

QA(5)を追加。 
  146 10.5 拡張 RAM 領域において複数のセクションを使用する方法

を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
CCRX において_INITSCT()で拡張 RAM のセクションを初期化
するようにセクションテーブルの定義に拡張 RAM のセクション
を追加。 

   GCC において_INITSCT()の処理に拡張 RAM のセクションを初
期化する処理を追加。 

   BSP のソフトウェアコンポーネント設定の TMEF – TM Enable 
Flag Register の設定値で予約領域に誤った設定を行うような値
が指定された時、エラー表示が出るように MDF ファイルを修
正。 (RX64M, RX65N, RX660, RX66N, RX66T, RX671, RX71M, 
RX72M, RX72N, RX72T) 

7.30 Feb.28.23 — RX26T のサポートを追加 
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Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
7.30 Feb.28.23 — RX113 iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.1A に更新。 

RX130 iodefine.h (CCRX, GCC)を V2.0A に更新。 
RX230 iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.0J に更新。 
RX231 iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.0J に更新。 
RX23W iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.00E に更新。 
RX66T iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.21a に更新。 
RX671 iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.00A に更新。 
RX72T iodefine.h (CCRX, GCC)を V1.00B に更新。 

  40 3.2.23 選択型割り込み 
説明を変更。 

  43 4.6 使用する割り込みベクタ 
表 4.1 使用する割り込みベクタを変更。 

  54 5.1 概要 
R_BSP_VoltageLevelSetting および注 2 の説明を変更。 

  82 5.19 R_BSP_VoltageLevelSetting() 
説明を変更。 

  104 表 6.7 組み込み関数の共通マクロ(7/8) 
R_BSP_SINCOSF、R_BSP_ATAN2HYPOTF の iccrx の誤記を

修正。 
  105 表 6.8 組み込み関数の共通マクロ(8/8)を追加。 
  143 表 10.38 動作確認環境 (Rev.7.30)を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
IAR コンパイラを使った C++プロジェクトのための_CALL_INIT
関数を追加。 

7.40 Mar.10.23 — RX23E-B のサポートを追加 
  144 表 10.39 動作確認環境 (Rev.7.40)を追加。 
7.41 Apr.26.23 — RX66T iodefine.h (GCC)を V1.21b に更新。 

RX72T iodefine.h (GCC)を V1.00C に更新。 
  52 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  144 表 10.40 動作確認環境 (Rev.7.41)を追加。 
7.42 Nov.21.23 — RX26T iodefine.h を V1.10A に更新。 

RX113 iodefine.h (IAR)を V1.1A に更新。 
RX130 iodefine.h (IAR)を V2.0A に更新。 
RX230 iodefine.h (IAR)を V1.0J に更新。 
RX231 iodefine.h (IAR)を V1.0J に更新。 
RX23W iodefine.h (IAR)を V1.00E に更新。 
RX66T iodefine.h (IAR)を V1.21a に更新。 
RX671 iodefine.h (IAR)を V1.00A に更新。 
RX72T iodefine.h (IAR)を V1.00B に更新。 

  8 2.2 初期設定 
図 2.1 スタートアップ関数のフローチャートを更新。 

  9 図 2.2 システムクロック設定のフローチャートを更新。 
  17 2.22 スタートアップ無効化 

図 2.5 無効になるスタートアップ処理のフローチャートを更
新。 

  22, 23 2.24 拡張 RAM 
拡張 RAM の対応状況について説明を修正。GCC コンパイラの
前提条件に関する説明を追加。 
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ページ ポイント 
7.42 Nov.21.23 26 3.2.4 CPU モードとブートモード 

BSP_CFG_RUN_IN_USER_MODE の注意事項を削除。 
  27 3.2.5 RTOS 

BSP_CFG_RTOS_USED に注意事項を追加。 
  30 3.2.6 クロックの設定 

BSP_CFG_CLKOUT_SOURCE の値の説明を変更。 
  31 以下のマクロ定義を追加。 

・BSP_CFG_BACKUP_DOMAIN_SUB_CLOCK_SOURCE 
  39 3.2.17 ボードリビジョンの章を削除。(以降の 3 章の章番および

表番号が変更。) 
  41 3.2.24 三角関数演算器の章を追加。 
  42 3.2.25 バス優先度の章を追加。 

3.2.26 ブートローダプロジェクトの章を追加。 
  43 4.4.4 GCC コンパイラに関する制限事項 を追加。 
  49 4.10.5 割り込み要因 

bsp_int_src_t の enum 定義に以下を追加。 
・BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_ILLEGAL_ACCESS 
・BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_TIMEOUT 

  53 4.12 コードサイズ 
コードサイズの情報を更新 

  71 5.13 R_BSP_InterruptWrite() 
戻り値の説明を修正。 

  82 5.18 R_BSP_StartupOpen() 
図 5.2 R_BSP_StartupOpen 関数の処理のフローチャートを更
新。 

  90 5.24 R_BSP_VbattInitialSetting() 
図 5.3 R_BSP_VbattInitialSetting 関数の処理のフローチャートを
更新。 

  99 5.29 R_BSP_ClockReset_Bootloader()を追加。 
  147 表 10.41 動作確認環境 (Rev.7.42)を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
選択型割り込みの割り込み要因割り付け後に割り込みステータ
スフラグをクリアする処理を追加。 
(RX26T, RX64M, RX65N, RX660, RX66N, RX66T, RX671, 
RX71M, RX72M, RX72N, RX72T) 

   BSP のソフトウェアコンポーネント設定の
BSP_CFG_SCI_UART_TERMINAL_CHANNEL のチャネル設定
でチャネル 8, 9 が選択できるように MDF ファイルを修正。
(RX130, RX230, RX231) 

   スタートアップ関数にバス優先度を初期化する処理を追加。 
   BSP_CFG_ROM_CODE_PROTECT_VALUE を削除。ベクタ

テーブルの定義を修正。(RX140)  
   クロック関連 

R_BSP_ClockReset_Bootloader()を追加。 
   クロック設定をリセット状態に戻す処理を追加。(RX130, 

RX140, RX230, RX231, RX23E-A, RX23E-B, RX23W, 
RX24T, RX26T, RX65N, RX660, RX66N, RX66T, RX671, 
RX72M, RX72N) 
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7.42 Nov.21.23 プログラ

ム 
クロック関連 
以下マクロ定義に関して修正。(RX26T) 
・BSP_CFG_ROMCODE_REG_VALUE を削除。 
・BSP_BCLK_HZ を削除。 
・BSP_UCLK_HZ を削除。 
・BSP_CFDCLK_HZ を追加。 

   メインクロック発振器強制発振コントロールレジスタ(MOFCR)
の設定タイミングを変更。(RX24T, RX26T, RX65N, RX660, 
RX66N, RX66T, RX671, RX72M, RX72N) 

   以下のマクロ定義の初期値を変更。(RX23W) 
・BSP_CFG_MAIN_CLOCK_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_HOCO_OSCILLATE_ENABLE 
・BSP_CFG_CLOCK_SOURCE 
・BSP_CFG_CLKOUT_SOURCE 
・BSP_CFG_CLKOUT_DIV 
・BSP_CFG_HOCO_FREQUENCY 

   機能関連 
バスエラー割り込みの設定の仕様を変更。 
■内容 
・スタートアップ関数からバスエラー割り込みを設定する処理

を削除。 
・R_BSP_InterruptControl()で vector に
BSP_INT_SRC_BUS_ERROR、cmd に 
BSP_INT_CMD_INTERRUPT_ENABLE、
BSP_INT_CMD_INTERRUPT_DISABLE を指定したとき 
タイムアウト検出許可ビットも制御するように変更。(RX110, 
RX111, RX113) 
・R_BSP_InterruptControl()で vector に
BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_ILLEGAL_ACCESS、cmd に

BSP_INT_CMD_INTERRUPT_ENABLE、
BSP_INT_CMD_INTERRUPT_DISABLE を指定したとき 
バスエラーの不正アドレスアクセス検出許可ビットのみ制御す
る処理を追加。 
・R_BSP_InterruptControl()で vector に
BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_TIMEOUT、cmd に 
BSP_INT_CMD_INTERRUPT_ENABLE、
BSP_INT_CMD_INTERRUPT_DISABLE を指定したとき 
バスエラーのタイムアウト検出許可ビットのみ制御する処理を
追加。 

   R_BSP_InterruptWrite()の仕様を変更。 
vector に BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_ILLEGAL_ACCESS、
BSP_INT_SRC_BUS_ERROR_TIMEOUT、
BSP_INT_SRC_EMPTY 以上の値、callback に有効なアドレス
を指定した場合、戻り値として BSP_INT_ERR_INVALID_ARG
を返すように変更。 

7.50 May.31.24 — RX261、RX260 のサポートを追加 
  28 3.2.6 クロックの設定 

BSP_CFG_USB_CLOCK_SOURCE の値の説明を変更。 
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ページ ポイント 
7.50 May.31.24 31 3.2.6 クロックの設定 

以下のマクロ定義を追加。 
・BSP_CFG_SUB_CLOCK_SOURCE 
・BSP_CFG_CANFD_CLOCK_SOURCE 
・BSP_CFG_USB_CLOCK_ENABLE 
・BSP_CFG_CANFD_CLOCK_ENABLE 
・BSP_CFG_PLL2_DIV 
・BSP_CFG_PLL2_MUL 

  49 4.10.5 割り込み要因 
bsp_int_src_t の定義を RX72N の定義に変更。 

  55 4.12 コードサイズ 
コードサイズの情報を更新 

  75 5.14 R_BSP_InterruptRead() 
Example を変更。 

  149 表 10.42 動作確認環境 (Rev.7.50)を追加。 
7.51 Jul.05.24 — RX26T iodefine.h を V1.10B に更新。 

RX671 iodefine.h (IAR)を V1.00B に更新。 
  — fsp_common_api.h を更新。 
  55 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  150 表 10.43 動作確認環境 (Rev.7.51)を追加。 
  プログラ

ム 
クロック関連 
ソフトウェア不具合のため、BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
LPT クロックソース(BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE)に
IWDT を選択したとき、IWDT カウント停止コントロールレジス

タ(IWDTCSTPR)の設定処理が実行されません。そのため LPT
モジュール(R01AN2571)または LPT のコード生成のソフトウェ

アと組み合わせて LPT のレジスタ設定を行い LPT による低消費

電力状態からの復帰を許可してから WAIT 命令を実行すると問

題が発生します。低消費電力状態に遷移したとき、IWDT がカ

ウントを停止します。IWDT が停止すると LPT のカウント動作

も停止するため、LPT による低消費電力状態からの復帰ができ

なくなります。 
■発生条件 
次の条件をすべて満たしたとき 
・RX260/RX261 で BSP Rev.7.50 を使用する 
・LPT クロックソースに IWDT を選択する 
(BSP_CFG_LPT_CLOCK_SOURCE＝1) 

・LPT モジュールまたは LPT のコード生成のソフトウェアから

LPT のレジスタ設定を行い LPT による低消費電力状態からの復

帰を許可する 
・WAIT 命令を実行する 
■対策 
BSP FIT モジュール Rev.7.51 以降をご使用ください。 
本対策により IWDT カウント停止コントロールレジスタ
(IWDTCSTPR)の設定処理を追加する修正を行っていますので、
上記の条件でも IWDT のカウントは停止しなくなります。 
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7.52 Nov.27.24 — 以下のテクニカルアップデートに対応 

・TN-RX*-A0278A 
・TN-RX*-A0279A 
・TN-RX*-A0280A 
・TN-RX*-A0281A 

  55 4.12 コードサイズ 
コードサイズの情報を更新 

  150 表 10.44 動作確認環境 (Rev.7.52)を追加。 
  163 テクニカルアップデートの対応について 

TN-RX*-A0278A、TN-RX*-A0279A、TN-RX*-A0280A、TN-RX*-
A0281A を追加。 

  プログラ

ム 
クロック関連 
テクニカルアップデート(TN-RX*-A0278A)に対応。(RX64M, 
RX71M) 
テクニカルアップデート(TN-RX*-A0279A)に対応。(RX66N, 
RX72M, RX72N) 
テクニカルアップデート(TN-RX*-A0280A)に対応。(RX65N, 
RX651) 
テクニカルアップデート(TN-RX*-A0281A)に対応。(RX671) 
■内容 
・サブクロックと RTC の初期設定の仕様を変更。詳細は各テク

ニカルアップデートを参照。 
この仕様変更に合わせて以下のマクロ定義によるスマート・コ

ンフィグレータのバージョンチェックを追加。 
・BSP_CFG_CONFIGURATOR_VERSION 
■注意 
BSP Rev.7.52 はスマート・コンフィグレータとの連携の都合上

スマート・コンフィグレータのアップデートが必要です。 
7.53 Feb.26.25 — RX110 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00C に更新。 

RX111 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.10B に更新。 
RX113 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.10B に更新。 
RX130 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V2.00B に更新。 
RX13T iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00B に更新。 
RX140 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.10D に更新。 
RX230 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00K に更新。 
RX231 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00K に更新。 
RX23E-A iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00A に更新。 
RX23E-B iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00A に更新。

RX23T iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.10B に更新。 
RX23W iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00F に更新。 
RX24T iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00I に更新。 
RX24U iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00I に更新。 
RX260 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00A に更新。 
RX261 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00A に更新。 
RX26T iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.10C に更新。 
RX64M iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00B に更新。 
RX65N iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V2.30A に更新。 
RX660 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00A に更新。 
RX66N iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00E に更新。 
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7.53 Feb.26.25 — RX66T iodefine.h (CCRX, IAR)を V1.21B に更新。 

RX66T iodefine.h (GCC)を V1.21c に更新。 
RX671 iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00C に更新。 
RX71M iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00B に更新。 
RX72M iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00E に更新。 
RX72N iodefine.h (CCRX, GCC, IAR)を V1.00E に更新。 
RX72T iodefine.h (CCRX, IAR)を V1.00C に更新。 
RX72T iodefine.h (GCC)を V1.00D に更新。 

  55 4.12 コードサイズ 
コードサイズの情報を更新 

  151 表 10.45 動作確認環境 (Rev.7.53)を追加。 
  プログラ

ム 
プログラムの免責事項を変更。 

7.54 May.28.25 43 3.2.27 低水準インタフェースとリエントラントライブラリの排

他制御を追加。 
  45 4.4.4 GCC コンパイラに関する制限事項 

OPTLIB ライブラリのサポート終了につき制限事項に追加。 
  57 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  110 表 6.7 組み込み関数の共通マクロ(7/8)  

以下の共通マクロの gnuc の function を GCC for Renesas RX の
組み込み関数に変更。 
・R_BSP_SET_DPSW(x) 
・R_BSP_GET_DPSW() 
・R_BSP_SET_DECNT(x) 
・R_BSP_GET_DECNT() 
・R_BSP_GET_DEPC() 
・R_BSP_INIT_TFU() 
・R_BSP_SINCOSF(x, y, z) 
・R_BSP_ATAN2HYPOTF(w, x, y, z) 

   表 6.7 組み込み関数の共通マクロ(7/8)  
以下の共通マクロの iccrx の function を IAR C/C++ Compiler for 
Renesas RX の組み込み関数に変更。 
・R_BSP_SET_DPSW(x) 
・R_BSP_GET_DPSW() 
・R_BSP_SET_DECNT(x) 
・R_BSP_GET_DECNT() 
・R_BSP_GET_DEPC() 

  111 表 6.8 組み込み関数の共通マクロ(8/8)  
以下の共通マクロの gnuc の function を GCC for Renesas RX の
組み込み関数に変更。 
・R_BSP_SINCOSFX(x, y, z) 
・R_BSP_SINFX(x) 
・R_BSP_COSFX(x) 
・R_BSP_ATAN2HYPOTFX(w, x, y, z) 
・R_BSP_ATAN2FX(x, y) 
・R_BSP_HYPOTFX(x, y) 
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7.54 May.28.25 111 表 6.8 組み込み関数の共通マクロ(8/8)  

以下の共通マクロの iccrx の function を IAR C/C++ Compiler for 
Renesas RX の組み込み関数に変更。 
・R_BSP_SINCOSFX(x, y, z) 
・R_BSP_SINFX(x) 
・R_BSP_COSFX(x) 
・R_BSP_ATAN2HYPOTFX(w, x, y, z) 
・R_BSP_ATAN2FX(x, y) 
・R_BSP_HYPOTFX(x, y) 

  153 表 10.46 動作確認環境 (Rev.7.54)を追加。 
  プログラ

ム 
機能関連 
低水準インタフェースの仕様を変更。 
■内容 
低水準インタフェース関数の有効・無効を選択できる以下のマ

クロ定義を追加。 
・BSP_CFG_LOW_LEVEL_INTERFACE_STDIO_ENABLE 
・BSP_CFG_LOW_LEVEL_INTERFACE_SBRK_ENABLE 
・BSP_CFG_LOW_LEVEL_INTERFACE_REENTRANT_LIB_ENABLE 

   ソフトウェア不具合のため、BSP FIT モジュールを改修 
■内容 
リエントラントライブラリ用の低水準インタフェース関数の 
wait_sem、signal_sem におけるセマフォの確保、セマフォの解

放の処理でクリティカルセクションのアトミック性が確保され

ていません。そのため、セマフォの確保、セマフォの解放のタ

イミングで割り込みが入り、割り込みから再度これらの関数を

呼び出すリエントラントの標準ライブラリ関数が呼ばれるとセ

マフォの確保、セマフォの解放の状態が不整合になる可能性が

あります。 
■対策 
wait_sem、signal_sem のクリティカルセクションのアトミック

性を確保するために wait_sem、signal_sem に排他制御の処理を

追加。 
   リエントラントライブラリ用の低水準インタフェース関数の 

wait_sem、signal_sem のクリティカルセクションのアトミック

性を確保するためにユーザ関数を使用できるように以下のマク

ロ定義を追加。 
・BSP_CFG_USER_EXCLUSIVE_CONTROL_ENABLE 
・BSP_CFG_USER_ENTER_CRITICAL_FUNCTION 
・BSP_CFG_USER_EXIT_CRITICAL_FUNCTION 

   OPTLIB ライブラリのサポート終了につき OPTLIB ライブラリ

に関連する低水準インタフェース関数の処理を削除。 
   機能関連 

GNUC と ICCRX でのみ以下の関数を有効にするコンパイルス

イッチを追加。 
・R_BSP_ChangeToUserMode 
・R_BSP_BitSet 
・R_BSP_BitClear 
・R_BSP_BitReverse 
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7.54 May.28.25 プログラ

ム 
ICCRX でのみ以下の関数を有効にするコンパイルスイッチを追

加。 
・R_BSP_MoveToAccHiLong 
・R_BSP_MoveToAccLoLong 
・R_BSP_MoveFromAccHiLong 
・R_BSP_MoveFromAccMiLong 
・bsp_move_from_acc_hi_long 
・bsp_move_from_acc_mi_long 
・R_BSP_SetBPSW 
・R_BSP_GetBPSW 
・R_BSP_SetBPC 
・R_BSP_GetBPC 
・R_BSP_SetEXTB 
・R_BSP_GetEXTB 
・bsp_get_bpsw 
・bsp_get_bpc 
・bsp_get_extb 

   以下の共通マクロの GNUC の定義を GCC for Renesas RX の組
み込み関数に変更。 
・R_BSP_SET_DPSW(x) 
・R_BSP_GET_DPSW() 
・R_BSP_SET_DECNT(x) 
・R_BSP_GET_DECNT() 
・R_BSP_GET_DEPC() 
・R_BSP_INIT_TFU() 
・R_BSP_SINCOSF(x, y, z) 
・R_BSP_ATAN2HYPOTF(w, x, y, z) 
・R_BSP_SINCOSFX(x, y, z) 
・R_BSP_SINFX(x) 
・R_BSP_COSFX(x) 
・R_BSP_ATAN2HYPOTFX(w, x, y, z) 
・R_BSP_ATAN2FX(x, y) 
・R_BSP_HYPOTFX(x, y) 

   以下の共通マクロの ICCRX の定義を IAR C/C++ Compiler for 
Renesas RX の組み込み関数に変更。 
・R_BSP_SET_DPSW(x) 
・R_BSP_GET_DPSW() 
・R_BSP_SET_DECNT(x) 
・R_BSP_GET_DECNT() 
・R_BSP_GET_DEPC() 

   機能関連 
以下の共通マクロの ICCRX の定義を IAR C/C++ Compiler for 
Renesas RX の組み込み関数に変更。 
・R_BSP_SINCOSFX(x, y, z) 
・R_BSP_SINFX(x) 
・R_BSP_COSFX(x) 
・R_BSP_ATAN2HYPOTFX(w, x, y, z) 
・R_BSP_ATAN2FX(x, y) 
・R_BSP_HYPOTFX(x, y) 
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7.54 May.28.25 プログラ

ム 
以下の組み込み関数を削除。 
・R_BSP_SetDPSW 
・R_BSP_GetDPSW 
・R_BSP_SetDECNT 
・R_BSP_GetDECNT 
・R_BSP_GetDEPC 
・bsp_get_dpsw 
・bsp_get_decnt 
・bsp_get_depc 
・R_BSP_InitTFU 
・R_BSP_CalcSine_Cosine 
・R_BSP_CalcAtan_SquareRoot 
・R_BSP_CalcSine_Cosine_Fpn 
・R_BSP_CalcSine_Fpn 
・R_BSP_CalcCosine_Fpn 
・R_BSP_CalcAtan_SquareRoot_Fpn 
・R_BSP_CalcAtan_Fpn 
・R_BSP_CalcSquareRoot_Fpn 
・bsp_calc_sine_fsp 
・bsp_calc_cosine_fsp 
・bsp_calc_atan_fsp 
・bsp_calc_squareroot_fsp 

   割り込み関連 
グループ割り込みを許可する処理を変更。 
■内容 
エッジ検出のグループ割り込みはグループ割り込みを許可する

時にグループ割り込み内の他の周辺が許可されていないか確認

し、許可されているものがあれば割り込みステータスフラグを

クリアしないように変更。レベル検出のグループ割り込みはグ

ループ割り込み許可時の割り込みステータスフラグをクリアす

る処理を削除。 
   クロック関連 

クロック設定をリセット状態に戻す処理を追加。(RX72T) 
   メインクロック発振器強制発振コントロールレジスタ(MOFCR)

の設定タイミングを変更。(RX72T) 
7.60 Jul.30.25 — RX26Tの32ピンパッケージのサポートを追加 
  57 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  153 表10.47 動作確認環境(Rev.7.60)を追加。 
7.70 Sep.12.25 — RX14Tのサポートを追加 

  57 4.12 コードサイズ 

コードサイズの情報を更新 
  154 表10.48 動作確認環境(Rev.7.70)を追加。 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュメントおよびテク

ニカルアップデートを参照してください。 

1. 静電気対策 
CMOS 製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS 製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の

際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアースを

施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS 製品を実装したボードについても同様の扱いを

してください。 
2. 電源投入時の処置 
電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部リ

セット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオンリ

セット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. 電源オフ時における入力信号 
当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入によ

り、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」についての

記載のある製品は、その内容を守ってください。 
4. 未使用端子の処理 
未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなってい

ます。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識され

て誤動作を起こす恐れがあります。 
5. クロックについて 
リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に

切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定した

後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え

先のクロックが十分安定してから切り替えてください。 
6. 入力端子の印加波形 
入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS 製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）から

VIH（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH
（Min.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。 

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 
リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領域）が

あります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 
8. 製品間の相違について 
型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッシュメ

モリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ幅射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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ご注意書き 
1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。回路、ソフトウェアお

よびこれらに関連する情報を使用する場合、お客様の責任において、お客様の機器・システムを設計ください。これらの使用に起因して生じた損害

（お客様または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
2. 当社製品または本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許

権、著作権その他の知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うもので

はありません。 
3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
4. 当社製品を組み込んだ製品の輸出入、製造、販売、利用、配布その他の行為を行うにあたり、第三者保有の技術の利用に関するライセンスが必要と

なる場合、当該ライセンス取得の判断および取得はお客様の責任において行ってください。 
5. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改

変、複製、リバースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
6. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図

しております。 
 標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等 
 高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、金融端末基幹システム、各種安全制御装置等 
当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機

器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機器

と、海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これらの

用途に使用することは想定していません。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その責

任を負いません。 
7. あらゆる半導体製品は、外部攻撃からの安全性を 100％保証されているわけではありません。当社ハードウェア／ソフトウェア製品にはセキュリ

ティ対策が組み込まれているものもありますが、これによって、当社は、セキュリティ脆弱性または侵害（当社製品または当社製品が使用されてい

るシステムに対する不正アクセス・不正使用を含みますが、これに限りません。）から生じる責任を負うものではありません。当社は、当社製品ま

たは当社製品が使用されたあらゆるシステムが、不正な改変、攻撃、ウイルス、干渉、ハッキング、データの破壊または窃盗その他の不正な侵入行

為（「脆弱性問題」といいます。）によって影響を受けないことを保証しません。当社は、脆弱性問題に起因しまたはこれに関連して生じた損害に

ついて、一切責任を負いません。また、法令において認められる限りにおいて、本資料および当社ハードウェア／ソフトウェア製品について、商品

性および特定目的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。 
8. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導

体デバイスの使用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の

範囲内でご使用ください。指定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切

その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする

場合があります。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を

行っておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客

様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を

行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行って

ください。 
10. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用

を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことに

より生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品お

よび技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、そ

れらの定めるところに従い必要な手続きを行ってください。 
12. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたしま

す。 
13. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。 
14. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間

接的に支配する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。 
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本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓

口に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属

します。 
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